

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　つくづく噂なんてロクなものじゃない。

　夕焼け空の放課後。

　学校の西側にある柔道場、その出入り口で俺は主将と対面していた。主将の背後では、部員たちが汗水を垂らしながら稽古に励んでいる。

　たった二つしか歳としが違わないとは思えないほど貫かん禄ろくのある主将は、額の汗を道着の裾で拭きながら野太い声を上げた。

「入部希望の新入生か！　良いいぞ、我が部はいつでも大歓迎だ！」

　ニカッと白い歯を見せる好意的な態度に胸を撫なでおろす。

　よかった、まだこの人には知られていないようだ。

　しかし安心したのも束つかの間ま、入部届けに目を通しはじめた主将の顔からウェルカムスマイルがスッと消えた。険しい表情に取って代わり、瞳には警戒の色が浮かぶ。

「藤ふじ城しろ遠とお也や……お前、あの藤ふじ城しろ遠とお也やか？」

〝あの〟という言葉を聞いただけで顔から血の気が引く。まるで喉元に凶器を突きつけられた気分になる。

　一転して絶望の淵ふちに追いやられてしまった動揺でその場しのぎの噓も思いつかず、それでもわずかな希望に縋すがって「えーと、たぶんそうですね、はい……」と正直に認めるが。

　次の瞬間、体がよろけるほどの勢いで俺の胸元に入部届けが突き返された。

「柔道は他人を傷つけるために習得するものではない！　帰れ！」

　数十秒前の優しさはどこへやら、こちらの話も聞いてくれずにピシャリと戸を閉められた。

「……はぁ」

　地面に落ちた入部届けを拾いながら、今日何度目かも分からない溜ため息いきをついた。

　これで入部を断られたのは十三件目。一昨日から手当たり次第に当たっているのだが、どこも名前を伝えると拒否される。むしろ今回はまだマシなほうで、中には暴言を吐かれたり目の前で入部届けを破られた時もあった。

　また新たな傷心を作っただけで終わり、とぼとぼとした足取りで柔道場をあとにする。

　まだ訪れていないのはどこの部だっけと考えていると、通りがかった職員玄関からトレーニングウェアを来た女の先生がちょうど現れた。

　先生は俺の姿を見ると、眉をひそめる。

「遠とお也や、あんたこんな所で何やってんのよ？」

「べつにテキトーに歩いてただけだよ」

　咄とつ嗟さに入部届けを背に隠したが、その行動でバレたらしく「まだ諦めてなかったの……」と引き気味に言われる。……こいつは人の気も知らないくせに。

　普通なら教師に対する言葉遣いじゃないが、相手は七つ歳の離れた実姉だから問題ない。

　藤ふじ城しろ舞まい花か。ショートにした黒髪に、ヤクザみたいな顔の父親の遺伝を受け継いでしまった目つきの悪い俺とは違い、目鼻立ちのはっきりとしたまともな容姿。なので生徒たちからは美人教師と評されているが、弟の俺からすれば性格込みで信じられない。主に二学年の体育教師をやっている。

「当たり前だろ。俺が平凡な学校生活を取り戻すためにはもう部活ぐらいしかないんだよ」

　クラスメイトだけでなく同じ学年の生徒たちは俺のことを避けて、会話をする以前の問題だ。

　だからこその部活動。入部さえしてしまえば、たとえ嫌でも一緒に活動しなければいけなくなる。そこから徐々に親交を深めていけば、いずれこの平和主義な性格を分かってくれると踏んだ……のだが、まさか俺の噂がすでに多くの上級生たちにまで広がっているなんて誤算だ。

「いやもう手遅れでしょ」

「うるさいな！　というか姉貴はバスケ部の顧問だろ。俺を入れてくれよ」

「は？　嫌に決まってんでしょ。あんたを入れたらあたしの株が下がるわ」

「けっ、この世間体女が」

　吐き捨てるように言うと、姉貴がつかつかと近寄ってきて俺の背後を取り、素早く首に腕を回して絞めてくる。

「あんたの姉というだけで、あたしの人気がダダ下がりなのはお分かりぃ～？」

「ちょ、ギブギブッ……！」

　息ができない……！

　降参を示すように何度も腕を叩たたき、意識が落ちる寸前でやっと解放された。そのまま地面に両手をついて激しく呼吸する。この筋肉バカは加減というものを知らないのか。

　姉貴はこちらを見下しながら溜息をこぼした。

「元々はあんたがあんな事件を起こして停学になるのがいけないんでしょ」

「だからあれは冤えん罪ざいだって言ってるだろ！　むしろ俺は助けようとして……」

「冤罪だろうがそうじゃなかろうが事件を起こしたことには変わりない。……まったく、昔からあんたは他人の事となると後先考えずに行動するんだから」

「すぐ目の前で困ってるやつがいるのに素通りできるかよ」

「人助けする心意気は立派だけど、それで自分の立場が悪くなったら元も子もないでしょ。もっと自分が周りからどう思われているのかを直視して行動しなさい」

「…………」

　悔しいが反論できない。事実、これまでに入部届けは上級生だけでなく顧問にも渡しに行ってみたものの、どの教師からもやんわりと断られ、明らかに関わりたくないという意思が滲にじみ出ていた。生徒だけでなく教師からも見放されている。姉貴が言うようにここからの印象挽ばん回かいは不可能に近い。

　学校生活の先行きが暗すぎて絶望している俺の心境なんて分かりもしない姉貴は、「そんな無駄なことをやる暇があるなら……ほれ」とポケットから取り出した何かを放ってくる。

　キャッチすると、それは鍵で、薄汚れたタグには『旧校舎──資料室』と書かれていた。

「なんだよこれ？」

「近いうちに旧校舎が改修されるってので、そこにある荷物の運搬を任されたの。あたしは忙しいから代わりにやって」

「はぁ、なんで俺がそんな面倒なこと……」

「誰かさんが面倒な事件を起こしたおかげで、あたしがどれだけ尻拭いをしたとお思い？」

「…………」

「ダンボール何箱かだけだから良いいでしょ。遂行した暁には他の先生に伝えてあんたの功績にしてあげるから協力しろ」

「んじゃ、職員室横の準備室に運んでね、よろしく～」とこちらの意思も確認せずに、さっさとグラウンドのほうに行ってしまった。

　非常に納得いかないが、無視したらしたであとが怖いので仕方なく旧校舎に足を向けた。

　入部は断られ、姉からはパシられ、いつにも増して散々な一日だ。泣きたい。
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　その事件はひと月前の入学式の日に起きた。

　地元の中学を卒業し、県外まで離れたこの久ひさ峰みね高こう校こうに入学した俺。中学の頃はあまり良い思い出がなかったこともあり、高校では気持ちを新たにして勉学や交友に励もうと意気込む。

　しかし、その思いは初日で絶たれた。

　入学という大事な日に寝坊してしまった俺は、通りがかった人ひと気けのない校舎裏で女子生徒が黒髪マッシュヘアの男子生徒と二人きりでいる場面を偶然に目撃した。久峰高校は学年ごとにネクタイとリボンの色が違っていて、女子生徒は俺と同じ青色の新入生で、キノコ頭は緑色の二年生であることが窺うかがえた。

　そして女子生徒が顔を恐怖に青ざめさせていることから穏やかな状況でないことも。

　キノコ頭から肩を摑つかまれて「やめてください！」と緊迫した叫び声を上げている姿に、見て見ぬふりはできず急いで間に割って入った。キノコ頭が俺のほうを向いた隙に女子生徒が走り去り、すぐにそのことに気づいたキノコ頭があとを追う素振りを見せたので立ち塞がる。

　といっても俺の勘違いという線も十分にあったのでまずは話を聞こうとしたのだが、キノコ頭は水を差されたことがよほど気に入らなかったようで初めから敵意をむき出しにして暴言とともに手を出してきた。

　その時点で穏便に済ませることはできないと判断して取り押さえようとする。小さい頃から横暴の化身である姉貴に扱しごかれていたことや俺のほうが体格が勝っていたこともあり、何とか制止させることができた。

　ジタバタと激しい抵抗を続けるキノコ頭と格闘していると、知らぬ間に俺たちの声は聞かれていたようで、べつの生徒が教師を引き連れてきた。その場は鎮しずまり、すぐに職員室に連れて行かれて事情聴取が取られた。

　当然俺は見たままの出来事を話した。女子生徒にキノコ頭が無理やり言い寄っていたと。

　一方キノコ頭は反論し、そんな女子生徒はおらず、ただ単に俺が難癖をつけて絡からんできたと真っ赤な噓をついた。

　食い違う証言に、なぜか教師たちはキノコ頭の言い分を信じはじめた。これはあとから知ったことだが、キノコ頭は表では成績も素行も良い優等生で通っているらしく、そんな人間が事件を起こすとは到底考えられなかったのだろう。

　だからと言って性格や実績だけでは善悪を決められなかったようで、俺の言葉が真実か否かを確かめるため被害者である女子生徒に証言してもらうことになったのだが、彼女を見たのは一瞬すぎて容姿の記憶が曖昧だったこともあり、各クラスで今朝の一件に関与した生徒についての聴き取り調査が行われた。

　その結果、誰も名乗り上げなかった。おそらく女子生徒は分かっていながら、あえて黙秘したのだろう。あんな怖い目に遭えばもう関わり合いたくないと思うのが普通だ。下手に真実を話せば報復されないとも限らない。とても彼女を責める気持ちにはなれなかった。

　証言者がいない以上、俺の言葉は虚言と見なされ、それから必死に弁明しても一切取り合ってもらえなかった。

　最終的に、キノコ頭が腕にかすり傷を負っていたことから（といっても俺は取り押さえただけでキノコ頭が乱暴に動いて自滅しただけだ）この件は暴行事件として処理され、俺だけ一週間の停学となった。

　理不尽な対処に憤りを抱きつつも、それだけで終われば、ただ運が悪い日だったという話でどうにか済ませられたが、本当の悪夢が始まったのは停学が明けてからだった。

　初めて入った教室に俺の居場所はなかった。誰もが目を合わせずに、遠巻きでひそひそ話を始める。声を掛けたら怯おびえて逃げられ、関わりを持とうとしてくる生徒は皆無だった。

　おかしな状況の原因は、学校中に流れていたとある噂。

　入学初日に暴行事件を起こした極悪不良の新入生。もちろん俺に囁ささやかれたものだ。

　そしてその噂の源は言うまでもなくキノコ頭だった。どうやら周りの友人たちに被害者面づらをして言いふらしたようで、停学の間に真相は完全に曲解されていた。

　謂いわれのない罪を被かぶせられて黙ってはいられず、二年の教室に赴いて話し合いをしようとしたのだが、キノコ頭は俺の姿を見るなり大げさな恐怖の態度を取りはじめた。ただ話すだけで何もしないと訴えても、まるで凶悪殺人鬼を前にしたように必死な形相で騒ぎ立てた。

　第三者からすれば、その光景は報復以外の何物でもなかっただろう。さらにキノコ頭が弱者のフリを徹底したことで、俺の悪は揺るぎないものに捉えられた。

　最終的にその場にいた全員から抗議され、騒ぎを聞きつけた生徒指導の教師に連行されて説教を受けた。これ以上キノコ頭に関われば次は停学じゃ済まされないとまで言われた。自らの軽率な行動がより噂を補強してしまう羽目になったのだ。

　打つ手がないまま時が経たつにつれて噂は尾ひれをつけていった。他校の生徒を脅して金品を巻き上げていただの、暴力団と繫がりがあるだの散々だ。この目つきの悪さも拍車を掛けているのだろう。

　誤解は解けないまま噂だけが独り歩きし、今に至る。

　俺はシワが寄った入部届けを見て肩を落とす。

「なんでこんなに上う手まいこといかねぇかな……」

　こうも見当違いな理由で疎外されると、自身の存在が消えてしまったような気分だ。みんなの中で形作られた偽にせ者ものの俺ばかりが主張を強め、本当の俺は居場所を奪われたように誰の視界にも映らない。

　大体なんで、誰も彼も信しん憑ぴよう性せいのない噂に踊らされるのか。俺を不良と決めつけるだけの確証もないのに、他人の言葉だけを真に受けるなんてふざけている。噂なんて朝のテレビ占いほど当てにならないのに……。

　まるで暗示のような噂の力に辟へき易えきしながら、旧校舎に着いた。

　三階建ての旧校舎は山を背にした学校の北側に位置しており、三年ほど前に今使われている校舎が隣接して建てられたそうだ。去年までは授業や部室として使われていたらしいが、老朽化が懸け念ねんされ、今は立ち入り禁止になっている。……そんな場所に生徒をパシらせるなんてあいつは教師の風上にも置けないな。

　愚痴を抱えつつ、さっさと終わらせるため躊ちゆう躇ちよなく足を踏み入れた。

　役目を終えて寂しげにしているかのように静まり返った校舎内。去年までは現役だったこともあって廃墟ほど朽ちてはいないが、壁や天井は黒い染しみで薄汚れていたり小さな亀裂も見受けられた。時代を感じる木目調の廊下は、幾度もの歩行で擦り切れてしまっている。現在使し用ようしている校舎と比べると築年数の古さが如によ実じつに表れていて改修もやむ無しと言ったところか。

　初めて中に入るので資料室の位置が分からない。一体どこにあるのやら。

　教室のドアの上にあるプレートを一つずつ確認して目的の部屋を探す。

　一階二階を調べ終わり、三階へ行くと、廊下の一番奥のほうに資料室の文字が見えた。遠い場所にあるから俺に押し付けたのかあいつは……。

　姉貴の怠惰さに怒りと呆あきれを抱いて向かう中、通りかかった教室のまえで足を止める。

　開け放たれたドアの向こう、ベランダ側の窓のそばで女子生徒が佇たたずんでいたから。

　襟足を黒のシュシュで束ねた長い赤髪は窓から射さし込こむ夕日を浴びてつややかに光り、その下のどこかあどけなさの残る横顔は物もの憂うさに彩いろどられている。胸元でギュッと拳が握られ、窓の外を望む透き通った青緑色の瞳からは一筋の涙が溢あふれ出だしていた。

　思わず目を奪われた。

　誰もいない教室に佇たたずむ、可か憐れんな少女。その光景は幻想的で、映画のワンシーンと見間違えるほど美しい。

　ひととき見入ったまま突っ立っていると、少女がこちらを振り向いた。その時にリボンの赤色が見え、三年生の先輩であることを知る。

　先輩が驚きに目を見開いたとき、俺は我に返った。

「黙っててすみません。声を掛けていいのか悩んで……」

　すると何やら辺りを見回したのち、先程よりも驚いた表情をする。

「あの俺、何か変なことを言いましたか？」

「……あ、ううん。ここに来る人はそうそういないから、少し驚いちゃっただけだよ」

　頰を伝う涙を拭きながら少し照れくさそうに微ほほ笑えみ、「こんにちは」と改めて丁寧に挨拶をかけてくる。

　怯おびえさせたわけではないことにホッとしつつ、同じように挨拶を返した。距離を取って話すのもあれなので教室に入り、先輩の元へ行く。

「こんな所で何をしてたの？　えーと……」

　名前を訊たずねられていることを察し、つい先程の柔道部主将と面会したときの事が脳裏をよぎった。こんな可か愛わいい先輩からあんな酷ひどい言葉を吐かれたら次こそ立ち直れないかもしれない。

　だが噓をついても後々バレるので正直に言った。

「藤ふじ城しろ遠とお也や……あ、君が噂の遠とお也やくんか」

　やはり俺のことはすでに周知の事実らしい。

　ドクンドクンと心臓が早鐘を打つ。先輩の口から出る次の言葉を戦々恐々と待っていると。

「──うん。がたいがよくて強そうだっ」

「へ？」

　予想外の言葉に思わず呆ほうけてしまう。

　今までの経験だと怯えられるか説教めいた暴言を吐かれるかの二択だったが、先輩はそのどちらとも違っていて、ぺしぺしと俺の肩を叩たたきながらそう言っただけだった。

「先輩は俺が怖くないんですか……？」

「怖い？　どうして？」

「いや俺、暴行事件を起こしてるわけで……」

「でも私は当事者じゃないからなぁ。遠とお也やくんは暴力が好きな人なの？」

　ぶんぶんと全力で首を横に振ると、先輩はにこっとする。

「うん。だったら怖くないよ」

「信じてくれるんですか？」

「んー、というよりかは否定する根拠がないってのが正しいかな。遠とお也やくんとは今初めて言葉を交わしたばかりで、まだまだ君のことを知らないからね。私にとって噂の曖昧な情報よりも今目の前にいる君が藤ふじ城しろ遠とお也やくんその人だから、全然怖くない」

　──噂に負けるな少年っ。

　そう冗談めかした言葉とともに、勇気づけるようにそっと俺の手を握る。まっすぐに向けられた笑みは純粋で、まるで暗闇を照らすお日様のような温かさに溢あふれていた。

　心はもちろんのこと体まで熱くさせ、火ほ照てる顔を見られるのが恥ずかしくてそっぽを向く。

　初めてだったから。誰一人として取り合ってくれなかった俺の言葉に耳を傾けてくれることも、これだけ広く伝わった噂を真に受けず一から俺のことを知ろうとしてくれるのも。

　──こんな優しい考え方の人もいるんだな。

「遠とお也やくん？」

「……あ、いや。友好的に接してもらえたのは久しぶりだったので……嬉しくてついぼーっとしてました」

　先輩が不思議そうにこちらを覗のぞき込こんできて、俺は急いで緩んだ口元を手で覆う。さっきの天使みたいな無む垢くな笑みが頭の中にちらついて不安とは違う胸の動どう悸きが止められなかった。
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　なんとか取り繕えたみたいで、先輩は「大げさだなぁ～」と少し笑ってから話を戻した。

「それで。遠とお也やくんはどうしてこんな所にいるの？　もしかしてその噂が関係してるとか」

「いえ。旧校舎ここに来たのはあね……先生に頼まれごとをされたからです。近々改修工事があるとかで資料室に残った荷物を運ばないといけなくて」

「うわぁ、それは大変そうだね。よければ手伝おっか？」

「何個かのダンボール箱を運ぶだけなので大丈夫ですよ」

　実際はまだ確認していないけど。姉貴のような体力お化けなら頼むところだが、華きや奢しやな先輩に手伝わせるのは心苦しい。

「それよりも先輩こそどうしてここに……」

　そこまで口にしてから先程の涙を流していた場面を思い出して言葉を止める。何気なく訊たずね返してしまったが、もしかしてまずかったか。

　だが時すでに遅しで、先輩はあごに指を当てて少し悩んだあと。

「さて、どうしてでしょう？」

　問い返されるとは思ってもいなかったので、考えてみる。

　立ち入り禁止の旧校舎にいる理由か。真っ先に思いつくのは悪事だが、俺のことを怖がらずに励ましてくれたほど人ひと想おもいな先輩とはとても結びつかない。

　先程の悲しんだ様子からしても何かしらの悩みを抱えているとしか……。

　そう考えている間にも、気がつけば先輩が両手首を曲げたうらめしやポーズを取っていた。

　そこで初めて心霊的な可能性に思い至り、スーっと肝が冷えていく。誰もいない寂しげな旧校舎に現れる少女の霊なんてめちゃくちゃありそうな話……。

「人に見られたのは久しぶりだなぁ。遠とお也やくんって霊感があるの？」

「な、ないですけど……え……まさか本当に……」

「嬉しいなぁ。もっとお喋りしたいなぁ。ずーっとここにいてほしいなぁ」

　意味ありげな微笑を浮かべながら、ゆっくりと体を寄せてくる。後あと退ずさりするたびに間合いを詰めてきて、ついに俺は壁際まで追いやられてしまう。

　胴体が密着しそうなほど真正面から視線を向けられて体が強こわ張ばる。ドキドキ感が募るが、どの感情からきたものか分からない。

　しばし見つめ合っていると、やがて先輩はプッと小さく噴き出したあと身を離した。

「うそうそっ、じょーだん。私はちゃんと生きた人間です。さっきも肩に触れられたでしょ」

「…………驚かさないでくださいよ……」

「ごめんね。思ったよりも真剣に考えてくれてたみたいだから少しからかいたくなっちゃった」

　真面目な性格と思いきや、意外におちゃめなところもあるようだ。

「私がここにいる本当の理由はね、帰るまでの暇つぶしだよ」

「暇つぶし、ですか？」

「そう、暇つぶし。ほら、ここって誰もいないでしょ。静かで本読みに最適なんだ」

　わざわざ立ち入り禁止の旧校舎に来てまで読書…………話を逸そらすようにからかってきたし、それが本当の理由で無いことは明らかだ。

　やっぱり何か悩みごとが…………。

　そこで、深入りしそうになっている自分に気づいた。ついさっき姉貴に忠告されたばかりだというのに学習能力がない。

　素直に話さないということはきっと他人には知られたくない事情があるのだろう。余計な詮索は迷惑になるだけだ。

　質問を重ねたい気持ちをぐっと堪こらえ、話を合わせることにした。

「そうだったんですね。俺も小説なんかはよく読みますよ。先輩はどんなものを読むんですか？」

　読書は趣味と公言できるぐらいには好きだ。どんなに鬱々とした気分でもその世界に浸ることで現実逃避できる。孤独の中で生きるにはフィクションの世界が必要不可欠なのだ。

「私が最近ハマってるのは……ちょっと待ってね」

　机の横に置いていたカバンの中を探り、先輩が取り出したのは。

「お、おぅ。ミステリー」

　いきなり目にしたら驚き声を上げてしまいそうなほどインパクトのある、頭に包帯を巻いた少年の猟奇的でホラーチックな表紙。ジャンルが分かったのは以前に読んだことがあるからだ。マイナー作家のシリーズ小説で叙述トリックが秀しゆう逸いつだったから最近読んだ本の中でも特に強く印象に残っている。

「あー、今似に合あわないって思ったでしょー」

「いやぁ、そんなことないですよ」

　穏やかな性格からして感動モノや恋愛モノを読むかと思いきや、変化球がきて思わず顔に出てしまった。

「そ、それよりもその本、俺も読みましたよ。ラストが急展開で驚き──」

「ネタバレ禁止」

　口元で人差し指をバッテンにしたあと、ページを開いてまだ途中であることを示してくる。……あぶねぇ、推理モノで一番やっちゃいけない行為を仕出かすところだった。

　すぐに謝ろうとしたが、その前に思考はページに置かれたある物に持っていかれた。

「これ、栞しおりですか？」

「そうだよ」

　おどろおどろしい血塗られたハサミ形がたの栞。こんな特殊な物どこに売っているんだろう。

「珍しいでしょ～。私ね、その本に合った種類の栞を挟むことにしてるんだ。鬱屈とした殺人事件の内容なのに明るいデザインの栞にしたら、次に読むときに雰囲気が壊れちゃうでしょ」

「まぁ確かにそれはそうですけど」

　だけど、これは本の内容を食ってしまいそうなほど凶悪だ。変わったこだわりに先輩が本の虫であることが窺えた。

　それから俺と先輩は、どちらからともなくお互いの好きな本の話について語った。

　話してみると意外にも俺たちの嗜し好こうは似通っていて会話が弾み、テンションがこれ以上ないほど上がった。高校生活で誰かと雑談をするのが初めてということも勿もち論ろんあったが、それもこんなに綺麗な先輩と二人きりで趣味話を語れることが夢みたいで。ストーリーの展開について熱く語る様や俺が共感したときに喜ぶ無邪気な様が可か愛わいらしくて、ついつい見み惚とれてしまう自分がいた。

　永遠に続けばいいと思う楽しい時間は過ぎていき。

　話題に一区切りがついたところで、先輩はカバンからスマホを取り出して画面をつけた。

「──っと、もうこんな時間なんだ。そろそろ帰らなくちゃだね」

　俺もポケットから取り出して確認すると、待ち受けに表示された時刻は午後六時を過ぎていた。旧校舎に来たのが午後五時ぐらいだったから一時間ほどは話していたことになるのか。

　いつもは早く過ぎ去れと願うほど長い時の流れが、あっという間に感じられた。まったく時間とは不思議で意地悪なものだ。

　先輩が何かに気づいたように「あっ」と声を上げた。

「遠とお也やくんは先生の頼みがあって来たんだったよね。……ごめんね、長々と話に付き合わせて。やっぱり手伝うよ」

　そういえば姉貴のパシリがあったんだっけ。話に夢中ですっかり忘れていた。

「いえ大丈夫ですよ。一人でもすぐに終わる内容なので気にしないでください」

　最悪、終わらなくても今日中にとは言われてないし。

　しかし先輩は納得できないみたいで悩んだ様相を見せる。

　優しい人だなと感じつつ、帰りづらいという気持ちも理解できたので少し考えたあと言う。

「だったらその代わりと言ってはなんですけど、先輩にお願いがあります。よければまた明日あしたここで話ができたら……う、嬉しいなと思ってて」

　何か甘えているようで気恥ずかしくなり、もごもごとした口調になってしまう。

　予期せぬ言葉だったのだろうか、真面目な面おも持もちだった先輩は俺のお願いごとを聞いた数瞬後に相好を崩した。

「それじゃあ、明日あしたもこの時間に話そっか」

「──はい！」

　嬉しさのあまり、思わず返事が大きくなってしまった。カァーっと顔が熱くなる。

　ふふっと小さく笑った先輩は、カバンを肩にかけて教室の出入り口に向かう。

「遠とお也やくん」

　そして教室と廊下の境を越えるところで立ち止まり、俺の名前を呼ぶとともに振り返る。

「今日は遠とお也やくんに会えて嬉しかった」

　好意的な言葉と温和な笑みに、自然と頰が緩む。凶悪なニヤケ顔になっていないか心配だ。

「俺も先輩と会えてすごく嬉しかったですっ。明日あしたは今日以上に楽しく話しましょう」

「うん！　楽しみにしてるね。──また明日あした」

「はい。また明日あした」

　そのままお互いにバイバイと小さく手を振って別れた。

　先輩を見送ってから、グッと右拳を握ってガッツポーズをする。

　また先輩と会える。話ができる。孤独じゃないうえに心地よい時間を過ごせる。そう考えると心が弾んだ。

　さぁ荷物運びに取り掛かろう！　と来たときとは真逆の感情で思い立ったとき。

「ん？　これは先輩の……」

　机の中からはみ出したハサミ形の栞が目についた。どうやらミステリー本の伏線談義をしていたときに仕舞ってそのまま忘れてしまったらしい。

　市内の文具店や本屋では見かけたことがないレアな物っぽいし、あとで無いことに気づいた先輩が困り果ててしまうかもしれない。今ならまだ間に合うか。

　栞を手に取ってすぐさま一階まで降り、先輩の姿を捜す。

　だがどこにもいなかった。もう校舎から出て行ってしまったようだ。

　どうするか。机に置いたまま帰って万が一に消えていたら嫌だし……。

　結局のところ、今日は預かっておいて明日届けに行くことに決めた。

　そこで、今更ながら重大なことに気づく。

「そういや先輩の名前を訊きくのを忘れてた」

　呼ぶときも『先輩』で通じていたため失念していた。分かっているのは三年生というぐらいで学級も知らない。

　明日の放課後会う約束はしたものの、それまで栞を無くしたことで心を煩わせるのは良心が痛むから、できれば登校して早いうちに届けたい。

「しょうがない。気は引けるけど、あいつに電話で訊きくか」

　情報通のあいつならきっと先輩のことを知っているだろう。

　そのあと資料室に行くと、入り口付近の床にダンボール箱が山積みされていた。ざっと見た感じ、胴体で支えないといけないほどの大きさのものが十個以上ある。

　普段だったら「聞いてた話と違うじゃねえか！」と姉貴に対して憤るところだが、今の俺の心は静けさに満ちていた。ひとっつも不快感がやってこない。

　むしろ先輩との出会いのきっかけをくれた姉貴に感謝するほどに。
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　ダンボール箱をダッシュで運び終え、家に帰りついたのは辺りが暗くなってからだった。

　姉貴と二人暮らしの築五十年以上経たっているボロアパート。プライベートのぷの字もないほど隣部屋との壁は薄く、防犯の観点からいっても酷ひどい所だが、２ＤＫのわりに家賃が格安なことだけは魅力だ。

　玄関の鍵を開けて中に入り、自室に行ってカバンを置く。制服から部屋着に着き替がえながら置き時計に目をやる。

　午後七時。部活が終わって今は帰り道だろう。もう少し待ってから電話をかけるか。

　そう考えてキッチンに行き、自分と姉貴の分の晩飯をテキトーに作ったあと独りご飯にする。

　本当であれば先にシャワーを浴びたいが一番風ぶ呂ろは姉貴と決まっている。居い候そうろうの身なので文句は言えない。

　興味もないテレビ番組を垂れ流しながら虚むなしい食事を終える。

　後片付けをしたあと、そろそろいいかと時間を確認し、自室に戻って電話をかける。

　コールの音が何回も流れたあと。

『……なんだよ？』

　もしもしという決まり文句もなく、不機嫌そうな声だけが返ってくる。電話の向こうで顔を顰しかめているのが容易に想像できた。

「悪いな、リョウ。お前に訊ききたいことがあってさ。今は大丈夫か？」

『……お前さぁ。いきなりかけてくるなって前から言ってるだろ。お前と繫がりがあることが周りにバレたらオレの沽こ券けんに関わるだろうが』

　俺の気遣いをガン無視して不満をぶつけてくる。こうなるとは想像していたが、めんどい。

　リョウは小さい頃からの友人、いわゆる幼おさな馴な染じみというやつだ。父方の祖父母の家がこの町にあって、訪ねたときによく一緒に遊んでいた。

　同じ高校に入学することになり、こちらに知人のいない俺にとっては心強かったのだが、そんな折にあの事件。以来リョウは俺と一切関かかわらずに他人の振りを貫き通している。

　それに関してはしょうがないというか俺が悪いのだが、電話一本入れただけでこの言われようは酷ひどい。

「だから悪いって。それに学校で話せない時点で事前確認のしようがないだろ」

『紙に一筆書いて密ひそかに寄こせ。もしくはかけてくんな』

　いちいち筆談報告とか、こいつの中で俺はどれだけ悪者なんだよ。

「分かった分かった。次からは気をつける」とテキトーに返し、さっさと本題に入る。こいつは学校の人気者で普段は本性を隠しているから、こんな乱暴な言葉遣いをするのは俺に対してだけだ。周りを気にしていない声量だし、今は家にいるのだろう。

「それで。リョウお前、学校の生徒に詳しいよな。ひとり教えてほしい人がいるんだけど」

『……はぁ。名前は？』

「知らん」

『は？』

「むしろそれを教えてほしい。三年で女の先輩だ」

『名前を知らないってどういう関係だよ。オレはストーカー行為に加担する気はないぞ』

「人聞き悪い誤解はやめろ。会話したときに名前を訊ききそびれたんだ」

　その際に落ちていた栞を拾って届けたいという旨むねも伝える。

　リョウは一応納得したようで質問を続ける。

『で。その先輩の特徴は？』

「めっちゃ優しくてめっちゃ可か愛わいい」

『お前の主観なんて知るか。背丈とか髪色とかあるだろ』

「背は俺よりも少し低くて長い赤髪だ」

　先輩の姿を思い出しながら答えると、リョウが『……お前マジかよ』と呆れたように言う。

「何がだ？」

『何がって、その先輩どう考えても〝百ひやく相そう百ひやつ解かいの清せい乙おと女め〟じゃないか！』

「ひゃくそうひゃく……あーそれなんか聞いたことがあるな。あれ何なんだ？」

『ほんとに内容を知らないのかよ……』

　当たり前だ。話す相手のいない俺がどうやって詳細について知れると思っているのか。

　リョウの驚き声から察するに、どうやら先輩は学校内の有名人らしい。あの外見にあの性格なので何ら不思議なことではないが。

『孤独な人間ってこんなに世情から疎うとくなるんだな……憐あわれ』

「憐れむな！　俺の現状はいいから早く先輩のこととその噂について教えろ」

　その後、リョウから教えてもらったことを簡潔にまとめると。

　先輩は夕ゆう凪なぎ茜あかねという名前で、学級はＡ組。リョウが語った夕ゆう凪なぎ先輩の人柄と、昨日俺が会話した先輩の人柄が一致しているので人違いではなさそうだ。

　そして、百相百解の清乙女。

　発言元は不明のようだが、百発百中をもじった造語のようで、全ての相談を解決するという意味らしい。清乙女はそのまま清せい楚そで純真な女性の意。俺の悪評と同レベルか、それ以上に生徒の間で広まっている噂とのことだった。

『オレも噂を聞いて相談しに行ったんだよ。入学してすぐの頃だな』

「お前が誰かに相談するなんて珍しいな」

『まぁそれは建前だけどな。可か愛わいい女の子はリサーチしとかないと』

　正体を現したな、女好きめ。人気者の皮を剝いで俺と同じ奈落の底に引きずり込みたくなる。決してモテることに嫉妬しているわけじゃない。

『で。部活動の勧誘が多くて決めきれないって相談したら、こっちの気持ちを汲くんでくれつつ的確にアドバイスをくれてな。口実で近づいたことに罪悪感を感じるほど、あんな完璧人間に会ったのは初めてだ』

「ふーん…………その相談ってのは朝の時間とかもしてるのか？」

『ああ。朝練のある部活生よりも早く登校してやってるみたいだぞ。オレが相談したのもホームルーム前だったしな』

「そうか、大体は分かった。教えてくれてサンキューな」

『ところでお前、さっき夕ゆう凪なぎ先輩と話したみたいに言ってたけど、どういう経緯なんだ？　相談しに行ったのか？』

「噂の内容も知らないのに相談に行くわけないだろ。昨日ちょっと色々とあったんだよ」

『なんだよ色々って。濁さないで話せ』

「あー……またその話は追々な。じゃ」

『あ、おいちょっとま──』

　通話を切る。またかかってくるだろうから電源を落とした。

　先輩は旧校舎にいた理由を話したくないみたいだったから、リョウを通して変に情報が広がるのは避けたかった。あと二人きりの時間を邪魔されたくないし。

　なんにせよ、先輩の情報は得られた。学級も分かったことだから明日早く登校してぱぱっと渡そう。

　栞の件が決まると、思考は旧校舎で先輩と談笑した思い出に浸る。

　放課後また先輩と趣味話ができると思うと胸が躍った。明日は自分の好きなオススメの本を持っていこう。

　意気揚々と本棚からその本を引き抜いてカバンに入れた。
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　午前五時にセットした目覚まし時計のアラーム音とともに起床する。

　うつらうつらした頭で二人分の朝食と弁当を用意したあと、さっさと食事を済ませ、身み嗜だしなみを整えて姉貴よりも早くに家を出た。

　家から学校までの距離は二キロほど。辺りが田園だらけのだだっ広い田舎道を通り、やがて学校に着く。

　この時間帯だといつも挨拶に立っている先生の姿はなく、行き来する生徒もごく僅かだ。

　昇降口でスリッパに履き替え、教室に行く。

　いつもホームルームが始まる十分前ぐらいを見計らって教室に入るため（早めに行っても孤独感に苛さいなまれるだけなので）すでに登校している部活生たちが、今日はなんで早いんだと言わんばかりに揃そろって奇異の目を向けてきて、俺が見返すと揃そろって逸そらす。

　この光景も予想の範はん疇ちゆうなので別段動どうじたりせず、黙ったまま机にカバンを置く。中からミニサイズの透明ファイルに挟んだ栞を取り出して、早速届けに向かった。

　二階を素通りして三階へ。上級生の姿がちらほらとあり、何だか立ち入ってはいけない場所に来た感じがした。

　すれ違う上級生たちが俺の姿をじろじろと見てくる。それは俺が普段この階にいるはずのない下級生だからか、それとも噂の不良だからか。声を掛けてこないことやそそくさと立ち去っていくところを見るかぎり、後者っぽい。すでに学年関係なく人相まで知られているようだ。さすがに見知らぬ生徒からも忌き避ひされると憂鬱な気持ちになる。

　朝から心にダメージを負いながら先輩のクラスのＡ組へ。階段を上って西側の奥にあった。

　廊下から教室の中を覗のぞいて先輩を捜すと、幸運にもすぐに姿を発見できた。

　先輩の席は廊下側に近い列にあり、女子生徒と向かい合って話している。相手は二年生だ。

　ちょうど話が終わったところのようで、女子生徒は席を立つと、「夕ゆう凪なぎ先輩。悩みを聞いてくれてありがとうございましたっ」と明るい表情でお礼を言い、教室をあとにした。

　何の話かは聞こえなかったが、昨晩のリョウからの情報を踏まえると、おそらく相談事の最中だったのだろう。こんな朝早くから他人の悩みに乗ってあげるなんて聖人すぎやしないか。

　驚嘆しつつも辺りを確認する。廊下には誰の姿もなく、Ａ組の教室には先輩の他に一人二人の生徒がいるもののそれぞれ机で自分の作業に当たっている。

　栞を渡すなら今がチャンスだ。先輩自身は俺のことを受け入れてくれたが、他の人は違う。俺と関わりがあることが露呈して迷惑をかけるのは避けたい。

　誰にも気け取どられないよう廊下側の窓まど際ぎわに歩み寄り、「先輩」と小さく声をかける。

　先輩は顔を上げて俺の存在に気づくと、すぐさま席を立って廊下に出てきてくれた。

「おはよう。君もなにか相談事かな？」

　柔らかくも、どこか上品な笑みを浮かべる。昨日と違って髪をストレートに下ろしているからだろうか、可か愛わいいというよりも大人っぽくて美人だ。

　髪一つでこんなにも印象が変わるのかと驚きながらも、栞入りのファイルを差し出す。

「おはようございます。相談事ではなくて、これを渡しに来ました」

　何だか違う人と話しているようでつい口調がよそよそしくなってしまう。

　ファイルを受け取った先輩は首をかしげた。

「これは何かな？」

「え？　何って先輩の栞ですよね？　昨日の放課後、先輩と別れたあと机の中に置きっぱなしになっているのを見つけて届けに来たんですけど……」

　てっきりお礼を言われるかなと少し期待していたから内心戸と惑まどう。

　先輩は栞を矯ためつ眇すがめつ見るが、最終的には頭かぶりを振った。

「う～ん、これは私の物じゃないよ。それに昨日の放課後はこの教室で相談に乗ってたから誰かと間違えてるんじゃないかな？」

「旧校舎の教室で話したじゃないですか。好きなミステリー本の話とかで盛り上がって……」

「記憶にないかな。そもそも旧校舎って立ち入り禁止の場所だよね」

　先輩は苦笑いする。明らかに困ったような表情で冗談や噓をついている感じはしない。

「……もしかして、先輩って双子の姉妹がいます？」

「ううん。私は一人っ子だけど」

「じゃあ自分と容姿が似ている生徒がいるとかは？」

「それもないよ」

　自分で訊きいておきながら、そりゃそうだよな……と心の中で呟つぶやく。

　もしこんなにも似ている姉妹や他人がいるのなら昨日のリョウとの話で情報が出ないのはおかしいし、仮にそうだとしても髪色と背丈だけの曖昧な情報ではどちらの人物か判断に迷い、一発で夕凪茜先輩だとは断定できない。

　──だとすればどういうことだ？

　たしかに栞は先輩の物だし、たしかに旧校舎で会って話をした。それを覚えていないなんて絶対に変だ。リョウが話した夕ゆう凪なぎ茜あかね先輩と、俺が昨日話した先輩は別の人物だとでもいうのか。だが髪型以外の容姿はまったく同じ。さすがに昨日会った人を見間違えることはない。

　それとも昨日の出来事はすべて夢？　孤独に耐え切れなかった俺の心が創つくり出だした幻想？

「茜あかね。どうしたの？」

　自分自身すらも信じられなくなっていたところ、不意に背後から声が掛かった。

　すぐに振り返ると、そこには三年生の女子生徒が立っていた。ふわりとした栗くり色いろのウェーブロングの端整な顔立ちに、大人っぽい切れ長の目が少しきつい印象を漂わせている。気安く名前を呼んでるあたり友達だろう。

「玲れい奈な、おはよう。ちょっとこの子と私の話が食い違ってるみたいなの。たぶん人違いなんだと思うけど」

　友達は俺を見た途端、警戒の眼まな差ざしをする。それは俺の噂を知っている者の顔だ。

「相手にしないほうがいいわよ。この子、例の不良でしょ」

「ちょっと待ってください！　俺はただ忘れ物を届けに来ただけなんです」

　風向きが悪いほうに流れはじめたのを察して、弁明とばかりに栞を指差す。

　友達は「忘れ物……？」と怪け訝げんな顔をして先輩の手からファイルを取ると中の栞を一いち瞥べつする。

「茜あかねが変わった栞を使うのは知ってるけど、これは茜あかねの物なの？」

「それがまったく心当たりがなくて」

「だそうよ。人違いよ人違い」

「でもたしかに昨日の放課後会あって話したときに先輩が使っていたもので……」

「分かりきった噓をつくな。昨日アタシは部活休みで放課後ずっと茜あかねと一緒にいたけど、あんたの姿なんて一瞬たりとも見てない」

「ずっと一緒にいた……？　そんなはずは……」

「どうせどこかで栞の情報を聞いて茜あかねとお近づきになろうとしたんじゃないの？」

　まったく俺の話を信じる気がない。当の先輩はどちらの味方をしていいかと困惑している様子だ。

　やがて立ち去らない俺に我慢ならなくなったのか、友達はファイルをこちらに向けて乱暴に突き返すと「もう行こ」と先輩の手を引いて教室に入っていく。

　ぽつんとその場に取り残される俺。

　一体全体、何が何だか訳が分からなかった。





＊＊＊






　朝の出来事がいつまでも脳裏に居座り、一日の授業はまったく頭に入らなかった。

　散々知恵を絞ってもあのような状況になるしっくりした答えが見つからず、悶もん々もんとしているうちにも時間は放課後を迎えた。

　学校に行く前まではあれだけ楽しみにしていた先輩と会う約束も今では消きえ失うせ、ただただ蟠わだかまりだけが心を埋め尽くしている。

　重たい足取りで旧校舎に行き、そのまま三階の教室へ。

　そこにはすでに先輩の姿があった。朝とは違って襟足で髪を結んでおり、昨日と同じように窓の外を眺めている。

　なんと声を掛ければいいか迷っていたら、先輩がこちらを振り向いた。

　俺の姿に気づくと、トコトコと近づいてきてふわりと微ほほ笑えむ。

「こんにちは、遠とお也やくん。また会えて嬉しい……って、驚いた顔してどうしたの？」

「い、いえ。こんにちは。それであの……これを」

　カバンからファイルに入った栞を取り出して渡す。

　先輩は今度こそ素直に受け取ると、

「そうそうっ、昨日家に帰ってから無いことに気づいて焦あせったの。教こ室こに置きっぱだった？」

「はい……机の中に……」

「やっぱそうか～。遠とお也やくんが無くならないよう持っててくれたんだね」

　ありがとっ、と無邪気な笑みを見せる。

　まるで朝の出来事を覚えていないような自然体に、いよいよ俺の頭がパニックになる。

　やはり朝に会った夕ゆう凪なぎ茜あかね先輩とは別人なのか。

　しかしそれなら訊たずねたときに姉妹にせよ他人にせよ、そのことを伝えるだろう。夕ゆう凪なぎ茜あかね先輩にもその友達にも俺をからかっている素振りはなかったし、そもそも初対面の相手にそんな真ま似ねをする理由が思いつかない。

　だとすれば今いま目の前にいる先輩は一体……。

「…………」

「な、なに？　もしかして私の顔に変なものでもついてる？」

「いえ、そうじゃなくて。今朝の出来事なんですけど……」

　いくら考えても解けそうにないので訳を説明しようとしたとき。

　先輩の背後──窓の向こう側にいる〝彼女〟を見つけて俺は言葉を止めた。

　目に映っているのは隣接された校舎内の風景。ここは三階だから見えるのは当然三年の階だ。

　そこの廊下で二人の女子生徒が向き合っている。おそらく立ち話をしているのだろう。

　記憶に新しい栗色のウェーブ髪をした女子生徒の話し相手は、腰まで届くつややかな赤髪にあどけなさの残る横顔の生徒。

　それは紛まごうことなく先輩の姿だった。




　突如として別人説が立証されてしまい、ふたたび思考の海を漂う。

　そうなってくると朝の発言が噓ということになるわけだが、依然として腑ふに落ちない。

「遠とお也やくん？」

　沈黙した俺を不思議に思ったのだろう、先輩は俺の視線を辿たどって窓を顧かえりみる。

　その瞬間、驚くように息を吞のんだ。一言も発さずに呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、少ししてこちらに向き直ったが、俺と視線を合わせずに目を泳がせる。

　明らかに動揺しているその態度が、俺の中にある疑心をさらに募らせた。

「先輩って双子の姉妹がいるんですか？」

　あえて朝と同じ質問をすると、先輩はうわべを取り繕うように笑みを貼りつけた。

「えーっと、そう。彼女は双子の妹なんだ」

　その答えはもはや苦し紛れの肯定に聞こえた。本当に妹であるなら俺が訊たずねるまえにそう伝えれば済む話だ。間が空くほど言葉に詰まるなんてあり得ない。

　先輩はきっと窓の向こうにいる彼女の存在を知っていながら、そのことを隠している。

　しかし訊たずねたところで素直に話してくれる様子ではなさそうだ。まずここは話を合わせる振りをして核心に迫るほうがいいか。

「なるほど、そうだったんですね。あまりにも瓜うり二ふたつだからびっくりしましたよ」

「う、うん。最初はよく驚かれるし、よく間違われるの」

「もしかして髪型を違わせてるのもそういうことが理由ですか？」

「そ、そう。どっちがどっちか分かりやすいようにしてるんだ」

「へぇ、知りませんでした。……って、考えてみればまだ先輩の名前も聞いてませんでしたね」

「あっ、まだ言ってなかったっけ。話に夢中でつい忘れてたよ。私は夕ゆう凪なぎ茜あかねって言います」

「え？　夕ゆう凪なぎ茜あかね……先輩ですか？」

「そうだけど…………なにか変かな……？」

「ああいえ！　名前自体に疑問があるわけじゃなくて……じつは今朝、栞を届けようと先輩のクラスを訪ねたんですよ。そこで先輩に直接渡わたそうとしたんですが、なんか会話が成立しなくて最終的に自分の物じゃないって言われたんです。それで今の話を聞いて、あれは妹さんのほうだったんだなと納得したわけですけど、妹さんの名前も茜あかねさんでしたよ？」

「……聞き間違いじゃないかな。妹の名前はあか……灯あか里りで発音がちょっと似てるから」

「それはないですよ。その場には妹さんの友達もいて茜あかねって何度も呼んでましたし。……ん、あれ？　そういえば俺が戸惑って姉妹がいるか訊たずねたときにいないって答えていたような…………でもそんな噓をつく理由もないし、一体どういうことなんですかね？」

「それは…………」

　先輩は苦しそうに俯うつむく。

　もう茶番は終わらせよう。

「先輩。本当のことを教えてくれませんか？」

「本当のことって何かな？」

「俺が朝に会ったのは一体誰なんですか？」

「…………」

　先輩は押し黙った。

　やがてもう騙だまし通とおすのは無理だと観念したのか、俺から目を逸そらすと「遠とお也やくんには関係ないことだから」と冷たく言葉を返す。

　たしかに俺と先輩は親密というには程遠い仲だ。深入りするのはあまりにも不ぶ躾しつけだろう。

　しかしそうと理解しても、ある記憶が俺を意固地にさせた。

　誰もいない教室でひとり佇たたずみ、窓の外を見ながら涙を流している先輩の姿が。

　昨日はあえて踏み込まなかったが、悪意とは無縁な先輩が噓をついてまで隠し通そうとしたことや不可解な状況からして、この件が並大抵でないことが分かった今どうしても聞かずにはいられない。

　先輩には孤独な気持ちを救ってもらった。恩返しというわけじゃないが俺にできることなら力になりたい。

　だが先輩は端的に言って良い人すぎる。きっと今も俺に迷惑をかけまいと思って話すのを躊躇ためらっているのだろう。先輩が話しやすくなるように何か理由をつけたいが……。

　そのとき窓まど際ぎわの机の上に置いてあるミステリー本が目に入った。

　少し考え、先輩の善意を利用することにした。

「そう言わずにお願いします。ほら俺、謎があると解かずにはいられない性分なので、ここで教えてくれないと今日の夜モヤモヤして一睡もできずに明日あした遅刻しますよ。先輩は俺の評価が下がってもいいんですか？」

〝はい〟とは答えにくい質問をでっち上げることで話さざるを得ない状況を作り出す。

　はじめ先輩は虚を衝つかれたというように焦あせる素振りをしたものの、すぐに俺の意図に気づいたようでクスッと小さく笑った。

「ずるいなぁもう」と呟つぶやき、少しの間逡しゆん巡じゆんする様子を見せたあと話を合わせてくれる。

「それは大変だ。遠とお也やくんが寝不足にならないためにも話さなきゃね」




　俺たちは対面で椅子に座った。

　窓の外ではまだ先輩と同じ容姿の生徒が友達と談笑している。

　先輩は俺と同じように彼女を見ていたが、程なくしてこちらに視線を戻すと口を開いた。

「どこから話そうかな。……まず私と彼女は姉妹じゃないよ。噓をついてごめんなさい」

「全然気にしてませんよ。俺こそ言いたくないことを無理やり話すように迫ってすみません。あと先輩の名前を知ってて騙すような真ま似ねもしました」

　謝ると、「お互い様だね」と笑って許してくれた。

「それで。彼女が誰なのかについてだけど」

「はい」

「彼女は夕ゆう凪なぎ茜あかねだよ」

「え？　それは先輩ですよね？」

「うん。でも彼女も私なんだ」

　言葉のニュアンス的にただの同姓同名というわけではなさそうだが、意味が分からない。

　混乱する俺を予見していたのか、すぐに言葉を続ける。

「遠とお也やくんは私が学校のみんなからどう呼ばれてるのか知ってるかな？」

「はい。昨日知り合いから聞きました。百相百解の清乙女って呼ばれてるって」

　校内に広く知れ渡っている噂。全ての相談を解決する純真な女性。

「仰々しい名称だよね。私はそんなに大それた人間じゃないのに」

　苦笑した顔でそう言い、滔とう々とうと経緯について語りはじめた。




　百相百解の清乙女。その噂が立ち始めたのは三年に進級した直後ぐらいかな。

　元々は二年生の頃、友達の相談に乗る機会が多くてね。友達が言うには話しやすいからって理由らしいけど、ただ私が断れない性格なだけだと思う。でも悩みがあるなら力になってあげたかったし、頼られるのは純粋に嬉しかったから快く受けてたの。

　そうしているうちに、いつしか学級や学年を超えて相談者が来るようになったんだ。詳しくは話せないけど、相談内容は小さいことから大きなことまで色々だったよ。

　噂が囁ささやかれるようになってからは相談の数が目に見えて増えた。

　まったく顔も知らない子たちから声を掛けられて一方的に悩みを打ち明けられるの。とても私だけの手に負えなかったけど、頼ってきてくれた子を無下にもできなくて何とか話だけでも聞くようにしてたんだけど……。

　次々にやってくる相談事に心が疲れちゃったんだ。返答もどこかおざなりになって、とても解決者として相応ふさわしくない対応になっていった。

　それでもみんなは助かったって私にお礼を言ってくるの。真剣に向き合えていないのに感謝されることが心苦しかった。罪悪感が込み上げてきて、本当のことを言わずにそのまま流れに身を任せる自分が嫌になった。

　そんなふうに悩んでいたとき、今から十日前ぐらいかな。ある怪談話を聞いたんだ。

　校舎の裏手にある山林の中に少女を象かたどった銅像が建ってるんだけど、遠とお也やくんは知らないかな？　────知らない？　そっか。〝少女の祈り像〟っていってね、その前で祈りを捧ささげると願いが叶かなうらしいんだって。とても信じられないよね。

　でもその時の私はよっぽど追い詰められていたみたいで、その子こ供ども騙だましのような話を信じたの。少女像がある場所に行って両手を握りしめながら祈ったよ。

　もっとみんなの期待に応えたい。噂通りの私になりたい、って。

　数分は祈ってたかな。目を開けると……何も起きてなかった。話が眉唾ものであることを残念に思うより、さっきまで本気で祈った自分が恥ずかしくて堪たまらなかったよ。

　だけど、事はそれだけで終わらなくて。

　異変に気づいたのは次の日、学校に行く時だった。

　通学路で友達を見かけて、いつものように声を掛けたの。すると友達は私のほうを振り向きもせずに素通りしたんだ。最初は何か気に障さわることをしたかなって不安になって話そうとしたんだけど、一向に取り合う気配を見せてくれなかった。無視というよりかは、まるで私の姿が見えていないみたいに。

　そして、いつも校門に立っている先生に挨拶の声を掛けられなかったことで、ようやくおかしいことに気づいた。

　急いでその場にいた人に手当たり次第に声を掛けたけど誰も反応を示してくれなくて、訳が分からないまま教室に行くと。

　私の席には彼女がいたんだ。




「──自分と同じ容姿をした生徒がいたんだから当然驚おどろいたよ。それに彼女はみんなの中に自然と溶け込んでいて普通にお喋りしてたの。みんなは彼女のことを夕ゆう凪なぎ茜あかねって呼んでた。近くにいる私には目もくれず…………」

　そこで先輩の言葉が止まった。

　暗い瞳は少し潤んでいて机に視線を落とし、口は固く引き結ばれてかすかに震えている。話を終えたというよりはそれ以上続けられなかったように見えた。

　無意識だったのだろう、「大丈夫ですか？」と声を掛けたら、すぐに先輩はハッとしたあと真面目な態度を改めて雑談をするときの声音に戻る。

「うん、私は大丈夫。えっと、大まかに話すとこんなところかな。──どう？　とても信じられない話だよね」

「そんなことは……いやすみません、正直に言うと架空の話を聞かされている気分でした」

　頭がこんがらがる前にまとめる。

　要するに、百相百解の清乙女の噂に苦悩していた先輩が少女の祈り像とやらに祈りを捧ささげたところ、もう一人の自分が現れた。同時に自分の居場所を奪われたかのように誰からも認識されなくなった、ということか。

　まるで創作の怪談話だ。とても現実に起こった出来事とは思えない。

「ただそれは一般的に信じがたいって話で、俺は信じますよ。元はといえば俺から訊たずねた話ですし、先輩が噓をつく理由もないですから」

　それに同じ容姿の人間が存在していながら姉妹ではないと聞かされた時点で、おかしな状況であることは推察できていた。実際はその予想を遥はるかに上回る奇事だったが、噓にしては噓すぎる。……まぁ一番の理由は純真な先輩の言葉だからだけど。これがリョウ辺りに聞かされた話であれば絶対に半信半疑になっていた。

　先輩は胸に手を当ててほっと吐息をもらす。

「そう言ってくれて嬉しいよ。誰かに言いたくてもまず姿が見えてないんじゃ話にならないし、家族には変に心配をかけたくなかったから」

「ってことは全員が全員、先輩のことが見えてないわけじゃないんですね？」

「うん。家族や道行く人には反応されるから学校に関する人達だけの話だと思う」

「でも俺は先輩の姿が見えますよ？」

「そう、だから昨日遠とお也やくんと会ったときに驚いたの。まだ私のことが見える人が学校にいるんだって」

　なるほど。最初に顔を合わせたときに戸惑っていたのはそのせいか。つまりあの心霊云うん々ぬんのおちゃめな冗談もあながち間違いじゃなかったわけだ。

　学校内では俺だけが先輩のことを認識できる。俺と先輩は昨日初めて出会ったばかりだ。たった数時間しか話したことのない、ただの先輩後輩というありふれた関係。特有の共通点はないはずだが。

　考えても答えは見つからないし何だか虚むなしくなってきたので、べつの視点に切り替える。

「俺が見えることは措おいといて……少女の祈り像でしたっけ。話を聞いたかぎりではその像が原因な気もしますけど。その場所にはもう一度行ってみたんですか？」

「うん。それで調べてみたり祈ってみたりしたんだけど、特に変わったことは見つからなくて現状もそのまま」

「そうですか……」

　祈った翌日に怪現象が起きているのだ。無関係ではないだろうから何か手がかりがあると思ったのだが、それならミステリー好きの先輩のことだからすでに自力で解決しているか。

『…………』

　手詰まりになり、俺たちの間に沈黙が流れる。

　交友や学業のよくある悩みなら解決策を見み出いだせるが、これはその範はん疇ちゆうを超えている。常人がいくら頭を悩ませたところで時間の無駄なのかもしれない。

　どうやらそれは先輩も分かっていたようだ。

「遠とお也やくん。話を聞いてくれてありがと。おかげで気持ちがスッキリしたよ」

「…………」

　それがやせ我慢なのは明白だったが、情けなくも慰めの言葉すら口から出てこなかった。解決の糸口が見つからない今、何を発したところで気休め程度にもならないから。

　先輩は椅子から立ち上がって机に置いた本をカバンにしまう。

「今日はもう帰ろっか。なんだか話が脱線しちゃってごめんね。明日あしたこそは好きな本について語り合おうっ」

「……はい。そうですね」

　先輩は笑みを浮かべて頷うなずき、教室のドアの手前に行ったところでこちらを振り返る。

「遠とお也やくんが悩むことじゃないから。忘れろとまでは言わないけど気にし過ぎないでね」

　最後にそう言って、昨日のように手を振りながら出ていった。

　ひとり教室に残された俺は、先輩が去っていったほうをしばらくの間見つめていた。頭の中ではこれまでに先輩と過ごした光景が浮かんでいる。

　経緯を聞いて想像したんだ。旧校舎に独りでいた先輩の心境を。涙の理由を。きっと誰からも反応してもらえない教室にいるのは耐えがたかったのだろう。

　俺も同じだから。集団の中の孤独は嫌というほど経験している。経緯は違えど、その辛つらく悲しい気持ちは理解できた。

　それに俺のは半分自じ業ごう自じ得とくだが、先輩に関しては何も悪くない。みんなのためを思って苦悩するほど頑張ったのに、こんな訳の分からないことに苛さいなまれるなんてあんまりだ。

　気遣ってくれた先輩には悪いが、決意する。

　この不可思議な現状から先輩を救う。唯一先輩の存在を感じられる俺だからこそできることがあるはずだ。不安の一切を取り除いて、心から先輩との雑談を楽しむためにも。

　窓の外を見ると、友達と話していた彼女の姿はもう消えていた。




　旧校舎をあとにした俺は、少女の祈り像があるという校舎の裏手の山林にやってきた。

　方角一帯は幹を伸ばした杉群が無秩序に立ち並んでおり、地面には雑草が生い茂っている。ここからではどこに目的の像があるのか分からない。

　整地された校舎側と山林の境目に沿って歩いていると、人が通った形跡のある獣道を見つけた。他に道はないし、おそらくここから行くのだろう。

　躊ちゆう躇ちよなく足を踏み入れる。学校の隣とは思えないほど、まるで樹海のような鬱うつ蒼そうとした道を進んでいく。

　それにしてもこんな場所に像があるなんて初耳だ。怪談話になるぐらいだし、これまた俺だけが知らないパターンなのだろうが。

　周りの流れに取り残される虚むなしさを抱きながら歩くこと一分、開ひらけた場所にたどり着いた。ここは管理が行き届いているようで地面の雑草が綺麗に刈り取られている。

　そしてその中心にそれはあった。

「これが少女の祈り像か……」

　高校生ほどの年齢の少女を象かたどった銅像。百七十センチの俺の背丈を越える大きさ。きちんと手入れされているようで苔こけや汚れの類いは見られない。

　薄布を纏まとった造形の少女は目を瞑つぶり、胸のまえで力強く両手を握りしめている。俯うつむき加減になった表情は見様によって喜んでいるようにも悲しんでいるようにも捉えられた。

「…………」

　普段この時間帯は運動部の掛け声が学校内に響き渡っているのだが、ここは周囲にある木々によって遮断されるのか生徒たちの声は一切届かず、辺りは風とそれによって擦れる木この葉はの音しかない。

　そのどことなく神聖な雰囲気も相まってか、不思議と少女像に目を奪われて無心になる。

　ひととき、ぼーっと佇たたずみ、我に返った。

　ぶんぶんと頭を振って目的を思い出す。鑑賞に来たんじゃない。調べないと。

　そのあと像をぐるりと一周してみたり触れてみたりしたが、先輩が言ったように変わった箇所はなかった。それにこういう銅像系には説明文が付随していそうなものだが、それすらも見当たらない。

「結局なにも分からず進展はなしか……。帰ってから姉貴に訊きくとして、あと俺にできることといえば試しに祈ってみるくらいだけど」

　先輩の話を聞いたあとだと、そう簡単に実行できない。これでもし俺の身にも災いが降りかかれば元も子もないからだ。

　しかし一刻も早く先輩を助けたいなら自分に可能なことは全てするべきだ。頼る相手が限られた現状では尚なおのこと。

　しばし悩んだ末、祈ることに決めた。臆していても物事は進まない。

　少女像が取っているポーズと同じく両手を組み合わせて目を閉じる。

　テキトーなお願いだと祈りが届かない可能性があるので噓偽りない心の底からの願望を口に出す。

「友達ができますように」

　しばらくその体勢を維持する。いつもより速く脈打つ自身の鼓動が聞こえる。

　顔を上げると────案の定、何も変化は起きていなかった。

　これで明日友達ができるか何かしらあれば祈りは通じたことになるが、どうなることやら。

　俺の半信半疑の気持ちを知ってか知らずか、少女像はただ静かに祈りを捧ささげていた。
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　翌日の朝。

　俺は学校の屋上でリョウを待っていた。

　昨夜、少女の祈り像について姉貴に訊きいてみたところ、ずっと昔に学校で起こった事件の慰霊像という情報は得たものの、そのこと以外は知らぬ存ぜぬだった。まったく教師のくせに役に立たない。

　やっぱり頼るべきはリョウだなと思い至ってすぐに電話を掛けたのだが、何度掛けても出なかったので急きゆう遽きよこうして呼び出したわけだ。ここは普段誰もいないから人目を気にしたあいつと喋るには打ってつけの場所だ。

　転落防止用のフェンスに凭もたれかかって何気なしに登校する生徒たちを眺めていると、三階に続くスチール製の防火扉が開いた。

　果たして、リョウが現れた。一見しただけでご機嫌斜めなことが窺うかがえるほどのしかめ面つらだ。

「遠とお也やお前ぇ、ふざけんなよ！　なんだよこれ!?」

　荒々しい足取りで歩み寄ってくると、声を張り上げて一枚のメモ用紙を突きつけてくる。

　そこには『聞きたいことがある。屋上に来い。さもなくば容赦なく絡からむ』と書かれている、というか俺が書いた。

「朝っぱらから大声出すなよ。お前が言ったんだろ、紙に書いて事前報告しろって」

「それは電話の話だ！　気やすく学校で呼び出すなっ。あと普通靴箱に入れるか？　床に落ちて危うく友達に見られるところだったじゃないか！」

　ギャーギャーと喚わめき立たてるリョウにうんざりする。どれだけ保身が大事なのか。

　朝日に照らされて輝く金髪に、美形な目鼻立ち。性格は爽やか（偽りだが）で、文武両道に秀でている、とリョウは人気者の要素がてんこ盛りだ。

　だからこそ脅せば来ると思った。こういう時は嫌われ設定も使えるな。

「お前と幼馴染だって知られたら、オレの人気は終わる。入学してからコツコツと人徳を積み上げてきたオレの努力がお前に分かるか!?」

「お前の印象なんてどうでもいい。それよりも聞きたいことがあるから答えろ」

「随分な態度だな！　教えてやらないぞ」

「べつにいいぞ。教室で訊きくだけだし」

　リョウは「くそぉ……」と怨えん嗟さの声を出しながらフェンスを握りしめる。その本性を隠すかぎり主導権はこちらにあるのだ。

「タイムマシンがあれば……知り合うまえに遠とお也やを……」などとリョウは物騒めいたことをぶつぶつと呟つぶやいていたが、最終的には諦めたようで。

「……で。何が聞きたいんだよ」

「お。答えてくれるのか？」

「うるさいなぁ。早く言えよぉ」

　半ばやけくそ気味だ。教えてくれるのなら何でもいいけど。

「少女の祈り像について聞きたい」

「裏手の山林にあるやつか？」

「そう、それだ。何か知ってることはないか？　なんでもいいんだ」

「んー、オレが知ってるのは〝ヒロインズプレイ〟だな」

「なんだそりゃ？」

「少女たちは祈る、って意味から名付けられた学校の裏七不思議だ」

　また知らない言葉が出てきて眉をひそめると、リョウは察したようで面倒そうに解説する。

「七不思議は知ってるだろ。トイレの花子さんだったり、人ひと気けのない音楽室からピアノの音色が聞こえてくるだったり」

「ああ。どこの学校でも囁ささやかれてる定番のやつな」

「で、裏七不思議ってのはこの久ひさ峰みね高こう校こう特有のもので、主にネットの掲示板で囁ささやかれてるものだ。普通の七不思議と違って実体験が元になってるから真実味があるって割と有名だぞ」

「へー」

「まぁ投稿ベースだからコロコロと新しいのに変わるんだけどな。最近もいくつか入れ替わって、三年の教室で起こったポルターガイストとか、不良の新入生は人の皮を被かぶった悪魔とか」

「おい、それ俺じゃねえか！　誰だよそんなデタラメ吐いたやつ……ってお前は背中見んなっ、チャックなんてねぇよ！」

　信憑性もクソもない、やっぱりただのホラ話じゃねえか。

「裏七不思議に加入おめ」

「嬉しくねぇ……」

「んで、ヒロインズプレイはその中でも結構昔から言われ続けてきた代表格なもので、少女像の前で祈りを捧ささげるとその願いが叶うっていう内容だ。だから受験や部活動の大会前なんかに願掛けに行く生徒がいるらしい」

　先輩の聞いた話と概おおむね一緒か。

「その成果は？」

「う～ん、何とも言えない感じだな。叶ったやつは沢山いるらしいけど、それが祈ったおかげかと言うと微妙だし」

　たしかに願掛けなんて言ってしまえば気持ちの問題だ。祈るだけで望みが叶うのなら誰も努力なんてしない。

　この件については明確な答えを導き出せそうにないので、根本的な話に移る。

「姉貴からあれは慰霊像って聞いたけど、その事件ってのは何なんだ？」

　裏七不思議として囁ささやかれ続けているということは相当過去にあった事件だとは分かるが。

　リョウはあごに手を当てて珍しく悩む素振りを見せる。

「その事件についてはあまり情報がないんだよな。オレも気になってネットで調べたり先生に訊きいたりしてみたけど、五十年ほど前に起こったってことぐらいしか分からなくて、じゃあ古い新聞に載ってるかもと思ってバックナンバーを漁あさりに図書館に行ってみたんだよ」

「相変わらず凄すごい探求心だな……」

「雑学が多ければ多いほど会話が弾むからな～。で、調べた結果、載ってたは載ってたけど、在籍中の女子生徒が自殺したとしか書かれてなくてさすがのオレも諦めた。真実が判明したところで話のネタにするのは不謹慎だって分かったしな」

「そうか……」

「またなんでそんなこと訊きくんだ？　夕ゆう凪なぎ先輩絡がらみなのか？」

　察しがいいなこいつ。

　正直に話すべきか少し迷ったが、結局は一昨日と同じく「ちょっとあってな」と言葉を濁した。先輩の許可を得ずにべらべら喋るわけにはいかない。

　リョウは不服そうに目を細める。

「こっちは教えてあげたのにお前のほうはだんまりかよぉー」

「悪いな。俺だけのことじゃないから話せないんだ」

「まぁそういうことなら仕方ないけど…………そういや部活で夕ゆう凪なぎ先輩と仲のいい玲れい奈な先輩って人がいるんだけど、昨日お前のことを愚痴ってたぞ。また何かやらかしたのか？」

　間違いなく栞を渡しに行った件だ。もう一人の先輩──虚きよ像ぞう（ややこしいので偽者の意からそう呼ぶことにした）は俺と面識がなかったわけだし、傍はたからみれば意味の分からないことを言って善良な生徒に絡からむ不良の図に見えただろう。しかも渡すものが血塗られたハサミ形の栞では尚なお更さらだ。

　こうやって悪評は広まっていくのかと嘆息をもらす俺を見て、リョウは首を傾かしげていた。




　俺たちは時間をずらして、それぞれ教室に戻った。

　ホームルームが終わったあと、一限目の現国が始まる。

　どうやら担当の先生は不在みたいで、委員長が黒板に『プリント→自習』と書き、教卓に置いてあるプリントの束を配りはじめる。

　ついさっきまで授業をサボろうかと思っていたから好都合だ。べつに授業が嫌いなわけではなく先生の目や話し声があると他の物事に集中できないからで、記憶が新しいうちにリョウとの会話をまとめておきたかったのだ。

　回ってきたプリントにすぐさま取り掛かる。ぎっしりと詰まった長々しい文章をざっと読み、問いの空欄を埋めていく。もちろんテキトーだ。テストではないし、真剣にやる必要はない。

　十分も掛からずに終える。プリントを机の端に追いやり、ノートを取り出す。左の席の女子生徒がもう終わったのと言いたげに目を瞠みはっていた。

　構わず、先輩の現状を把握するためノートに書いていく。

①少女の祈り像

②裏七不思議ヒロインズプレイ

③百相百解の清乙女

④虚像

　大まかな経緯順に並べ、これまで見聞きしてきたことを整理する。

　まず①だが、直接調べてみたものの新たな発見はなかった。情報通で顔も広いリョウでも詳しいことを知らないなら訊きく当てのない俺には余計に分からないだろう。

　だからこのことについては保留だ。答えが出ないことに悶もん々もんとしても時間を無駄に消費するだけ。

　①の文章から線を伸ばして保留と書いた。

　続いて②。リョウの話を聞いたかぎり、先輩の身に起こった怪現象の起因はこれで確定してもいいだろう。囁ささやかれたのが近年でないにもかかわらず裏七不思議の主として廃れずに現在も残り、信じる生徒がいることからしてもただの怪談話と切り捨てるのは短絡的だ。実際に先輩はその通りに行動した結果、あのような状況に陥っているわけだし。

　ただ、同じく祈る行動をした俺の環境が変わっていないことから願いを叶えるには何らかの条件のようなものがあるようだが、今のところは不明。これも①と同じで解明するのは難しそうだ。

　椅子の背もたれに体重を預け、腕を組む。

　やはり焦点を当てるべきは③と④か。

　③の噂が立ったのは先輩が三年に進級した直後、今からだと大体二週間前になるか。

　それにしては噂の広がるスピードがあまりにも早い気がしたが、去年から相談者が来るほど先輩の人柄は有名だったわけだし、あとから名称が付け足された形なら納得だ。

　よく周りの日常会話に耳を澄ませば頻繁に話題に出ていることから学校の教師を含むほぼ全員に浸透していると思ったほうがいいだろう。

　そして④。苦く悶もんした先輩が①に祈ったところ、彼女は現れた。

　②のことを真実と仮定するならば、噂通りの人間になりたいという先輩の願いは完璧な夕ゆう凪なぎ茜あかねを新たに創り出すという間違った形で叶えられたわけだ。そして同じ人間が二人存在しては意味がないからオリジナルの夕ゆう凪なぎ茜あかねは不要だと判断されて周りから認識されなくなった。噂が蔓延はびこっているのは校内だけなので学校に関する人物だけが見えなくなったことにも理由づく。

　ただ一つ疑問なのが、なぜ俺には先輩のことが見えるのかということだ。

　昨日も思ったが、俺と先輩の間に特筆すべき点はない。普通であれば俺にも見えず、今こうして頭を悩ませていること自体がそもそも異常なのだ。

　反対の視点から考えてみる。

　俺と他の生徒で異なる箇所。不良と呼ばれていることと、先輩が祈った時期に停学中だったことぐらいか。

　前者については先輩の怪現象と関連性が見み出いだせなく、後者はその日全生徒が登校していた確証がなければ断定できない。まさか一人一人に訊きいて回るなんて怪しすぎてできないし、俺の質問に素直に答えてくれる生徒がいるとも思えない。教師である姉貴なら調べて分かるかもしれないが……ダメだ。頼ったところで面倒くさがって拒否されるか暴力が返ってくる未来しか見えない。

　シャーペンのノック部分で頭をかく。

　概おおむねの経緯は整理できたが、まだまだ謎は残り、依然として解決方法は見つからない。

　それでも諦めずにノートに書いた情報とにらめっこしていたとき。

　視界の端に映る廊下で何やら人影が動いた気がして、なんとなく顔を上げた。

　授業中なので先生かと思いきや、そこにいたのは先輩だった。何やら教室こちらをきょろきょろと見回している。

　やがて俺と目が合うと、「見つけたっ」と言わんばかりに顔を綻ほころばせて後方のドアから教室に入ってきた。どうやら俺に用事があるようだ。

　学年が違うことはおろか、噂の渦か中ちゆうにある超有名人の先輩が突如現れたのに誰も関心を示さない。廊下側一番後ろの席のリョウにも見えていないようで平然とプリントを解いている。

　周りから認識されないという話を信じてはいたが、実際に目まの当あたりにするとその光景は奇妙で思わず啞あ然ぜんとしてしまう。

　先輩は俺の真横まで来て「おはよう。遠とお也やくん」と律りち儀ぎに挨拶の声をかけたあと、俺の机にあるノートを見て眉をひそめた。

「こらー。今は授業中だぞー」

　しまった！　教室内の異様な空気に気を取られて隠すのを忘れてた……。

「これは……」と弁明しようとしたら、先輩が俺の口元にスッと人差し指を当ててくる。

　その意味に気づいておそるおそる周りを見ると、生徒たちは特に変わった様子もなく真面目に課題に取り組んでいた。……セーフ。危うくイマジナリーフレンドの噂が追加されるところだった。

　二度の過あやまちを犯さないためノートのページを捲めくり、筆記で伝える。

『おはようございます。これは時間が余ってヒマだったから』

「もう。気にしないでいいって言ったのに。やっぱり会いに来て正解だったね」

　どうやら俺の様子を見に来たみたいだ。感が鋭い、もとい俺が隠すのが下手だったか。

『どうしても放っておけなくて』

「私のことを思ってくれる気持ちは嬉しいけど、それで遠とお也やくんの大事な時間が減っちゃうのは悲しいな。だから今は勉強に集中っ」

『大丈夫です。もう課題のプリントは終わらせましたから。授業内容はクリアしてます』

「そうなの？　……でもここの問題、間違ってるよ。あとここも、それにここも」

　思わぬことを指摘されて冷や汗をかく。

　一向にペンを動かさない俺の様子からテキトーに埋めたことがバレたようで疑わしいジト目を向けられる。

　言い訳のしようがないので開き直った。

『どうせ俺の評価は最低なので、プリント一枚真剣にやらなかったところで変わりません』

「ダメだよ。小さいことから尾ひれはつくんだから。遠とお也やくんは噂の怖さを知ってるでしょ」

　そう言下に否定される。その真まっ只ただ中なかにいる先輩に言われては反論できない。

　何か話を逸そらす手がないかと模索する俺の横で、先輩が表情を緩めて右手をグッと握った。

「よしっ。ここはお姉さんが教えてあげよう」

　──え？

「五月の中旬には中間試験もあるしね。現国は得意だから任せて」

　このまま黙っていたら変な方向に話が進んでいきそうだったので伝えたいことを書き殴る。

『でもメイワクをかけてしまうのでえんりょしておきます』

「私のことは考えなくてもいいよ。どうせ暇してるし」

『センパイも自分のべんきょうをしないと』

「それはほら、代理の私がやってくれるから大丈夫」

　ここで虚像のことを持ち出すのは自虐的で卑ひ怯きようだ。何も言い返せないじゃないか。

「それとも私から教わるのはイヤ？」

　小さく首をかしげて寂しそうな顔をする。……それは卑怯すぎる。

　結局のところ、そのいじらしい姿に屈して『よろしくおねがいします』と書いてしまった。




　俺は黒板の上にある時計に視線を向ける。

　あと十分ほどで一限目が終わりを迎える。心の中では早く過ぎ去ってほしい気持ちとこのまま続いてほしいという相反する気持ちがせめぎ合っている。

「──ここの問いはね。文章中の言葉をそのまま抜き出すんじゃなくて…………遠とお也やくん？」

　時計からプリントに視線を戻し、急いでノートに『大丈夫です。聞いてます』と書く。

　先輩は頷うなずき、問題文の解説を再開させる。

　余計なことを考えないよう目の前にあるプリントだけに全神経を向ける努力をする。

　先輩の教え方は無駄がなく、それでいて丁寧だ。どんな的外れな質問でも面倒な顔一つせずに分かりやすく答えてくれる。良き相談相手と称たたえられるのも納得だ。

　ただ一つだけ。欠点というわけではないし状況にも寄るが、集中力に支障を来きたすことがある。

　──距離が近いッ！

　先輩は上半身を曲げながら同じプリントを俺と一緒の方向から見ているため自然と頭が隣り合わせになる。顔の横に垂れてくる髪を耳にかける仕草が妙に色っぽく、しばしば俺の耳元には柔らかい声の吐息がかかる。

　こんなほぼ密着したドキドキ感の中、勉強に集中するのは困難だ。高校受験前、姉貴に教わったときの誤答するたびに貯金崩しの刑も相当なものだったが、これはべつの意味で精神的にくる。

　問題文を解くことよりも邪よこしまな心を抱かないよう奮闘し続けた。

　やがて授業の終わりを告げるチャイムが鳴った。

「あ、終わりか。時間的に全問教えるのは厳しかったね」

　お疲れさま、と労ねぎらってからウーンと背筋を伸ばす。

　反対に俺は体を折り曲げて机に寄りかかる。やっと終わって安心したような残念なような。

「遠とお也やくん、大丈夫？」

『だいじょうぶです。教えてくれてありがとうございました。すごく分かりやすかったです』

「どういたしまして。それよりもプリントを集めないと」

　言われて、他の列の最後尾が回収しはじめていることに気づいた。慌てて席を立ち、順番に集めていく。

　受け渡しをする時にみんなが俺の顔を見てぎょっとしてくる。先程のことで熱を帯びているがそこまで酷ひどいのだろうか。先輩にバレていないか少し心配になった。

　それぞれが教卓に置き、委員長が一ひと纏まとめにしたところで休み時間に入る。

　みんなが友達と話す中、俺だけは自分の机で独りぼっち。虚むなしい姿を見られて恥ずかしい。

　だが先輩は慰めることも茶化すこともせず、ただ物もの憂うげに教室の雰囲気を眺めながら「なんでみんな根拠もない噂を信じるのかな」と呟つぶやいた。そこには誰も自分の気持ちを理解してくれない哀かなしみが宿っているような気がした。

　先輩は俺に同情の笑みを向ける。

「誰にも相手にされないのって辛つらいよね」

『ですね。でももう慣れました。おかげで読書に集中できるので悪いことばかりじゃないです』

「そうは言っても、遠とお也やくんだってずっとこのままは嫌でしょ？」

『それはもちろん受け入れられたほうがいいですけど』

「だったら思いきって行動してみようよ。ただ座ってるだけじゃ余計に噂が定着しちゃうからね。────というわけで、まずは隣の子と仲良くなろう！」

　どことなくノリノリな様子で両手のひらを左隣の席の女子生徒に向ける。

　女子生徒（名前は確か橋はし田だだったか）は机を挟んで友達と喋っている。内容を盗み聞くと、どうやら先程の課題プリントについて話し合っているようだ。

「見たところ真面目な性格の子っぽいし、こっちを気にしてないみたいだから他の人ほど遠とお也やくんのことを避けてるわけじゃなさそう。きっと仲良くなれるよ」

　たしかに前と右隣の生徒は俺から離れるようにいつも休み時間は席を立つし、橋はし田だと喋っている友達は俺を警戒してチラチラと視線を向けている。

　だが今までの挙動から俺のことを怖がっているのは確かだし、変に関わってより悪印象を持たれた結果、他と同様の扱いになるのは勘弁だ。

『話しかけても怖がられるのがオチなのでやめときます』

「まぁ今の状況だとそうなるかもね。でも仲良くなるきっかけは話しかけることだけじゃないよ」

　そう言って橋はし田だの机のそばまで行くと。

「ごめんね。──えいっ」

　突然、机の上にあった消しゴムを指で弾はじいた。それも俺のほうに目掛けて。

　長方形の消しゴムは机から落ち、そのまま床を滑って俺の足元に当たって止まった。

　橋はし田だたちは勝手に消しゴムが動いた不可解な現象よりも消しゴムが俺の場所に落ちたことに驚きよう愕がくしたようで、顔を見合わせてあからさまに動揺している。

　──先輩っ、一体何やってるんですか!?

「ささ、拾って渡して」

　先輩の奇行に度肝を抜かれながらも、言われるがまま椅子を引いて消しゴムを拾う。橋はし田だがまるで人ひと質じちを取られたというように顔を青ざめさせる。早く渡して他意がないことを伝えなければ。

「ほら、落としたぞ」できるだけ怖がらせないよう冷静な声で渡す。

　すると橋はし田だは「あ、ありがとう……」と呆ほうけた面つらで消しゴムを受け取った。事の成り行きを見守っていた友達も啞あ然ぜんとしている。

　たかが消しゴム一つ拾っただけで呆あつ気けに取られる二人の態度に悲しくなるよりも、内心驚いた。

　──バカな、お礼を言われただと。しかも嫌な顔もされずに。

　先輩のような聖人は稀まれだと思っていたが、もしや橋はし田だもその仲間なのか。

「ゲイン効果っていってね、悪印象の人が良いいことをするとそのギャップによって普通よりも好印象に映る現象だよ。遠とお也やくんの噂はかなり悪い印象のものだから消しゴムを拾ってあげる些さ細さいなことだけで評価は上がるのだ」

　先輩は腕を組んで得意げに語る。いわゆるギャップ萌もえというやつか。漫画などで見たことはあるが、まさか現実でも効果があるとは驚きだ。

「だから小さな善行を積んでいけば、きっと遠とお也やくんの優しい人柄は伝わるよ」

　にこりとして言う。その言葉の裏には自身の噂に対する無念があるような気がした。

「あと何度も言うけど、私のことは大丈夫だからね。遠とお也やくんは自分のことだけを考えて」

　そうやって気丈に振る舞い、俺のことを案じてくれる。嬉しいと同時に先輩を助けるつもりが逆に助けられてしまったことに己の不ふ甲が斐いなさを感じた。

　先輩のことを助けたい。その思いを伝えたいが、ペンを持つ手が動かない。

　これほどまでに自分の置かれた環境が露呈すると、先輩の正論を否定するだけの言葉を思いつけなかった。自分のことも救えないやつが他人のことを救えるはずないから。

「これ以上いたら邪魔になっちゃうから私は行くね。また放課後に。……あ、もし用事があればそっちを優先してね」

　明るくそう言って、俺が返答を書くまえに教室から出て行ってしまった。
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　その日はさっぱりとした快晴だった。

　田畑に囲まれた舗装道路を学年別で団体移動する。この通りは車の行き来が滅多になく各おの々おの友達と二列ないし三列になって気楽にお喋りしながら歩いている。

　今日は毎年恒例らしい新入生歓迎会。

　修学旅行を来月の下旬に控えている二年生を除いた他の二学年で行われる校外学習で、目的地は学校から四キロ離れたところにある八や重えヶが丘おかという公園だ。

　上級生または同級生と親睦を深めるための行事なので、ぼっちの俺にとっては非常に苦痛な時間になるはずだったが。

「なんかこの列にいると昔に戻ったみたい。みんな初うい々ういしくて可か愛わいいなぁ」

　肩を並べて歩く先輩が周りを見ながら朗らかに笑う。

　みんなが今着ているジャージの色は学年順に上から赤、緑、紺と異なっているため一年生の中では明らかに浮いて見えるが当然誰も気にする様子はない。

　昨日の放課後、「明日あしたは一緒に行こっ」と先輩のほうから誘ってくれたのだ。先輩の性格的に自分が独りでいるのが寂しいというより、まだ友達のいない俺を気にかけてくれたのだろう。

　先輩とこうして一緒にいられるのはめちゃくちゃ嬉しい。旧校舎での時間と同じように孤独から生まれる寂せき寥りよう感かんがまったくやってこない。

　だがその反面、虚像のことについて調べづらくなるのは痛い。

　十日前に先輩が一年生の教室に来て以来、放課後の旧校舎で会う日々は変わらなかったが、噂や虚像についての話は一切しなくなった。話をするのは本をはじめとした他愛のない雑談だったり俺の学校生活や勉強のことだったり。

　心の中では先輩を悩ませる奇妙な状況の打開策を話し合いたかったが、先輩に気を遣わせるだけだと分かっていたので口に出すことはしなかった。

　しかし今でも助けたいという気持ちは微み塵じんも変わっていない。

　なので先輩には内緒で引き続き調べているのだ。主にここ毎日ホームルーム前の朝の時間と昼休み時間を使って虚像の動向を観察している。

「遠とお也やくん、なんか悩み顔だね。もしかしてあまり乗り気じゃない？」

「あ、いえ。少し考えごとをしてただけです。独りだったら虚むなしい時間になってましたけど、先輩がいてくれるおかげで楽しめそうです」

「だったらスマイルスマイル。せっかくの友達を作る機会だから張り切っていこう！」

「この状況で作れますかね……」

　まるで見えない壁に阻はばまれたように周りのみんなは俺から一定の距離を置いている。

　たしかに先輩の助言どおり、小さな善行（荷物運びやゴミ出し、教室の棚に飾ってある花瓶の水換えなど）を率先して行ったことで俺の無害性が伝わったのか、クラス内だけではあるがここのところ前よりも嫌けん悪おの視線を感じなくなり、隣の席の橋田に関しては授業が始まる直前のごく僅かな時間にポツリポツリと言葉を交わせるほどにもなれている。

　とは言ったものの、まだまだこの有り様だし、俺の理想像とする気さくに話せる友達関係を築けるなんて夢のまた夢。

　しかし先輩は自信ありげだ。

「作れる作れる。かくいう私もこの親睦会で友達ができました」

「そんな胡う散さんくさい広告みたいに言われても。先輩は元から友達が多かった感じですよね」

「そんなことないよ。入学して間もない頃は同じ中学の子と一緒にいるばかりでなかなか初対面の人に声をかけられなかったからね。その点、遠とお也やくんは人見知りしないタイプでしょ」

「どちらかと言えばそうですね」

「なら勇気を持って声をかけてみよっ。こういう行事の時ってみんなテンションが上がってるから普段よりも遠とお也やくんに対する警戒心が緩んでると思うし」

「そういうもんですかね」

「そういうもんです。だからまずはスマイル。近寄りがたいオーラが出ちゃったら台無しだよ」

　両頰を指でクイクイっと上げて笑顔を見せる。──か、可か愛わいい。こんな魅了する表情なんて作れっこない。

「俺には無理です。目つきが悪いから企たくらみ顔になりますよ」

「まぁ意識的には難しいよね。でも大丈夫。旧校舎で私と話してる時とかすごく素敵に笑えてるから前向きな気持ちでいれば自然とできるよ」

「え、俺っていつもそんな感じですか……？」

「つられてこっちも笑みが溢こぼれるぐらい満面だね」

「そ、そうですか」

　先輩と過ごす嬉しさが表に出ていたと思うと恥ずかしい。

　それからはみんなと足並みを揃そろえつつ先輩と談笑していたら、意外にもあっという間に目的地に到着した。

　八や重えヶが丘おか公園は山頂を中心に整備された場所だ。標高が高い位置にあるため、眼下に広がる町並みや遠くに聳そびえ立たつ山々を眺望できる有名スポットでもある。

　山頂に続く遊歩道にはずらっと桜の木が植えられており、今のシーズンはもう散ってしまっているが、もう少し前に来ていれば美しい桜並木を体験できただろう。

　公園に入ったその足で広場に集まり、クラスごとに写真撮影をしたあと、生徒会考案のレクリエーション（学年混合ドッジボールやソフトボール）をする流れだ。

　俺がいるとみんな気が散って楽しめないからサボろうと考えていたが、先輩に「みんなの輪に入るチャンスだよ！　がんばろう！」と強く鼓舞されて仕方なく参加することにした。

　初めはやはり俺への注意が集まっていたものの、次第に楽しさのほうが勝ったのか重苦しい雰囲気は消えていった。……まぁ俺がボールを持ったときだけはピリッとした空気に変わったが。

　それからレクリエーションは何事もなく終わり、諸注意のあと昼食を含めた自由時間へ。

　みんなが仲良し同士で方々に散っていく中、俺はひとり先輩の姿を捜す。ドッジボールの途中まではコートの周りをうろちょろしつつ、チアリーダーよろしく腕を上げながら「ファイトー！」とエールを送ってくれていたのだが、いつの間にかいなくなっていたのだ。

　広場にはいなそうなので遊歩道に出る。

　少し歩くと脇道に逸それた先に東あずま屋やが見え、その下のＬ字椅子に座る赤髪を見つけた。

「……いや、あれは虚像か」

　他にも一人の生徒がいて、お互いに姿を認識しているみたいだから先輩ではない。

　常に人の中にいるほどの人気者だから学年学級が入り乱れる今日は情報を集めるのが難しいと諦めていたけど、これはチャンスか。ちょうど先輩の目も今はないし。

　バレないよう近くの木陰に身をひそめて二人の会話に耳を澄ます。

「────わざわざ移動してもらってごめんね。人目の少ないところのほうが相談しやすいと思ったの」

「いえいえ～。オレのために時間を使ってもらえてちょー嬉しいっす」

　案の定、いつものように相談をするらしい。こんな行事中まで受けつけているのか。

　これまでの調べで分かったことは虚像を求める相談者が後を絶たないということだ。いつも男女学年問わずに悩みを抱えた生徒が３Ａの教室に足を運んでおり、順番待ちしている光景も見かけた。

　そして生徒たちはまるで神託に縋すがるように悩みを打ち明ける。

　内容は様々だ。主に勉強や恋愛など自分一人で解決できそうなものばかりだが、中には家庭の事情にまで足を踏み込んだ一学生を相談相手とするには相応ふさわしくない深刻なものもあった。

　しかし虚像は嫌な顔一つせずに全てを受け入れた。相手の心に寄り添うように常に穏やかな態度で耳を傾け、最終的には誰もが納得するような的確な回答を出す様は百相百解の清乙女の名に恥じない立ち居振る舞いだった。

　その損得勘定が一切ない虚像の姿勢は俺からみれば異常に思えた。友達でもなければ知り合いですらない、ただ同じ学校に在籍するだけの人間に対してここまで親身になれるものかと。

　だがそんな俺の疑問を打ち消すように、３Ａの生徒たちは虚像に視線を向けることすらしていなかった。きっとみんなからしてみれば日常風景なのだろう。

　つまり虚像の相談に重きを置いた学校生活は、これまでに先輩がしていたことなのだ。

　言い換えれば先輩の置かれていた状況そのもの。本人の口から話は聞いていたが、ここまで相談件数が多いとは思っていなかった。先輩が耐えかねて少女像に縋すがったのも頷うなずける。

　改めて先輩の苦悩を知り、また一段と力になりたい思いが募ったが、気持ちに反して足掛かりは見つからず解決には程遠い。

　相談を装よそおって虚像と直接話すことも考えたが…………ある理由によってそれはできない。今のところは何か決定的なものを発見するまで敵情視察を続けるしかないのだ。

　俺は木からそーっと顔半分を出して覗のぞき見みする。

　今日、もとい今の相談者は一年生の男子生徒だ。校則に引っかからないのかと思うほど整髪料で固めた髪に、着崩した制服。間延びした口調からして、いかにも普段から遊び歩いていそうなチャラ男だ。

　確かあいつは二日前も３Ａの教室を訪れていて、その時の内容は勉強に関してだったか。俺が観察していたかぎりだと二度に亘わたって相談しに来るのはあいつが初めてだ。

　虚像は主に教室で相談を行っており、相談者が人目を憚はばかった時は図書室などの別室を利用していた。

　つまり周りに人ひと気けのない今の状況からチャラ男の悩みは人に聞かれたくないほど重いものということになるが……。

　チャラ男は重大さの欠片かけらも見えないへらへらした様子で話す。

「この前はあざっした。茜あかねセンパイの教え方、もーめっちゃ分かりやすくてここんところ余裕で授業についてけますよ」

「それはよかったよ。じゃあ今日は他の悩みなのかな？」

「そっすそっす。じつは来週のゴールデンウィーク明けは妹の誕生日でサプライズプレゼントしたいんすよ。けど女性の好みなんてオレにはイマイチ分かんなくて、茜あかねセンパイに相談した次第っす」

「なるほど。内容は把握したよ。──だったら妹さんに渡す品を決定できれば解決でいいかな？」

　お決まりのセリフを吐く。虚像は相談を受ける際に必ず解決の基準を設けるのだ。おそらくどこまでが相談の範はん疇ちゆうかを明確にするためだろう。

　例えばチャラ男の相談をそのまま受けたとする。話が順調に進んでプレゼントが決まり後日それを妹に渡すが当の妹は喜ばなかった。はたしてチャラ男はその時にどう思うだろうか。きっと妹のお眼鏡に適かなわない物を選ぶに至った相談自体が失敗だったと思うに違いない。そうなれば全ての相談を解決するという噂に傷がつく。

　だが前もって自身の役目が何なのかを知らせておけば解決の事柄が一目瞭然になり、相談者が虚像に対して疑念を抱かずに済む。要は後になって文句を言われないための予防線だ。

　チャラ男の了承が得られた虚像は真摯に相談に乗りはじめる。まず妹の年齢や性格、趣味嗜し好こうなどの情報をもとに次々と候補を挙げていく。

　対してチャラ男は相あい槌づちを打ちながらも決定打に欠けるようでなかなか納得しない。

「ちなみに茜あかねセンパイはどういった物を貰もらったら嬉しいっすか？」

「私？」

「そうそう。妹はすげーませたやつなので、大人な茜あかねセンパイと思考が似てそうだから」

「私は貰った物なら何でも嬉しいけど」

「じゃあじゃあ茜あかねセンパイの好きな物ってなに？　参考に聞きたいっす」

「んー。最近はアレだね。駅近くのショッピングモールの中に雑貨屋さんがあるんだけど──」

　もはや相談らしくない二人の会話を見聞きしていると、何だか面白くない気分になる。

　虚像があまりにも先輩と酷似しているからだ。人の気持ちを第一に考えた善良な性格はもちろんのこと、言葉遣いや小さな仕草に至るまで先輩そのもの。

　だからまるで先輩とチャラ男が和わ気き藹あい々あいと喋っているように見えてしまう。もし虚像と分かっていなければ嫉妬心に駆られていたかもしれない。

　それにどう見てもチャラ男の目的は相談ではなく虚像と話すことだ。悩みに切迫した様子が感じられないどころかずっと笑みを浮かべているし、正直妹のプレゼント一つで悩むような性格に思えない。相談自体が虚像に近づくための出任せなのだろう。

　虚像はそのことに気づいているのかいないのか、チャラ男の質問に素直に答え続けた。

「──ってとこかな。どう？　妹さんのプレゼントに見合いそうな物はあった？」

「聞いたかぎりだとその雑貨屋のアロマ系なんか好きそっすね～。それにしよっかな」

「うん、オススメだよ」

「でもたしかそういう系ってめちゃくちゃ種類が多いっすよね。オレが見ても分からない気がするなぁ…………そうだっ、茜あかねセンパイ今度の連休一緒に行こうよ。直じかに選んでくれたら大助かりだから」

　なるほど、これがチャラ男の真の目的か。相談に託かこつけて親密になろうとしているわけだ。とんだナンパ野郎だな。

　これだけ魂胆が見え透いていると普通は断るだろうが、果たして虚像は少しだけ思案するように黙っただけで最終的には承諾した。きっと妹の誕生日が連休明けと聞かされているからだろう。それまでにプレゼントを決めないことには解決に至らないから。

　すんなりと事が運び、チャラ男の表情は一層明るくなる。

「あざっす！　じゃあ早速どこに何時に待ち合わせするのか決めましょ──」

　思惑通りに話が進もうとしたとき、不意に奥の木立から一人の女子生徒が現れた。

　俺はその人物が誰なのかを知って驚く。まさかこんな所の相談まで監視しているとは思わなかったからだ。

　玲れい奈な先輩は早歩きでチャラ男の目の前まで行くと、腕を組んで見下ろす。あからさまに侮蔑した面おも持もちだ。

　闖ちん入にゆう者しやにチャラ男の顔が不機嫌に染まる。

「いきなりなんすか？　相談中なんすけど」

「相談中ねぇ。にしてはあんた妙に楽しそうじゃない。本気で悩んでる？」

「むちゃくちゃ悩んでるし、暗いオーラ出すと茜あかねセンパイも話しづらいじゃん」

「ふーん。傍はたからは休日に美人な先輩を誘えてラッキーみたいに見えたけど？」

「か、勘違いっすよ」

　図星を突かれたチャラ男の威勢が弱まる一方、玲れい奈な先輩の圧は強まり続ける。

「それにあんた二日前にも相談に来てたわよね。なんでその時に今の悩みを話さなかったの？　妹の誕生日があるのは分かってたでしょ」

「い、一度に二つも相談するのはズルいじゃないっすか」

「それなら相談する優先度おかしくない？　普通は期限の迫ってるほうを先にするでしょ」

「……やー、じつは妹にプレゼントを贈ろうと思ったのは昨日考えて……」

「つまり思いつきってこと？　そんな軽いことのために多忙の茜あかねに相談した挙げ句に休日まで付き合わせようとしたの？　ちょっと常識に欠けてんじゃない？」

「や、それは思いましたけど……」

　容赦なく詰きつ問もんを浴びせられてたじたじになるチャラ男を見てスッキリする反面、玲れい奈な先輩の刺とげ々とげしい口調を聞いていると栞事件の時が思い返されて萎い縮しゆくしてしまいそうになる。

　俺が虚像に相談しに行けないのもこれが理由だ。

　虚像（＝先輩）は相談の話し相手に長たけているだけでなく温厚な人柄や容姿端麗さも併せ持っているがゆえ、チャラ男のように下心で近寄る生徒も少なくないことから玲れい奈な先輩が常に虚像の近くにいてボディーガード的な役割をしているのだ。虚像の警戒のなさを見るかぎり頼まれたわけではなく自主的に行っているのだろう。

　詰まるところ、噂の不良で尚なお且かつ栞の件で嫌われた俺なんかが相談しに行こうものなら門前払いなわけだ。

　ここまで否定されてもまだ諦めきれないらしいチャラ男が反撃に出る。

「そもそもセンパイこそ人の相談を盗み聞きするなんて常識に欠けてんじゃん！　茜あかねセンパイもそう思うっすよね？」

「玲れい奈な。私を気遣ってくれるのはありがたいけど、頭ごなしに疑ってかかるのはよくないよ」

　虚像を味方にできて形勢逆転とばかりにチャラ男は表情に余裕を取り戻す。

　対する玲れい奈な先輩は「確かにそうね」と潔いさぎよく認めたあと、急に仏ぶつ頂ちよう面づらを優しさに緩めた。

「だからお詫わびにアタシも協力してあげる」

「え？」

「同行してあげるって言ってるの。アタシそういう物に詳しいから役に立てるわよ」

「い、いやぁそれは……」

「妹の誕生日プレゼントを探すのが目的なんだから別に構わないわよね？」

「で、でも関係のない人を巻き込むのはさすがに悪いから。ね、茜あかねセンパイ？」

「うん。玲れい奈な、部活があるでしょ？」

「一日だけ休みの日があるから気にしなくていいわよ。ちょうどやることなくて暇だなって考えてたぐらいだし」

「んー、ならお願いしようかな。私だけだと偏った意見になって適切な物を選べないからね」

「ちょ……!?」

　虚像が同意するとは考えていなかったのだろう、チャラ男は見るからに焦あせりはじめる。

　そんなことはおかまいなしに玲れい奈な先輩は「そういうことで早速日時を決めちゃいましょ」と話を進めつつ、チャラ男に顔面を近づける。

「ほら連休のいつよ？　さっさと言え」

　虚像からは見えない位置で脅迫するみたいに睨ねめつける。

　敵意むき出しの態度にチャラ男は────

「──あ、やっぱ大丈夫っす……」

　折れた。玲れい奈な先輩が同行する以上思おもい描えがいていた光景を実現できないと理解したようだ。

　突然意見を曲げられて虚像は不思議がる。

「大丈夫って、見に行かなくてもいいってこと？」

「さっきの話で大体決まったんで……」

「そう？　じゃあ相談は解決ってことでいいのかな？」

「そっすね……」

　あざっしたーと気力なさそうに椅子から立ってそそくさと広場のほうへ去っていった。

　玲れい奈な先輩は清々したように鼻を鳴らしてから、平然としている虚像を見てため息をついた。

「茜あかねはもう少し危機感を持ったほうがいいわよ」

「ん？　何のこと？」

「……まぁいいか、そこが茜あかねらしさだしね。ほらみんなのところに戻ってお昼ごはん食べよう──」

　俺は二人から視線を外して木に背中を預ける。

　結局、玲れい奈な先輩の恐ろしさがより分かっただけで新たな情報は得られなかったか。このままではずるずると時間だけが過ぎていくばかりだ。

　今の自分の行動が正しいのか疑問に思いはじめたとき。

　不意に左肩を触られた。

　反射的に振り返ると、目の前には虚像がいた。

　宝石のように美しい青緑色の瞳が俺をまっすぐに捉えていて驚きのあまり息が止まる。

　やっとのことで「な、なんでしょう？」と声を絞り出すと、虚像はこちらを落ち着かせるようにどこか人ひと懐なつっこい笑みを浮かべる。

「こんにちは。驚かせちゃってごめんね。さっきからずっとこっちを見てた様子だったから私になにか相談事があるのかなと思って」

　俺の観察行為に気づいていたのか。一度もこちらを見る素振りなんてなかったのに。

「茜あかね。その子がどうした……」

　玲れい奈な先輩は俺の顔を見た途端、言葉を止め、スーッと表情を冷徹に変える。すぐさま守るように虚像の前に出た。

「あんた、なんでここにいるのよ」

「……べつに森林浴してただけです」

「ほんとに？　とても自然に癒やしを感じるようなタイプに見えないんだけど」

「偏見ですよ。こんな晴れた日は誰だって歩きたくなるでしょう」

「どうだか。……茜あかねもこんな奴やつに声かけちゃダメよ。好意があるって勘違いさせるんだから」

「でもここのところ毎日私たちの教室に足を運んでるみたいだから気になって」

　その余計な一言で俺の怪しさが確定となり、軽蔑の眼まな差ざしを向けられる。

「何が森林浴よ、ストーカーじゃない！」

「ち、ちが……」

「どいつもこいつも自分の欲望のために茜あかねの優しさを利用しやがって……！　はっきり言ってあんたたちの行動は迷惑なのよ！　茜あかねはね、真剣にみんなの力になろうとしてるの。身勝手な考えで茜あかねの邪魔すんな！」

　まさしく蛇に睨にらまれた蛙かえるのように竦すくみ上あがるが、それでも玲れい奈な先輩に敵対心を収める気配はなくギラギラと怒りに燃える瞳で威圧してくる。

　この様子じゃとてもしらばっくれることはできない。かといって反抗すれば火に油を注ぐだけだ。おそらく場を鎮しずめるためには誠心誠意で謝罪するほかない。

　だがそれをすればこちらの非を認めることになってストーキング男の誕生だ。これ以上冤えん罪ざいを重ねられるのは御免だし、何より先輩の耳に入れば調査を続行していることがバレてしまう。

　ここで俺が取るべき最善の行動は……。

「黙ってないで何とか言いな……って、待て！」

　制止の声を無視して、見事にトンズラを決めたのだった。




　何度も木々の間を搔かい潜くぐって姿を紛らわせながら走り、なんとか玲れい奈な先輩を撒まいた。

　のろのろと疲れた足取りで歩いていたら人ひと気けのない生け垣の向こう側に先輩の姿を発見する。

「君はどこから来たのかにゃあ？」

　傍らでごろんと寝転ぶ縞しま三み毛けのノラ猫に、しゃがみ込みながら甘い口調で喋りかけている。

「にゃあにゃ？　そっかそっか。かわいいにゃあ～、ほーれほれ～」

　ご満悦な表情で猫の頭やお腹なかをわさわさと撫なでまわす。一かけらも姿が隠れていない俺に気づかないぐらいメロメロなご様子。

　先輩の私物には猫柄が入っている物が多々あったので好きなんだろうなとは思っていたが、ここまで虜とりこになるほどとは。可か愛わいいと可愛いが合わさっていつまででも見てられるな。

　しばらく先輩と猫が戯たわむれる癒やし空間を黙って見続けていると、

「にゃあにゃ……にゃっ!?」

　ようやく俺の存在が視界に入ったようで驚きに目を瞠みはる。

「と、遠とお也やくん…………いつからそこに……？」

「えーと、猫にどこから来たのか訊たずねてるときですね」

「～～～っ！　声かけてよ！」

「邪魔しちゃ悪いかなと思って」

「もうっ」と照れ隠しに怒りながらも猫を撫なでる手は止めない。こりゃ愛好家レベルだな。

　と思いつつ、俺も犬派か猫派かと問われれば真っ先に猫と答えるほどには好きなので、見ていたら触りたくなってきた。

　怖がらせないようゆっくりと近づいていき、猫を挟む形で先輩の対面にしゃがむ。

「それで。レクリエーションは終わったの？」

「はい。今からは自由時間です」

「どう？　楽しかった？」

「そうですね。思ったよりも注目されなかったので、久々に集団の中で活動できて気分は良かったです」

「うんうん。じゃあその意気で次は友達作りに行ってみよう！」

「……俺はこのまま猫とじゃれ合っていたいです」

　いくらみんなの意識が行事に向いているとはいえ、俺とまともに会話をしてくれる人がいるなんて思えない。無用な心の傷を作るぐらいなら、ここで先輩と猫を愛めでるほのぼのタイムを満喫したい。

「猫と遊ぶ姿を見せるのもゲイン効果でありだけど、それだと受動的で友達になるまで時間がかかるからね。やっぱりこっちから働きかけていかないと」

「いや俺が言いたいことはそういうわけじゃなくて……」

「大丈夫。私に任せて。これまで幾度となく友達に関する相談を解決してきたから」

　先輩は「私たちはもう行くね。ばいばい」と猫に優しげな声をかけたあと立ち上がる。

　これは拒否できない流れだ。……まぁ友達が欲しいのは本音だし、せっかく協力してくれるというのだから信じて行動してみるか。

　不安を抱きつつ俺も立ち上がった。

　猫と別れて人の多い広場に戻ると、先輩はこちらを振り返って人差し指を立てる。

「友達作りの秘ひ訣けつその一。自分と似たタイプの人を見つけよう」

「話してみないことには分からなくないですか？」

「もちろん相手を深く知るには対話が必要不可欠だけど、大まかなタイプを測るのはその場の様子を見れば大体分かるよ。たとえば…………あっちの人たちとそこの人たちを比べたとき、遠とお也やくんはどっちのほうが仲良くなれそうかな」

　先輩が指で示した先には二つのグループがあり、片方はバドミントンをしてワイワイと派手に盛り上がっている六人の男女、もう片方はレジャーシートの上で大人しそうに雑談している三人組の男子。

「後者ですね。大勢ではしゃぐのも、その乗りに合わせるのも苦手なので」

「それなら少人数でいる人たちと気が合いそうだね。一人二人でいる子は…………あっ。あの子とかどうかな？」

　視線を辿たどると、少し先の木陰で独ひとり携帯ゲーム機で遊んでいる女子生徒がいた。

　俺はそれが誰なのかを悟り「彼女は難しいですよ」と断る。

　深ふか森もり奏かなで。少し癖毛のあるミディアムボブにしたアッシュグレーの髪に、同い年とは思えない童顔は感情が見えないほど冷淡に染まっている。

　俺が深ふか森もりに抱く印象は、とにかく愛あい想そがない。

　停学明け初日、隣の席ということで（今は席替えをして違うが）自己紹介を兼ねた挨拶をしたのだが、返ってきたのは「ん」という発音だけで、そこで会話が終わった。照れたような語調ではなく、まったく興味のないというような「ん」だった。

　その時は不良の俺に関わりたくないのだろうと思っていたが、ここ二週間の様子を見たところ誰に対しても似たような反応を見せていた。それに彼女が誰かと話したり一緒にいる姿を一度も見かけたことがない。

「見たところ一人で声をかけやすそうだけど？」

「彼女とは同じクラスなんですけど、いわゆる一いつ匹ぴき狼おおかみの性格で誰とも接しようとしないんです」

「それは本人が言ってたの？　一人が好きなんだとか、一人にしてほしいとか」

「いえ、雰囲気的にみんなそう思ってる感じですね」

「ならコミュニケーションが苦手なだけかもしれないし、これまで意気投合できる人が現れなかっただけかも。お互いに友達第一号になれる可能性は全然あるよ」

　たしかに最初の素っ気なさで会話を諦めたので深ふか森もりの真意は分からない。他の人もそうだとすれば先輩のポジティブな考えもあり得る。

　複数人に声をかけるよりはハードルが低いか。仮に失敗したとしてもそのことを言いふらす性格ではなさそうだから風評被害を受ける心配もない。

　リョウを除く同級生の中で唯一俺に対して恐怖心を見せなかった人物でもあるし、ダメ元でチャレンジしてみるか。

　先輩に頷うなずき返して一緒に歩み寄っていく。

　深ふか森もりは両耳にカナル型のイヤホンをつけて頻しきりに指を動かしている。画面にはファンタジー世界をモチーフにした３ＤアクションＲＰＧゲームが映っていた。

　これが深ふか森もりの普段のスタイル。授業中以外は人目を憚はばからずゲームに興じているのだ。

　近くにいる俺に気づいているのかいないのか、今日も変わらず夢中になっているようでちらりともこちらに視線を寄越さない。

　ゲーム画面には巨龍のモンスター相手に立ち回るプレイヤーキャラの姿があり、敵の炎ブレスや魔法によるド派手なエフェクトで彩いろどられている。どうやら戦闘中のようだ。

「私、そこまでゲームに詳しくないから分からないけど、もしかして忙しそう？」

「ですね。真剣にやってるところ邪魔するのは悪いから少し待ちましょう」

　キリのいいところまでプレイを眺めることにした。

　やがて敗北してセーブポイントに戻されたのを機に、少し大きな声で「深ふか森もり」と名前を呼ぶ。

　深ふか森もりはやっと視線をこちらに向け、片耳のイヤホンを外して「なに？」と無機質な声を返す。やはり俺であることが分かっても怖おじ気けづいた様子は見られない。

「一人で何をしてるのかなと思ってな」

「ゲーム」

「……ああ、いつも熱中してるよな。ゲーム好きなのか？」

「好き」

「……えっと…………このジャンルが特にとかあるのか？」

「ない」

「そ、そうか……」

「用件はそれだけ？」

　外したイヤホンを耳に近づけてゲームに戻りたい気満々だ。

　返答が単調すぎて会話のキャッチボールにならない。やっぱり人付き合い自体に興味がない質たちなのか。

　早くもどうしていいか困っていると、少し後ろで様子を見守っていた先輩が「遠とお也やくん遠とお也やくん」と呼んできてピースする。

「友達作りの秘ひ訣けつその二。思いきって本音を伝えてみよう。遠回しな会話だと肝心な部分が薄れて当初の目的から逸それちゃうからね。遠とお也やくんはその子とどうしたい？」

　たしかに不毛な質問ばかりを繰り返していては、いつまで経たっても友達になれない。ここは恥を搔かいてでも本心を伝えるべきだ。

　深ふか森もりに向き直る。

「……じつは俺、まだ気さくに話せる相手が一人もいなくて寂しいんだ。よければ一緒に昼食や雑談をしてくれると嬉しい。どうかな？」

　込み上げる羞恥に負けず伝えきると、深ふか森もりはじーっとこちらを見続けて、

「やだ」

「……え？」

　不快に眉をひそめられて困惑する。

　もちろん断られる可能性も考慮していたが、まさかここまではっきりと拒否を示されるなんて…………もしかしてさっきのチャラ男みたいなナンパ男だとでも思われたのか。

「本当にただ純粋に過ごしたいだけで、決してやましい気持ちはないんだ！」

「ボク、噓つき嫌い」

　頑かたくなに信用してくれない。何がそんなに気に障さわったのか。それとも俺の思い違いで、じつは深ふか森もりも俺のことを野蛮な不良だと認識しているのか。

　深ふか森もりは立ち上がってそばに置いたリュックサックを手に取る。この場から離れる気だ。

　その塩対応はさすがの先輩も予想外だったようで焦あせるように両腕をばたばたさせる。

「と、友達作りの秘ひ訣けつその三！　共感共感！　シンパシーシンパシー！」

　共感……共通項…………じつは今日会った時から一つだけ思い浮かんでいるものの、深ふか森もりがどれだけ好きなのか定さだかではないから軽い気持ちで踏み込んでいいものか。しかし迷っている暇もない。

　素早く記憶を手繰り寄せ、去っていこうとする深ふか森もりの背中に声を投げかけた。




「──先に取り巻きを片付けないと〝古の巨龍エンシエントドラゴン〟のＨＰが持続的に回復して倒せないぞ！」




　深ふか森もりは動きをピタッと止め、こちらを振り返った。さっきまで無感情だった瞳に少しだけ輝きが灯ともっているような気がする。

「このゲーム知ってるの？」

「お、おう。多少は」

「ドラゴン倒せる？」

「……たぶん、頑張ればいけると思う」

　実際はソロで倒したことがない上、このゲーム自体プレイ時間が半日にも満たないほどだけども。去年の夏頃リョウとその弟たちと暇つぶし程度にしたぐらいだ。

　深ふか森もりは戻ってくると、ゲーム機の画面を俺のほうに向けてきた。

「じゃ交換条件。このボスを討伐してくれたら一緒にいてあげる」

「……任せろ」

　もうなるようになれだ。ここで断れば二度と口を利いてくれなそうだし、深ふか森もりが詰まっているボスは本編の序盤辺りだったはず。難易度を上げていないかぎり気合いでなんとかなる……だろう。

　心配は杞き憂ゆうだったようで、操作しているうちにだんだんとプレイした記憶がよみがえり、対古の巨龍エンシエントドラゴンの戦術を完全に思い出した…………のだが。

　深ふか森もりのデータはゲーム初心者かと思うほど同じキャラクターばかりを育成していたりスキルを一点集中で上げていたり非常に効率の悪いもので、この短時間でボスを倒すには装備やアイテムで補う必要があり、それらの素材集めから始めなければならなかった。

　あれはどこで手に入る？　これはどのモンスターから取れる？　などなど、情報をやり取りしながら進めていき────。

　正午を大幅に超えた長時間の末ようやくクリアする。

「やりきった……」

　俺が万感の思いで疲れた目を覆う中、深ふか森もりはボス討伐の勝利画面を見て「おー。すご」と羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けながらパチパチと拍手する。

「思ったよりも手て強ごわかったけど、なんとか倒せたな」

「ん。やっと先に進める。さんきゅー」

　ゲーム機を俺から受け取って覇気のない声でお礼を言う。

　しかたない気持ちで始めたことだったが空腹を忘れて没頭するぐらいには楽しめた。やっぱり誰かと一つの物事に集中するのは気分がいいな。

　そこで、先輩の姿がないことに気づいた。

　周りを見回してもいない。ずっと背後から観戦しているものとばかり思っていたが。

　スマホを確認してみると案の定メッセージが届いていた。

『私は猫と触れ合ってから好きな頃に学校へ戻るので、気にせず友達との時間を楽しんでね』

　どうやら深ふか森もりとの時間を邪魔しないよう気遣ってくれたようだ。ありがたい気持ちと、代わりに先輩を一人にさせてしまうことに罪悪感が込み上げた。

　そのとき、近くを通りがかった数人のグループが俺たちのことをチラチラと見ながら小声で話している様が目に入った。……もしや一人でいる女子に絡からむ不良とでも思われたか。

　自由時間に他人のことを気にする生徒はいないと楽観視していたが、変な誤解をされては困るし、何より深ふか森もりに迷惑がかかるのは申し訳ない。

　もう十分快かい適てきに過ごせて満足だし、先輩のこともあるからそろそろ離れるか。

　立ち上がると、深ふか森もりがゲーム画面から顔を離してこちらを見上げてくる。

「結局長く掛かったから交換条件の意味がなかったな。一緒にゲームできて楽しかった。ありがとな」

「まだ時間あるよ？　もっとしよ」

「これ以上俺といたら変な注目を向けられるからな」

「べつに気にしない」

「でも俺の嫌われ度は半はん端ぱないぞ」

「なら尚なお更さらボクといたほうがいいじゃん。藤ふじ城しろの噂は凶悪だから仲間がいることを証明して好感度アップさせないと」

「そんなゲームじゃないんだから…………そもそも深ふか森もりは俺のことが怖くないのか？　噂を知ってるだろ」

「んー。ボクの中ではどうでもいい感じだった。そしてたった今、趣味仲間にグレードアップしたから全然だいじょうぶ」

　臆面もなくそう言い、グッと親指を立てる。

　たかが数時間一緒にゲームしただけで仲間と判断したのか。ガードが固いのやら緩いのやら。その単純さが小柄な体型と相まって子供っぽく思えてしまう。

　だけど素直に嬉しい。同級生から好意的に誘われるのは初めてだ。

　スマホの時計を見ると自由時間は残り二十分もなかった。メッセージが来ていたのは三十分も前みたいだからすでに先輩は公園を出ている可能性が高く、仮にまだ猫と遊んでいたとしても俺が深ふか森もりと過ごさないことを良しとしないだろう。

　先輩が背中を押してくれて得たせっかくの機会だ。ここは厚意に甘えることにしよう。

　ふたたび座って了解を示すと、深ふか森もりが早速ゲーム画面を見せてくる。

「このボス素材で作れる武器って強いと思う？」

「たしかもう少し先のエリアで似たようなのが手に入ったような……っと、そのまえになんか食べようぜ。さすがに腹へった」

「ボクはクッキーとゼリー食べながらやるから平気」

「栄養食品だけだと後で腹へるぞ。ほら、俺のサンドイッチやるから……」

　そのまま残りの時間も深ふか森もりと過ごした。




　公園の清掃活動が終わったあとは、行きと同じように連なって学校へ戻りはじめる。

　ざわざわとした雑談の声が聞こえる中、隣を歩く深ふか森もりはゲーム機に視線を落としている。

「藤ふじ城しろ藤ふじ城しろ。この橋門もん番ばんがいて通れないけど、どうしたらいい？」

「歩きながらプレイは危ないぞ。充電も切れそうだし、また明日あしたやろうぜ」

「む～」と不服そうに逡しゆん巡じゆんするが、最終的にはセーブしてリュックの中に仕舞った。

　先輩がいないので一人寂しい帰路になるかと思いきや、まさか深ふか森もりのほうから一緒に帰ろうと声をかけてきてくれるとは思ってもみなかった。

　ようやく独りぼっちの現状に明るい兆きざしが見えて感慨に浸りながらも、これは先輩の噂について情報を集めるチャンスだと思った。ちょうどリョウ以外からの視点も知りたかったところだ。

　深ふか森もりがゲームの話題を振ってくるまえに質問する。

「深ふか森もりに訊ききたいことがあるんだけど、いいか？」

「キャラのレベルは二十八だよ」

「さっきやったから知ってるわ。じゃなくて、深ふか森もりは百相百解の清乙女の噂を知ってるか？」

「知ってるー。夕ゆう凪なぎ茜あかねって人のことだよね。いろんなところで話題に上がってる」

「ああ、そうだ。深ふか森もりはその噂を信じてるか？」

「ぜんぜん。その人のこと姿ぐらいしか知らない」

「そうか……」

　同じクラスの俺のことさえ眼中になかったのだから考えてみれば当然か。

　興味の欠片かけらもないとなると、新たな発見はなさそうだ。

「付き合ってるの？」

　期待が残念に変わったとき、不意に脈絡のない質問が飛んできた。話の流れ的に主語は先輩だろう。

「どうしたらそんな話になるんだよ」

「だっていきなり話を振ってきたから。今日の自由時間だって一緒にいたじゃん」

「いやあれは独りの俺を見かねて……────!?　ちょっと待て、今日一緒にいた……？」

　何気なく続いた言葉に耳を疑う。

　俺と虚像が対たい峙じしたところをたまたま見掛けたのか。しかしあの状況からして付き合っていると思わないだろう。

「それって具体的にいつだ？」

「？　ボクに声をかけてきたとき。なんか仲良さげに話してたよね」

　間違いなく先輩だ。信じられないが、どうやら深ふか森もりにも先輩の姿が見えるらしい。

　だが、そう考えれば俺が本音を口にしたときの、あの不機嫌な態度にも納得がいく。話し相手がいなくて寂しいと言っておきながら傍らには先輩がいたのだから、からかわれていると思われて当然だ。

　どうして深ふか森もりにも先輩のことが認識できる？　先程の話を聞いたかぎりだと接点はないようだけど。

「待てよ。この間の現国のとき、深ふか森もりはどうしてたんだ？」

　あの日ひ欠席者はいなかったはずだから必然的に深ふか森もりは教室にいたことになるが、先輩が教室を訪ねてきて堂々と喋っていたことを変に思わなかったのだろうか。

「現国？」

「えーと、一週間とちょっと前の一限目にあった、先生が不在でプリント自習になったやつ」

「あーあれ。テキトーにプリント終わらせてゲームしてた」

「……なるほど」

　自由時間のときみたいにイヤホンをつけて熱中していたわけか。深ふか森もりの席はベランダ側の一番前だ。休み時間になってもゲームを続行していたとなれば先輩の来訪に気づかなくても不思議ではないか。

　小さな疑問が解消したところで、深ふか森もりにも先輩のことが見える理由について再び考える。

　俺と深ふか森もりにあって、他の生徒にはないもの。ここまでの会話にヒントがないか一つ一つ思い出す。

　そうして一つの結論に至った。

「分かった！　噂を信じているかそうでないかだ」

　深ふか森もりははっきり信じていないと断言し、俺は俺で元々噂というものに懐疑的だ。リョウから情報をもらった時だって鵜う吞のみにしなかった。

　百相百解の清乙女の噂を信じることで先輩の姿が認識できなくなる。

　去年から先輩は有名人だった。今の二年生と三年生は噂を聞いた段階でその内容も信じるだろう。二つの学年で広がった話が新入生に浸透していくのに時間は掛からないし、上級生の言うことだから真に受ける生徒も多い。

　怪現象の真相はこれで間違いない。

　それさえ分かれば自おのずと解決方法も決まってくる。

　噂を信じる心を変えればいいのだ。百相百解の清乙女が噓であることを証明できればみんなにも先輩の姿が見えるようになるはず。

　解決の見通しがついて奮い立っていると、じぃーっとこちらを見ている深ふか森もりに気づく。

「悪い、ちょっと思うところがあってな。俺と夕ゆう凪なぎ先輩は付き合ってない。今日一緒にいたのは一人ぼっちの俺を見かねて友達作りに協力してくれてたんだ」

「ふーん。そなんだ」

「放課後とかも旧校舎で話し相手になってくれててな。よければ深ふか森もりも来ないか？」

「ボクはいい。ゲーム同好会があるし、年上の人と話すの苦手」

　怪現象について考えを共有できるようになればと思ったのだが無理強いはよくないか。それは追々考えるとして、今日は深ふか森もりと仲を深められたことをラッキーだと思うに止とどめよう。

　それからは学校に帰り着くまで延々とゲームの話題に花を咲かせた。

　放課後は旧校舎に行き、一人きりにしてしまったことを先輩に詫わびつつ普段と変わらない時間を過ごした。

　そしてその晩、怪現象の解決に向けて計画を立てた俺は次の日の行動を決めた。







[image: ]

　帰りのホームルームが終わったあと、引き出しの教科書をカバンにしまって帰り支度をしていた深ふか森もりに声をかけた。早朝や休み時間に向こうからゲームの話をしてきたぐらいだし、会話することに周りの目を気にする必要はないだろう。

「深ふか森もり。このあと時間が空いてないか？　ちょっと頼みたいことがあるんだけど」

「同好会は今日お休み。頼みってなに？」

「じつは今日の昼休みに家の鍵を落としてさ」

　するとどこか眠気を帯びた目を少しだけ見開いて「え、あのレア物を……？」と驚く。深ふか森もりが言うレア物とは鍵ではなく、それに付いていた物のほうだ。

　深ふか森もりが今ハマっているゲームのマスコット（頰に傷があるふてぶてしい猫のキャラで名前はニャンボス）が描かれたアクリル製のキーホルダー。昔に二つもいらないからとリョウに貰もらった物で、初回盤に付属していた限定品らしく数も少ないことから今ではまぁまぁ高い値が付けられている。

　深ふか森もりが興味を持つだろうと思って朝の時間に見せた、もとい見せておいたのだ。

「ああ、それだ」

「じゃあ頼みって一緒に捜してほしいってこと？」

「いや。記憶を頼りに歩いた場所を見たけど全然なくてさ。たぶん二人で捜しても見つからないと思うから夕ゆう凪なぎ先輩に頼ろうと思ってるんだ」

「それ、ボク必要？」

「ほら俺って周りによく思われてないから断られそうだろ」

「旧校舎で会うほど仲がいいんじゃないの？」

「夕ゆう凪なぎ先輩じゃなくて、その友達に、だ。前に用事があって三年の教室に行ったときも、その友達に警戒されて会わせてもらえなかったんだよ。だから人目のつかない旧校舎で密ひそかに会ってるわけだけど、今回は相談が相談だし、もし外で一緒に捜してるところを見られたら割って入られるんじゃないかって思ってな」

　以前リョウの話から玲れい奈な先輩が部活に入っていることは知っている。虚像と行動を共にしている場面を目撃される可能性は低いが、部活が毎日あるとは限らないし何より昨日の出来事もある。用心に越したことはない。

　だからそちらに関しては単なる保険だ。本当はべつの意図があるのだが、それを伝えてはわざわざついてきてもらう意味がなくなる。

「そこで深ふか森もりの相談ってことにしてほしいんだ。そうすれば友達も邪険にできないと思うから」

「やだ」

　言下に拒否される。昨日年とし上うえは苦手と言っていた深ふか森もりの性格を考えれば当然の反応だ。

「面倒なのは分かるけど緊急なんだ。このままだと家に帰れなくなっちまう」

「藤ふじ城しろ先生ってお姉ちゃんだよね。一緒に帰ればいいじゃん」

「いやそうなんだけど。いつも姉貴は遅くまで仕事だからかなり待つことになるし、鍵を無くしたことがバレたらなんて言われるか……」

「でも死にはしない。がんばー」

　帰り支度を再開させる。取り付く島もない。

　しかし想定内だ。このために家の机の引き出しを漁あさってまでキーホルダーを持ってきたのだ。

「分かった。もし協力してくれれば報酬としてニャンボスをやる」

　カバンのファスナーを閉める途中で深ふか森もりの手が止まった。バッとこちらを振り向く。

「まじ？」

「まじのまじ」

　深ふか森もりの顔がムムムっと歪ゆがむ。億おつ劫くうと報酬を秤はかりにかけているのだろう。

　やがて深ふか森もりの出した答えは。

「手伝う」

「本当か！」

「ん。ニャンボスほしい」

「ああ、見つかったら渡すよ。ありがとな」

　了承が得られてホッとしつつも、どことなくやる気を帯びた深ふか森もりに良心の呵か責しやくを感じた。

　密ひそかに心の中で謝る。

　噓をついた挙げ句にこんな茶番に付き合わせてしまって、と。




　深ふか森もりの了承を得たあと、早速相そう談だんしに三年生の教室に向かった。

　すでに部活に行ったのか運良く玲れい奈な先輩の姿はなく、すんなりと虚像に相談がある旨むねを伝えられたが、どうやら先約があったようで俺たちは後回しになってしまった。

　三年生の階で待っているのは周囲の目が辛つらいので、どうせこのあと外に出ることもあり昇降口近くで待つことにした。

　深ふか森もりとゲームの話で盛り上がっていると、やがて虚像が急いだ様子でやってきた。

「待たせちゃってごめんね。改めてはじめまして、夕ゆう凪なぎ茜あかねです」

「う、うん……じゃなくて、はい。深ふか森もり奏かなで……です」

　３Ａの教室で話した時もそうだったが、いつも物もの怖おじしない態度が噓のように緊張している。年上が苦手というのは本当らしい。

「君は……昨日会った子だよね？」

「はい。あの時はすみませんでした。俺の怪しい行動のせいで雰囲気を悪くしてしまって……」

　言葉を返しつつ視線だけを動かして深ふか森もりを見ると、彼女は体を強こわ張ばらせたままで俺と虚像のやり取りに違和感を抱いた様子はない。

　虚像と話すのはこれが三度目でほぼ初対面に近く、どうしても深ふか森もりに話した内容と食い違いが出てくるのは避けられない。できるだけ会話を聞かれないよう気をつけよう。

　虚像は「こっちこそちゃんと話を聞いてあげられなくてごめんなさい。私は全然気にしてないから大丈夫だよ」とにこやかな顔で許してくれる。

　その優しい姿勢に、まるで先輩と話しているみたいで軽く脳が混乱してしまう。

「それで。深ふか森もりさんの相談って何かな？」

「えと……」

　こちらに目配せをしてから、教室で俺が話したことを復唱するように相談する。俺がいる理由は深ふか森もりの鍵捜しを手伝っていることにした。

　真剣な面持ちで相あい槌づちを打っていた虚像は、深ふか森もりの話を聞き終えて「なるほど」と頷うなずく。

「内容は把握したよ。だったら深ふか森もりさんの家の鍵を発見して手渡せば解決でいいかな？」

「は、はい」

「それじゃあ捜索しよう！」

　さっきまで別の相談に乗っていたにもかかわらず、虚像は元気よく腕を振り上げた。

　まずはどこを捜そうかという話になり、俺はあくまで深ふか森もりの話ということに注意しながら学校の北側を指定した。

　早速移い動どうし、三人で固まりながら地面や草むらの中を捜していく。

　その間、俺は捜すふりをしながら虚像の動向を見ていた。

　俺の目的は二つある。

　一つは主要の、噂が虚言であることを証明すること。

　百相百解の清乙女は、全ての相談を解決することから生まれた噂だ。つまり相談が未解決に終われば噂は成り立たない。これほどまでに信じられた噂だからこそ一度でも失敗したとなれば生徒たちの熱が下がり、次第に信じる者は減っていく。俺だけの言葉では誰も信用してくれないだろうから、その証明人として深ふか森もりを連れてきたのだ。

　そして肝心の相談内容。

　今も熱心に捜してくれている深ふか森もりには物もの凄すごく悪いが、家の鍵を落としたというのは真っ赤な噓だ。鍵は朝から変わらず教室に置かれたカバンの中にある。

　どう足あ搔がいたところで絶対に解決できない相談。それに物理的な問題だから成否が分かりやすい。

　もう一つは、虚像を少女の祈り像に会わせてみる試み程度だ。

　元々は先輩が少女像に祈って生まれた存在。何か変わった反応を示すかもしれない。

　そう考えながら地面に四つん這いになって花壇の中を探る虚像に視線を向けていたら、深ふか森もりが声を掛けてきた。

「藤ふじ城しろー、ちゃんと捜してる？　さっきから夕凪先輩のほうばかり見て……」

　虚像のほうを向いた途端、瞳に冷たい色を浮かべて、「ひく」とボソリ。

　一瞬わけが分からなかったが、すぐに思い至る。……今の体勢だとスカートから色々とまずい部分が見えてっ！

「違う！　相談しておいてそんな真ま似ねするかっ。ただどこを捜したか思い出してた時にたまたまきょ……先輩のほうを見てただけだ！」

　虚像に聞こえないよう押し殺した声で全力否定する。噓であるが噓ではない。これは是が非でも人としての尊厳を守らなければ。

「ほんとに……？」となおも訝いぶかしむ深ふか森もりの追及をどうやって躱かわすか考えていると、いつの間にか背後には虚像が立っていた。

「この辺りにはないみたいだね」

「そ、そうですね！」

　深ふか森もりがあんなことを言ったせいで思わず動揺してしまう。

　消え去れ邪念っ、と密ひそかに太ももを抓つねって頭の中から払う。今は変なことを考えている場合じゃない。

「……そういえば深ふか森もり、少女像のほうにも行ったって言ってたよな？」

「え……うん」

「もしかしたらそこに落ちてるかも。先輩、行ってみましょう」

　これで深ふか森もりの話を逸そらせたうえ少女像のほうにも誘導できて一石二鳥だ。

　虚像は何の疑問も抱かずに頷うなずき、歩きはじめる。そのあとに俺と深ふか森もりも続く。

　途中の獣道に入ったところで、こっそりと深ふか森もりが訊きいてくる。

「ボク、ここ初めて来た。この先に何かあるの？」

「ああ、よく分からん銅像がぽつんと建ってる」

「そなんだ。そもそも藤ふじ城しろ、昼休みにこんなところで何やってたの？」

「何って……ただ暇つぶしにぶらついてただけだから特には何も」

「食後の散歩的な？」

「そうそう」

「五限目体育だったのに？」

「……最近、噂のせいでストレスが溜たまっててさ。体を動かすと気分が晴れるから空いた時間は運動することにしてるんだ」

「ふーん。ヘンなの」

　予期せぬ指摘から何とか逃れていると、少女の祈り像を中心とする開けた場所へ。

　虚像の案で、辺りを手分けして捜索することになった。

　その間も挙動をちらちらと窺うかがっていたのだが、虚像は鍵を捜すことに集中するばかりで少女像を見ようともしない。

　三十分以上経たっても特に変わった様子を見せないので思いきって声をかけてみることにした。反対のほうで姿勢を低くしながら茂みの中を漁あさっている深ふか森もりにバレないよう虚像に近づく。

「なかなか見つかりませんね」

「そうだね……でもどこかに必ずあるはずだから、深ふか森もりさんの為ためにも頑張ろっ」

　虚像はにこやかに言う。

　噂を遵守するために創り出された存在だから諦めることはしないと分かっているものの、こうも前向きに返されると否いやでも虚像の存在を肯定してしまいそうになる。白々しい自分が悪者な気がして。

　そのたびに孤独に涙を流していた先輩を思い浮かべて雑念を消した。

「先輩はタフですね、俺なんかもうへとへとで……。協力しておいてなんですけど、こうも捜す範囲が広大だと気が滅め入いりそうになるので少し話しながら捜しませんか？」

「いいよ。でも話のほうに夢中になって手を緩めちゃだめだよ」

「はい。ありがとうございます」

　許可が取れたところで目的に移る。

「この場所に来て一つ気になったことがあるんですけど、少女像あれって何のために置かれたものなんですかね？　説明文もないし、こんな人ひと気けのない場所に建てられてるってことは著名人ってわけでもないですよね」

「あーあれね。私は前に……誰だったかは忘れたけど慰霊像って聞いたよ。ずっと昔にこの学校で凄惨な事件があったみたいだね」

「その詳細について知ってますか？」

「それ以上のことは知らないなぁ。ごめんね」

「じゃあヒロインズプレイについては？」

「ひろいんずぷれい？」

「知りませんか？　ネット掲示板で出回っている裏七不思議の一つで、少女像に祈りを捧ささげると願いが叶うって内容なんですけど」

「へーそんなものがあるんだね。初耳だったよ」

　本当に知らないのか、取り繕っているのか。横顔や声音だけでは判断できない。

「ちなみにそれが本当だとして、先輩ならどんなことを祈りますか？」

「んーそうだなぁ。みんなの悩みをもっと解決できるぐらい完璧になることかな」

「……今でも十分だと思いますよ。今日だけでも相当な数の相談に乗ってますよね？」

「今日はこれで七件目だね」

「七件……それだけ多いと自分の時間も取れないでしょう。むしろ悩みが来ないよう祈ったほうがいいんじゃないんですか？　たとえば……百相百解の清乙女の噂を消してほしいとか」

「それはないね。自意識過剰だと思われちゃうかもだけど、私は悩みを抱えた人たちの拠より所どころになりたいって思ってるから」

「でも辛つらくありませんか？　噂に振り回されるのは」

　ここまで鍵を捜す手を止めなかった虚像が動きを止めて、こちらを振り向いてくる。

「ううん、そんなことないよ。みんなが期待してくれることが私の存在意義だから」

「…………」

　本音か建前か分からないその気丈な笑みは先輩が浮かべるものにとてもよく似ていた。

「────ボクのほうにはなかったよー。そっちはどう……でした？」

　そのとき、ちょうど深ふか森もりがくたびれた様子でやってきて俺たちの会話は途切れた。

　虚像は立ち上がって膝についた土を手で払う。

「私のほうにもなかったよ。ここにはないみたいだね。引き返して校舎側を捜そっか」

「……そうですね」

　何も得られず釈然としないが仕方ない。あのまま話したところで収穫があるとも思えないし。

　来た道を戻っていく虚像に続こうとしたところで、深ふか森もりがこちらを凝視していることに気がついた。

「どうした？」

「さっき夕ゆう凪なぎ先輩と喋ってたよね。何を話してたの？」

「ああ……鍵の落ちてそうな場所は他にどこがあるかなって」

　深ふか森もりは「ふーん……」と意味ありげに呟つぶやき、虚像のあとを追いかけていった。

　少し気にかかったが、追及してこないあたり大した話ではないのだろう。本人の言うとおり単に話題が気になっただけか。

　遠ざかっていく二人に遅れないよう足並みを合わせつつ、ポケットからスマホを取り出す。

　時刻は六時半過ぎ。すでに空には暗闇が広がりを見せている。

　あと三十分もすれば夜の時間帯だ。さすがに懐中電灯を持ってまで捜索を続けないだろうしもし仮に続行してもこちらから切り上げればいいだけの話。

　そして明日自じ力りきで発見したことにすれば相談を解決できなかったことに仕立てられる。

　あまり早く断念しては二人に怪しまれないとも限らない。頃合いを見計らおう。

　山林から出たところで、何やら虚像が「あっ」と声を出して立ち止まり深ふか森もりを顧みる。

「鍵にはキーホルダーが付いてるんだよね？」

「は、はい。にゃんぼ……猫の絵が描かれたアクリルキーホルダーです」

「それってどのくらいの大きさかな？」

「えと、このぐらい？」

　指で輪っかを作って大体のサイズを伝えると、虚像は我が意を得たりとうんうん頷うなずく。

「その小ささならあり得るね」

　そうして虚像が目をつけたのは校舎の際を走る側溝だ。主にコンクリートの蓋が被かぶせられていて、一部分が格こう子し状のステンレス（たしかグレーチングといったか）になっている。

　たしかに蓋の間には手穴があり、誤ってそこから落とす可能性もなくはないが。

「これだけ捜しても見つからないんだからきっと思いもよらぬ場所にあるんだよ。つまりこの下のどこかにあると私は睨にらんだっ」

「そ、そう……ですか？」

　深ふか森もりは肯定とも否定とも取れない微妙な返事をする。俺と同じで確率的に望みが薄いことを悟っているのだろう。

　だが俺にとってこの展開は願ったり叶ったりだ。虚像の確信的な言葉からしてもこの場所がラストチャンスだろう。ここになければ他に捜す当てが無いことを理由にして諦める旨むねを伝えやすくなる。

　そうと決まれば早いところ無いことを証明しよう。

　すぐさま一つ一つの穴を覗のぞきはじめた虚像に、「俺のスマホを使ってください」とライト機能をオンにして手渡す。

　虚像は「ありがと。助かるよ」と素直に受け取り、穴の中を照らしはじめる。

　深ふか森もりもスマホを携帯していたようで同じようにライトをつけて反対側から攻めていく。俺は等間隔にあるグレーチングを確認する。

　通りがかった生徒たちに好奇の目を向けられながら黙々と捜し続けていたら、しばらくして虚像が「二人とも、ちょっと来てくれるかなー」と手を振って呼んできた。

　俺と深ふか森もりが駆けつけると、足元のコンクリート蓋を指で示す。

「この下に金属っぽい物が落ちてるんだけど、もしかしたらそれじゃないかな」

　返してもらったスマホで照らしてみるが葉っぱや紙くずがあるばかりだ。

「何もないみたいですけど？」

「う～ん、ボクにも見えない……」

「光の届きそうで届かない絶妙な位置にあるから見えづらいとは思うけど、確かにあるよ」

　俺たちが顔を見合わせて首を捻ひねる中、どこか自信ありげな様子だ。……まぁ仮に何かあったとしても俺の鍵ではないのでどのみち状況は変わらないが。

「分かりました。開けて見てみましょう」

　蓋に手をかけて持ち上げようとする────が、ビクともしない。見た目的に分厚くもないのでいけるかと思ったが、老朽化が激しいようでよく見れば周りの隙間に砂が挟まっている。とても人力では無理そうだ。

「これは専用の道具が必要ですね……先生に頼んで取ってもらいましょう。呼んできますね」

　他の目的が済んだ今、少しでも大事になってくれたほうが失敗談を広めやすいから丁度いい。

　そう策略を巡らせて職員室のほうに一歩踏み出した瞬間だった。

　不意に背後から腕を摑つかまれた。

　振り返るとそれは虚像で、捕縛するみたいにがっしりと両手で握っている。

「どうしまし……」

「ダメ」

「え？」

「呼んじゃダメ」

　その静かな声には有無を言わせぬ迫力があり、俺は動揺して動きを止めた。

「あそこに腕を入れて伸ばせば取れるから見てて」

　俺の腕から手を離して隣の蓋を指差す。他とは違い、手穴の部分が割れて広がっている。虚像の言うとおり思いっきり腕の付け根まで入れれば届きそうだが……。

「狭くない……？」

　深ふか森もりの心配はもっともだ。

　入れられるとは言ったものの、穴の大きさは拳一つほどだ。さらに割れた箇所はギザギザに尖とがっている。手だけならまだしも腕となると擦り傷は免れないだろう。

　しかし虚像は「ゆっくり動かせば大丈夫」とだけ言葉を返して地面に腹はら這ばいになり、躊ちゆう躇ちよなく指先を入れる。

　そのまま手のひら、手首、前腕を押し込んでいく。

「……っ」

　やはり虚像の細腕でも穴のサイズはほぼぴったりで、無理やり力ずくで差し込んでいく姿は自分のことではないのに痛覚を想像して自然と頰が歪ゆがんだ。深ふか森もりなんて顔を両手で覆っている。

　あまりの痛々しさに静観できず、近寄って止めに入る。

「先輩！　やっぱり無茶で────っ!?」

　そして息を吞のんだ。




「大丈夫だから。大丈夫……私が解決してあげるから…………私がしなきゃ……私が……」




　自身に語りかけるように独り言を呟つぶやく。そこにこれまでの穏やかな表情はなく、瞳孔が開いた様はまるで何かに取とり憑つかれたように狂気に満ちている。

　俺の声が聞こえていないのか、虚像はその後も止まらずに腕のすべてを穴に入れた。さらにそこから中を探ってごそごそと激しく動かす。

　程なくして落ちていた物を摑つかんだようで入れた時と同じようにゆっくりと引き抜いていく。

　穴から出たその腕を見て深ふか森もりが「う……」と言葉を漏らした。

　彫刻のように白い肌には幾つもの裂傷が入り、血が滲しみ出だしている箇所もあった。

　あわあわと慌てながらも虚像に駆け寄って傷の具合を心配する深ふか森もりの横で、俺は驚きよう愕がくのあまり放心していた。

　それは悲惨な状態の左腕に平静を失ったわけでも、何の躊躇ためらいもなく実行した虚像に対して恐れを抱いたわけでもない。

　虚像の手に、ニャンボスのキーホルダーがついた鍵が握られていたからだ。

「夕ゆう凪なぎ先輩、早く手当て……」

「心配しないで。見た目ほど痛くない……」

　目の前で交わされる二人の会話がどこか遠くで聞こえる感じがする。あり得ない現象を前にして脳が思考することを放棄した。

「それよりもこれ、深ふか森もりさんの鍵で合ってるかな？」

「はい、そうで──」

「違う」

　心のどこかにある否定したい気持ちが無意識に口を動かした。

「その鍵は俺のものじゃない」

　すると深ふか森もりがムッと顔を顰しかめた。

「なに言ってるの？　藤ふじ城しろの鍵だよ」

「いや、ニャンボスの絵柄が違ってて……」

「つまらない冗談言わないで。ボクがこのレアものを見間違えるわけない」

「本当なんだ。じつは、あれとは別にもう一つのやつを持ってきてて付け替えて……」

「噓つき。鍵を無くしたことを聞いたボクがニャンボスのやつって訊たずねたときに藤ふじ城しろ頷いてたじゃん。それに同じものが落ちてるなんて偶然、そうそうあるわけない」

「……っ」

　ダメだ。何か理由をつけるたびにボロが出て深ふか森もりを納得させる言葉を思いつけない。

　剣けん吞のんになっていく俺たちのやり取りに、虚像は柔らかい口調で深ふか森もりに訊たずねる。

「話が見えないんだけど、なにか困りごとかな？」

「ううん……いえ、大丈夫です。こっちの話なので」

「そう？　じゃあ、はいこれ」

　深ふか森もりに鍵を手渡す。

「これで相談は解決ってことでいいかな？」

「はい。見つけてくれてありがとうございました」

「どういたしまして。また何かあったら相談に乗るから遠慮せずに言ってね」

　頭を下げる深ふか森もりに小さく手を振って謙虚に立ち去っていく。

　虚像の姿が校舎の向こう側に消えたところで、深ふか森もりが俺を振り返り、押し付けるように鍵を渡してくる。

「怪け我がしてまで取ってくれたのに……あの言い方はないと思う」

「違う！　あれはそういう意味で言ったんじゃない」

「だったら何？」

「それは……」

　鍵を無くしたこと自体が噓だったなんて言えば余計に話が拗こじれるのは目に見えている。先程の虚像の献身的な行動があるため今さら何を言っても虚像の正義は覆らないうえ、自分の言い分を正当化するのは厳しい。

「藤ふじ城しろ、本当に鍵を無くしたの？」

「あ、当たり前だろ。俺がわざと落としたって言いたいのかよ」

「ん。だって全然焦あせってなかったし、夕ゆう凪なぎ先輩にちらちら目を向けたり楽しげに話したりしてたから、ボクには先輩に近づくための口実にしか見えなかった」

「そんなわけないだろ。歓迎会で一緒に行動するぐらいには知り合いの俺がそんなまどろっこしいことする意味がない」

　深ふか森もりは不満顔のまま小首をかしげる。

「歓迎会？　誰と？」

「誰って夕ゆう凪なぎ先輩に決まってる。俺が声をかけたとき先輩もいただろ」

「あのとき藤ふじ城しろ一人だけだった。夕ゆう凪なぎ先輩はいない」

「っ!?　何を言ってんだ……俺と先輩が仲良さげに話してるところを見たって昨日言ってたじゃねえか！」

「言った覚えない」

「それで俺と先輩が付き合ってるって勘違いして……」

「知らない」

　同意を示す素振りは一向になく、だからといってムキになって知らんぷりを通している感じもしない。

　本当に先輩を見た記憶とその会話の内容が頭から消えているようだ────まさか。

　震える声をなんとか振り絞る。

「……なぁ深ふか森もり。百相百解の清乙女の噂について今どう思ってる？」

「いきなり何？」

「いいから答えてくれ」

　俺の剣幕に気け圧おされたようで、深ふか森もりは渋々といったふうに答える。

「傷ついてまで相談を解決しようとした姿を見て、噂は本当なんだって思ったけど」

「…………」

　想像どおりの答えに、だんまりを決め込むしかなかった。

　何も発さない俺に焦じれたのか、深ふか森もりは疲れたような溜ため息いきをついた。

「藤ふじ城しろが何を考えてるかは知らないけど、自分の都合にボクを巻き込まないで。いい迷惑」

　せっかく仲間を見つけたと思ったのに……と最後に言い残し、俺を一いち瞥べつもせずに校舎のほうに行ってしまった。
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　俺は席に着きながら、いつものように自分の席でゲームをしている深ふか森もりの後ろ姿を見て溜ため息いきをついた。

　先程、登校した際にたまたま昇降口で会ったので勇気を出して声をかけたが、無視はされなかったものの以前と同じようにドライな対応に逆戻りだった。

　あんな恩を仇あだで返すような真ま似ねをしたのだ。嫌われるのも無理はない。その出来事を他言していないだけでも感謝するべきだろう。

　深ふか森もりの辛辣な顔が一日中思考にへばりついて胸を痛めながらも、昨日の物事を理解した。

　虚像の献身的な相談解決を目にして噂を信じた深ふか森もりには、先輩の姿が見えなくなる。それは新入生歓迎会で俺と一緒にいた先輩の姿という過去にも適用され、その出来事に紐ひもづけられる俺との会話までも忘れてしまったわけだ。

　しかし過去と言っても、ここ三週間のことだと思う。正確にいえば虚像が現れた日から現在の間にあった先輩に関する記憶が消える。でなければ、みんなの中から先輩の記憶が抜けていないとおかしいはずだが、玲れい奈な先輩や他の三年生たちの様子を見たかぎりでは失われていなかった。そもそも上級生たちが噂を信じるに至った原因でもある、去年から相談に乗っていたという先輩の功績も健在だ。

　おそらく失われる記憶が限定的な期間なのは辻つじ褄つま合わせによるものだろう。

　例えば、俺が噂を信用して虚像を夕ゆう凪なぎ茜あかねだと認めたとする。もしそこで旧校舎での出来事を覚えていれば俺と虚像の間で齟そ齬ごが生じてしまう。ちょうど栞の時みたいに。

　それでは至るところで混乱が起き、完璧な夕ゆう凪なぎ茜あかねに成り代わるという虚像の目もく論ろ見みは達成できない。そのため虚像の記憶が優先的に残るようになっているのだ。

　もう深ふか森もりを頼ることはできなくなった。唯ゆい一いつ俺以外で先輩が見える人だったのに……。

　鍵が見つかった時点で俺がパニックにならずに潔いさぎよく諦めていれば事は穏便に済んだ。

　──だけどあれはなぁ。

　懐ふところから鍵を取り出す。愛あい嬌きようのあるニャンボスのふてぶてしい面つらが今は腹立たしく思えた。

　昨日強制的に深ふか森もりと別れたあと急いで教室に戻って確かめてみると、カバンの中にしまっていたはずの鍵は消えていた。自分の手元にあるので当たり前のことだが、その数時間前に学校の側溝に落ちていたのは不自然極まりない。

　ずっと行動を共にしていた虚像が教室に立ち入って鍵を盗んでいったなんて、そんな時を止める超能力者みたいな真ま似ねできるわけがないし、まず鍵がカバンの中にあることを知りようがない。……まぁドッペルゲンガーが現れている時点で超能力もくそもないが。

　虚像は普通の人間とは違う、生徒たちのイメージによって創られた存在だ。とても信しんじ難がたいが相談を解決するためなら鍵を移動させることなんて造作もないということか。

　それにあの虚像の相談解決に対する異常な執念。側溝から鍵を取るときの姿を思い出すだけで背筋に怖おじ気けが走る。

　虚像の態度が急変したのは俺が先生に頼ろうとした時だった。きっと彼女の中では自身が鍵を見つける且かつ相談者に手渡しするまでが相談解決の条件だったのだろう。そこに先生が介入すれば手柄を横取りされると焦あせり、あんな自己犠牲の行動に出たわけだ。まったく恐ろしい。

　なんにせよ、都合どおりに物事を運べる力があるのなら百相百解の清乙女の噂が噓であることを証明するのはかなり厳しい。

　また一つ解決手段を失ってしまった。心が折れそうだ。

　後悔ばかりが募ってきてじっとしていられず、あてもなく席を立ったとき。

　気づけば教室の後ろドアのところに先輩がいた。

　なにやら突っ立ちながらこちらを見ている。俺と目が合っても呆ぼう然ぜんとしたままで教室に入ってこようともしない。

　たぶん俺に用事があるんだろうけど、どうしたんだ？

　目の前まで歩み寄っていくと、ようやく先輩は安あん堵どするみたいに相好を崩して「おはよう遠也くん」と反応を示した。

　他の生徒たちに不審がられないよう小声で挨拶を返し、人ひと気けのない階段下まで移動する。

「朝に訪ねてくるのは珍しいですね。なにか用事ですか？」

「あ、えーとね……遠也くん今の時間はどうしてるんだろなーと思って様子見に来ちゃった」

「俺は普通にホームルームが始まるのをぼけーっと待ってただけですけど」

「そうなんだ。……えっと、一昨日のあの子とはどんな感じ？　仲良くできてる？」

　急に痛いところを突かれて苦い思いが顔に出そうになった。ついさっき友情が壊れたことを確認しましたとは口が裂けても言えない。

「ずっと一緒にいるほど親密じゃないですけど、まぁそれなりに」

「じゃあ休み時間とかに雑談したりしてるのかな」

「そうですね」

「そっか。遠也くんの良さが分かってきてもらえて私も嬉しいよ」

　まるで自分のことのように喜ぶ先輩。

　気に掛けてくれてありがたいが、その優しげな微ほほ笑えみからはどこか作り物めいた印象を感じた。

　さっきの様子といい、今日の先輩はどことなく変な気がする。

「先輩、なにか無理してません？」

「ん？　私はいつもどおりだけど、おかしなこと言ったかな？」

「いえ、俺の勘違いならいいんですが……」

　そこでチャイムが鳴り、すぐさま先輩が反応した。

「あっ、ホームルームが始まっちゃうね。私は元気だから何も問題ないよ」

　じゃあまた旧校舎でっ、と捲まくし立たてるように言って去って行ってしまった。
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　先輩に対して抱いた違和感は間違いじゃなかったようだ。

　今日一日を過ごしたところ、授業中や休み時間に先輩の姿を度々見かけた。

　物陰から俺のことをじぃーっと見てくる怪しい先輩を。

　以前のように勉強を教えてくれるわけでもなく、ただただ監視するみたいに見てくる。俺と視線が合えばサッと体を物陰に引っ込ませ、わけを訊きこうと後を追いかければ巧みに姿をくらませた。

　先輩の謎めいた行動が気になりすぎて、ほとんど授業に集中できなかった。

　放課後、旧校舎へ向かうと、先輩はいつもと変わらず窓まど際ぎわにある所定の席に座って読書をしていた。

　教室に入った俺に気づくと、本を閉じて「勉強お疲れさま～」と労ねぎらってくる。

　いつもであればこの燦さん々さんと咲く向日葵ひまわりのような笑顔に一日の疲れや悩みが吹っ飛ぶのだが、今もなお心に渦巻く疑問は晴れない。

　開口一番に訊きく。

「先輩。今日のアレは何だったんですか？」

「アレって？」

「とぼけても無駄ですよ。何度も俺の様子を見に来てたのは分かってるんですからね」

「私は朝に会いに行ったきり、ずっと旧校舎ここで過ごしてたよ？　誰かと見間違いじゃない？」

「いえあれは明らかに先輩です」

「でも行ってないしなぁ。もう一人の私ってことは？」

「あ」

　そう言われてその可能性があったことに今さら気づき、自信がなくなってくる。

　先輩と虚像は瓜うり二ふたつという表現では足りないほど寸分違たがわずの容姿だ。しかもどの場面も遠目だったから余計に判別ができない。

　唯一違うのは髪型だけど、どうだったっけ…………う～ん思い出せない……。

「本当に先輩じゃないんですか？」

「うん、違う違う」

　つまりあれは虚像だったわけだ。

　しかしそうなると、なぜあんなこそこそと俺のことを嗅ぎ回るみたいな行動をしていたのか。

　まさか誰かが俺に関する相談を持ちかけたわけはないだろうし、そもそもそれなら玲れい奈な先輩が黙っていないはずだ。

　今までこんなことは一度たりともなかったから原因があるとすれば……。

「やっぱり昨日相談しに行ったことが関係してるのか……」

　そう何気なく呟つぶやいたときだった。

　ガガーッと椅子の脚が床を擦こするけたたましい音とともに、

「もう一人の私に相談したのッ!?」

　先輩が立ち上がりざま激しく机に両手をついて大声を上げた。顔には驚きと憤りが浮かんでいる。

　突然の詰きつ問もんと初めて見た態度に気け圧おされて何も答えられずにいると、やがて先輩は我に返ったように「あ……」と声を漏らして机から手を離した。

　すぐに取ってつけたような笑みを浮かべる。

「──な、なーんちゃって、冗談だよっ。驚いた？」

「…………その取り繕い方は無理がありますよ……」

「だ、だよねー……」

　無言の間が空いたあと、どうやら無かったことにできないと諦めたようで顔にわざとらしい不機嫌さを表した。

「正直ちょっと怒ってます。遠とお也やくん、私の言うこと全然聞いてくれないんだもん」

　それが俺の身を案じた気持ちから出た言葉なのはすぐに分かった。気遣わせないようにと立ち回っていたことが却かえって無用な心労を負わせてしまったか。

　自分の浅はかな行動を悔いつつ、しかし謝るのではなく良い意味で開き直ることにした。

「言い訳のしようもないですから、この際なのではっきりと言います。俺、先輩を助けることを諦める気は微み塵じんもありません。これまでも、これからも」

　これはずっと変わらない本心だ。意固地だろうとエゴだろうと罵ののしられても構わない。絶対にこの理不尽な状況を変えてみせる。

　先輩は口ごもる。葛藤しているようで様々な感情が顔色に窺うかがえた。

　やがて訊きいてくる。

「私の中の遠とお也やくん性格情報に〝頑固〟が追加されるけどいい？」

　一瞬どういう意味か分からなかったが、すぐに気づいて笑う。

「構いません。それに先輩より頭は固くないと思いますけどね」

　先輩は「それもそうだね」と同じように笑った。

　気持ちを改めるように一つ大きく息をついたあと。

「分かった。もう関わらないでとは言わないよ」

「本当ですか！　ありがとうございます」

　先輩は「お礼を言うのはこっちなんだけどなー」と苦笑いしてから人差し指を立てた。

「ただしっ、次からは事前に報告すること。先走りはナシ！　分かった？」

「絶対に守ります。……やっぱり危険でしたよね。自分でも軽率すぎたなって反省してます」

「もちろんそれもあるけど……私の知らないところで二人が話してるのはなんかヤだから……」

　俺から視線を逸そらして、ごにょごにょと小声で言う。

「もしかしてヤキモチですか？　めっちゃ嬉しいです」

「喜ばないっ。もう……私がどれだけ心配したか分かってるのかなぁ」

　呆あきれたように肩をすくめたあと、ぐいっと身を寄せてきて俺の顔をビシッと指差す。

「というわけでっ。乙女心を傷つけた罰として私の言うことを一つ聞いてほしいです」

「俺に可能なことなら全然構いませんけど」

「よろしい。じゃあ明日あした一日お出かけに付き合ってほしいなっ」

「え？」

　明日からは三日間のゴールデンウィークで予定もこれといってないが、あまりにも脈絡のないお誘いだったからワンテンポ反応が遅れる。

「お出かけって……俺と二人きりでですか？」

「私の姿が見えるのは遠とお也やくんだけなんだから他に人がいたってしょうがないでしょ」

　なにを当然なことを……と言いたげに不思議がるが、俺からすれば当然ではない。

　友達のいない俺の休日は、家で孤独に小説を読んだりゲームしたりするか、外を孤独にぶらつくか、姉貴にいいようにこき使われるかの三択だ。家族以外の誰かとお出かけするレアイベントなんて引っ越してきてから初めてのことかもしれない。

　何より先輩と二人きりだなんて、それは最も早はや、デー────。

「遠とお也やくん、ぼーっとしてるけどどうかした？　もしかして予定があったとか……」

「い、いえ大丈夫です！　暇です暇！」

　いかんいかん。嬉しさと驚きのあまり脳のデータ許容量をオーバーして思考停止していた。

　そのあと、俺たちは明日の待ち合わせ場所と時間を決めてその場で別れた。

　帰り道、楽しそうに計画を立てていた先輩の姿を思い出して胸を躍らせた。

　家に帰り着いたあと、早速自室にある衣装ケースの中から持っている服をすべて取り出し、独りコーディネート会を開いた。

　しかしセンスに無頓着な自分ではどんな合わせ方が良いのか分からず、服選びは難航した。

　帰宅した姉貴に意見を聞こうとしたら、晩飯を作っていなかったことがよほど気に入らなかったようで腹部を回し蹴りされた。

　結局ネットで検索する羽目になったのだが、服の名称などの知識がついていくばかりで決め手がないまま夜は更ふけていった。
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　次の日の朝。

　俺は待ち合わせ場所で先輩を待っていた。

　ここは最寄りの市立図書館だ。俺と先輩の家はそれほど離れていないみたいで、この場所がちょうど中間地点だったことと先輩の用事があることが決め手となった。

　人目につきやすい出入り口付近で突っ立ちながら腕時計を見る。

　現在の時刻は九時半。待ち合わせは十時だ。

　女性を待たせるのはカッコ悪いし、先輩のことだから時間ギリギリに来ることはないだろうと踏んで余裕たっぷりに家を出たのだが、さすがに一時間前は早すぎたか。

　辺りに人ひと気けはなく、穏やかな静けさが満ちている。

　ふぁ～と欠伸あくびが漏れた。まだポカポカとした春の陽気が残る柔らかな朝日がより眠気を誘う。

　昨日は服選びに時間が掛かって夜遅くにベッドに入ったうえ、今日のことを想像すると楽しみに脳が覚醒してほんの少ししか眠れなかった。

　結局のところ服装は白のシャツに薄手のグレーパーカーを引っかけて青のデニムを合わせたラフな格好だ。正直地味さは拭えないが、まともな服がこれぐらいしかなかったのだから仕方ない。

　こんな機会が巡ってくるならもっと服に興味を持っておけばよかったな、と後悔しつつ、職員さんや訪れる人たちの邪魔にならないよう出入り口の端で待つこと十五分。

　県道の通りからこちらに歩いてくる先輩の姿が見えた。辺りを見回しているので、軽く手を振って自身の存在をアピールする。

　先輩は気がつき、早歩きで近づいてきて微ほほ笑えむ。

「おはよう、遠とお也やくん。早いね。もしかして待たせちゃったかな」

「おはようございます。ちょうど俺も来たところなので……」

　待ち合わせの常じよう套とう句くを口にしながらも、目は自然と先輩の格好に行ってしまう。

　白のトップスにネイビーのフレアスカート、腕に落ち着いたブラウンの革バッグを提げた格好は清楚感が溢あふれ出だしていて可か愛わいいというよりも美麗な大人の女性という印象がした。

　今日は髪を下ろしていることも相まってか、虚像と相対した時のような緊張感がしてきて眠気が吹っ飛ぶ。

　俺の視線に、先輩はスカートを摘んでひらひらさせる。

「家族以外の人と外に出掛けるのは久しぶりだなぁ。どう？　似合ってる？」

「はい。見み惚とれるほど素敵です」

「そ、即答……そこまで言われると照れちゃうな～。遠とお也やくんは……ザ、男の子って感じだね」

「流は行やりに詳しくなくて有り合わせで着てみたんですけど、おかしくないですか？」

「大丈夫。シンプルで私は好きだよ」

　きっとお世辞だろうが、おかしくもないようでホッとする。変に攻めずに無難な路線でいってよかった。

　他愛のない朝の挨拶もそこそこに、二人で図書館の中に入る。

　通路を少し歩いた先の空間にずらりと並んだ本棚が見えてきた。

　不良の噂が立って遊ぶ友達のいない俺にとっては時間潰しに最適で足あし繁しげく通かよっている。このシーンと静まった空間と古びた本の独特の匂いが心地よく、周りから忌避され続けて弱りきった心を癒やしてくれるのだ。

　市立といっても田舎なのでそれほど広さはない。開館は九時からだが、ほとんど人の姿はなかった。

「何か本を借りるんですか？　それとも返却に？」

「ううん。私は気になった本は買う派だから貸し出しはあまり利用したことないね」

「じゃあ何をしに？」

「ここは静かで普段から人が少ないからね。集中するには打ってつけだと思ったの。小さい声でなら喋っても迷惑をかけないと思うし」

　つまり俺と雑談をしに来たのだろうか。先輩との本語りは話題に困らないが、どうせなら学校でできないことをしたかった。……まぁでも一日中いるわけないし、楽しいことに変わりはないので良しとしよう。

　受付カウンターを過ぎ、いくつもの本棚の間を通って隅っこのテーブルに行く。

　先輩はバッグを置き、マグネットボタンを開けて中から束になった用紙を取り出す。

　Ａ４の紙には文字がぎっしりと書かれていて、まるでテスト用紙みたい……。

　そこで俺の心に一抹の不安が過よぎった。

「先輩、それは何ですか……？」

　先輩はにこっとした。




　俺は一体なにをしているのだろう。せっかく先輩と二人きりで出掛けているというのに。

　目の前にある問題用紙を見て複雑な心境になる。

　黙々と解きはじめて早一時間。やっと半分が終わったところだ。

　先輩が見せてきたのは中間試験対策の問題集だった。

　前から俺の学力を懸け念ねんしていたらしく、図書館には勉強場所として来たようだ。よく考えてみれば人ひと想おもいの先輩が自らのために他人を付き合わせるわけがない。休日とあれば尚なお更さら。浮かれていた先程までの自分が恥ずかしい。

　初めは予想外のことに焦あせって体ていよく断ろうとしたものの、渡された用紙を見て気が削そがれた。

　問題集はすべて先輩のお手製だ。聞けば問題文も自作とのこと。文字はパソコンベースで書かれており、所々に手書きのネコやらウサギやらの可か愛わいいキャラが吹き出しで解き方のポイントを解説している。一見しただけでも作成には結構な日にちが掛かっているのが窺うかがえた。

　本当に俺のことを想おもってくれているのが分かるからこそ余計に断りづらく、内心渋々と問題に向き合っている。

　しかし、刻一刻と時間が過ぎていくにつれ心のモヤモヤ感は増大していく。

　俺は煩はん悶もんする。

　先輩との貴重な時間をテスト勉強に費やしていいのか。

　もう二度とこんな輝かしい日は訪れないかもしれない。先輩の言葉とはいえ、そのチャンスを捨ててまで頭の良さを選ぶのか。たしかにテストは大事だが今は他にもっとやるべきことがあるんじゃないか。

　葛藤した末、手に持っていたシャーペンをテーブルに置いた。

「先輩。結構進すすんだので、あとは家に帰ってからしてもいいですか？」

　真向かいで読書をしている先輩に声をかけた。最初は一緒に勉強しようと考えていたようだが、以前の二の舞になると察した俺ができるだけ自力で解きたいとお願いしたのだ。

　先輩は本から顔を上げて一言。

「だーめ」

　普段は天使に見える微ほほ笑えみも、今は悪いた戯ずら好きの小悪魔にしか見えない。

「前もって話してなかったから面倒なのは分かるよ。だけどこうでもしないと遠とお也やくん、私を助けることに一生懸命になりすぎてテスト勉強まったくしないでしょ」

　図星すぎてぐうの音も出ない。実際のところ、先輩のことで頭を悩ませてばかりでテストなんて今日まで眼中になかった。

「高校初めてのテストで赤点を取るのは可か哀わい想そうだし、それが私のためってなると申し訳ないからね」

「もし仮に俺がヒドイ点数だったとしても先輩は悪くありませんよ。俺が勝手にやった結果なので気にしないでください」

「だったら今の私の状況も勝手にやった結果なので気にしないでください」

「……その返し方はズルいです」

「ふふ、でもそういうことだよ。遠とお也やくんが私を助けようとしてくれるように、私も遠とお也やくんの現状を変えてあげたい。そのためにはまず勉学に真面目なことを証明しないとね」

「…………」

　昨日の俺の意志を逆手に取られて反論の余地を無くす。

　どうやら頭の良い先輩に口で勝つのは無理そうだ。これは駄々をこねるよりも素直に問題を解いたほうが時間の無駄にならない気がしてきた。

　諦めて泣く泣く問題用紙に向きなおる。

「でもそうだね。ただ問題を解くだけじゃモチベーションが上がらないから……」

　本を閉じて「んー」と少し考えたあと。

「そうだっ。答え合わせのときに七割正解だったら何でも一つ言うことを聞いてあげる、でどうかな？」

「マジですか？　何でも？」

「マジです。私にできる範囲なら何でもオッケーだよ」

　つまり当初の妄想を現実化できるというわけか。まだ希望は残されていたか。

「あと三十分ほど時間をください。すべて解いてみせます」

　俄が然ぜんやる気が漲みなぎってくる。億おつ劫くうな文章の羅列が今では夢を叶えてくれる魔法の呪文に見えてきた。

　様変わりした俺の態度に、先輩は「う、うん。がんばれ～」と少し引き気味だった。

　────それから時間が経たち。

　予告したとおり三十分きっかりで問題を解き終わった。

　先輩は採点が終わった用紙を見て啞あ然ぜんとする。

「すごい……ほぼ満点近く正解してる」

　なんで、どうして、と言葉を続けたい気持ちがひしひしと伝わってくる。

「遠とお也やくんって勉強できたんだ。前に現国を教えたときは簡単な箇所で躓つまずいてた感じだったからてっきり苦手だと思ってたんだけど」

　それは先輩がそばにいたからです。

　それに俺は一度も勉強ができないとは言っていない。先輩の怪現象を知る前までは停学の遅れを取り戻すために必死でやっていたし、家には姉や貴つがいて学力が下がろうものなら問答無用でしばかれるし。ただ今は優先順位が低いから真面目にやっていないだけだ。

「杞き憂ゆうで何よりだけど、こんなにできるんだったら余計なことしちゃったね」

「いえ、そんなことないです。テスト勉強をしていないのは事実ですし、解き方のポイントを知れて苦手分野を克服できました」

　何より先輩の気持ちが嬉しかった。問題集を思い出として持って帰りたいぐらいだ。というかあとで貰もらおう。

「そう？　それなら頑張って作った甲か斐いがあったよ」

「それであの、先程の件なんですが……」

　おずおずと切り出すと、先輩は快く頷うなずいた。

「うん、約束だからね。遠とお也やくんのお願いごとは何かな？」

　このあと一緒にどこそこ歩き回りたい。そう返答は頭に浮かんでいるものの寸前で口に出すのを躊躇ためらう。

　暢のん気きに願望を抱いていたが、先輩の姿は学校関係者以外の人からは見えるわけで、恋人でもないのに一緒にいるところを見られるのは迷惑じゃないだろうか。しかも俺みたいな目つきの悪い人間と。先輩は絶対に拒否しないと分かっているからこそ無理に付き合わせるのは心痛い。

　悩みに悩んで答えを出さない俺に、先輩が首をかしげたとき。

　ぐぅ～。

　不意に俺のお腹なかがそんな情けない音を発した。普段なら気づきもしないほど小さな音だったが、静寂の図書館でははっきりと聞こえた。

　先輩は口に手を当ててクスッと笑う。

「まずはお昼ごはんからだね」

「そ、そうですね」

　恥ずかしさから視線を腕時計に落とすと、もう正午が近かった。

「先輩は何が食べたいとかありますか？」

「んー、今これが無性に食べたいっ、ってものは特にないかな」

「それなら俺に案があります。『月つき乃の珈コー琲ヒー』っていう良さげな店をネットで見つけたんですけど」

『月つき乃の珈コー琲ヒー』は図書館ここから程近い場所にある喫茶店だ。パンケーキを看板メニューにしており、多種多様の味が楽しめると評判らしい。

　先輩の甘いもの好きは把握済みだったので、昨日の夜中に市内のスイーツ店を片っ端から検索してレビューを漁あさった結果、ここが候補の一つになった。本来であれば自分の舌で確かめてから誘うのが間違いないのだが急な話だったから仕方ない。

　すると先輩は「ああ、あそこね」と言ったあと、何やら難しい顔をして黙り込む。

　どうやら元から知っていたようだが…………もしかして選択肢を誤ったか。

「絶対に行きたいってわけじゃないので、もし気分的に合わない感じだったら他のところでも構わないですよ」

「あ、そういうわけじゃないの。何度も足を運ぶぐらい好きなお店だから私的にも嬉しいよ。ただどちらかと言えば女性向けの所だからがっつりしたものはないし、それに……」

「俺は甘いものもイケるので大丈夫ですけど、それに何ですか？」

「……ううん、ごめんなんでもない。じゃあそうだね。ここから近いことだし、遠とお也やくんにもぜひふわふわパンケーキを堪たん能のうしてほしいからそこにしよっか」

　先輩は椅子から立ち上がると先程まで読んでいた本を棚に戻しに行く。

　何だかはぐらかされたようで釈然としなかった。





＊＊＊






　先輩オススメでもある喫茶店『月つき乃の珈コー琲ヒー』は民家が建ち並ぶ裏通りにあり、すぐに着いた。

　道中で聞いた話では、四十代の夫婦二人で切り盛りしている個人経営のお店らしい。外観は他と同様に木造建築の古民家で、目立つような看板もなく一見しただけではただの住まいにしか見えない。磨すりガラスの引き戸に掛かった暖簾のれんや営業中と書かれた立ち札からは喫茶店というよりもラーメン店を彷ほう彿ふつとさせた。

　早速店内へ入るため引き戸を開けると、備え付けられていたベルの音がカランコロンと陽気に鳴り響いた。

　先輩とともに中に入り、目の前の光景をみて思わず「おおっ」と声が出る。

　天井を取っ払って梁はりをむき出しにした造りは、白で塗装された内装に相まって木の温ぬくもりを際きわ立だてつつ開放感があり、座席に一つずつ垂れ下がっている淡いオレンジ色の電球がホっとするような癒やしを演出している。前もって調べていたとおりのオシャレな空間だ。

　店内を見回すと、やはり昼時とあって混んでいた。個人店だからカウンターとテーブル席を合わせてもそれほど数がないので当たり前のように感じるが、ふらっと立ち寄れる場所にないことを踏まえるとこの混み具合はすごい。きっと知る人ぞ知る隠れ名店なのだろう。

　俺たちの分は空いているだろうかと視線を巡らせていたら、厨ちゆう房ぼうカウンターで調理している顎あご鬚ひげを生やしたダンディな男性がにこやかな顔でぺこりと頭を下げてきた。

　軽くお辞儀を返していると、奥のテーブル席からエプロン姿のふくよかな女性が足早にやって来た。外見の年齢的に奥さんだろう。つまり厨房にいるのが旦那さんか。

　奥さんは人の良さそうな笑みを浮かべながら俺に向けて声を掛けてきた。

「いらっしゃいませ。何名様でしょうか？」

「こんにちは。二人です」

「待ち合わせですか？」

「いえ、普通に二人ですけど？」

　すると奥さんは困ったように少し首を傾かしげた。

「えーとどちらに？」

「どちらと言われてもここに……」

　隣にいる先輩を見ると、気づけば明るい店内の雰囲気にはそぐわない暗い顔をしていた。

　先輩は顔を上げると、悲しみを帯びた笑みを俺に向ける。

「ごめんなさい。やっぱりダメだったみたい」

　その言葉でやっと状況を察した。そういえば先程から奥さん、それに旦那さんも俺のほうにしか視線を向けていない。

　すぐに取り繕うような苦笑いを浮かべて奥さんに謝る。

「へ、変なことを言ってすみません。その、二人なんですけど、もう一人が来れるかどうか曖昧でして待ち合わせしようかとも思ったんですが……混んでるみたいですね。一人でテーブル席に居座るのは悪いのでまた日を改めます」

　咄とつ嗟さに考えた噓をつく。来店しておきながら何も言わずに引き返すのは失礼だし、見た感じ余っている席は近場にある四人テーブル一つだけなので店を出る口実にちょうどいい。

「そうだったんですね。いえいえお気になさらず、どうぞ」

　しかし奥さんは俺の無理やり感のある説明に疑問を抱かなかったようで、テーブル席に手のひらを向ける。

「で、でも……」と遠慮しようとしたが、その前に先輩がくいくいと袖そでを引っ張ってきた。

「私のことは大丈夫だから」

「いいん……」喋りそうになって口をつぐむ。

　先輩は俺の言葉の続きを察したようで頷うなずいた。……先輩がそう言うなら仕方ない。

「ありがとうございます」と奥さんに言って窓まど際ぎわのテーブル席に行き、先輩と対面で座った。

　メニュー表をそっちのけで、まずは疑問を訊きくことにする。席と席の間には目隠し用の間ま仕じ切きりがしてあるので話す動作をしても怪しまれないだろう。

「二人とは知り合いなんですか？」

　先輩の姿が見えなくなるのは百相百解の清乙女の噂を信じた者だけだ。学校関係者でもないのにその状態になっているということは赤の他人じゃないだろう。

「あの人たちは私と同級生の子のご両親なの。ここには何度も来てるから気兼ねなく話せるほどには顔なじみだよ。だから多分私の噂を聞いて信じたんじゃないかな」

「もしかして先輩、自分が見られなくなる原因を知ってたんですか？」

「確信はなかったよ。最近になって、そうじゃないかなぁってぐらいで。でも当たってたみたいだね」

　たしかに店に入ってから先輩に驚いた様子はなく、図書館を出るまえの言葉からしてもこうなることは予感していた節があった。

　聡そう明めいな先輩が俺でも解き明かせたことに思い至らないわけがないか。

「黙っててすみません。分かった時点で伝えるべきでした」

「べつに気にしてないよ。むしろ自分の推理が当たっててさすが私ってぐらいの感覚だから。教えてもらったところで私に何ができるわけでもないしね」

　あっけらかんとした態度だが、先輩は配慮の達人だから真意は読めない。何いずれにせよ、今度から何か分かった時は報告するようにしよう。

　頭の中で話題を戻す。奥さんたちが見えない理由は先輩の推理どおりだろう。上級生たちと同様噂うわさを聞いた段階で信じたわけだ。

　怪現象は学校内だけの話だと思っていたが、外にまで影響を及ぼし始めていたなんて。こうしている間にも先輩のことが見えなくなる人がどんどん増えているのか……。

　焦燥感から眉間にしわが寄ると、先輩がテーブルに身を乗り出して額にぴとっと人差し指を当ててきた。

「ほーら、そんな顔しないの。せっかく食べに来たんだから頼もう。ここの料理は絶品だよ～」

　意気揚々とメニュー表を開いて渡してくる。

　素直に受け取って見てみると、事前の情報どおりパンケーキを主にしたレパートリーで、メープルシロップがかかったシンプルなものからラズベリーや抹茶など種類が豊富だ。その他にはパフェや普通のケーキなんかもある。確かに女性客をターゲットにしたメニューだ。今は空腹だし甘いものは好きだから写真を見ただけでよだれが出てきそう。

　結局のところ、先輩の気遣いと料理の誘惑に抗あらがえなかった。腹が減っては思考することもままならない。

「……そうですね、頼みましょう。先輩はどれにしますか？」

「あ、私はいいよ。思ったほどお腹なかも減ってないし、見えてないんじゃ注文できないしね」

「俺が頼んだってことにすればいいじゃないですか？」

「でもそれだと遠とお也やくん一人でたくさん頼むことになるよ？　周りの目が気にならない？」

「ああ、そういうこと。男はそのへん気にしないので全然平気ですよ」

「そうなの？　……じゃあお言葉に甘えちゃおうかな」

　話がまとまったところで、それぞれメニューを決めて注文した。

　この混雑にもかかわらず、少し雑談していただけで意外にも早く運ばれてくる。

　俺が選んだのはチョコレートソースがたっぷりとかかったふわっふわのパンケーキに、ホットのエスプレッソ。先輩は紅茶とシナモンのキャラメルパンケーキに、ハートマークが浮いたカプチーノだ。店名をイメージしたのだろう三日月の装飾画が描かれた平皿やマグカップの食器からはこの店ならではの特別感が味わえた。

　案の定、どちらも俺のそばに置かれる。

　奥さんが厨房に戻っていったのを確認してから料理を移動させようとすると、その前に先輩が「私がそっちに行くからそのままで」と席を移動して俺の隣に腰を下ろした。

「もしかしたら学校の人がいるかもしれないからね。間仕切りがあるって言っても全く見えないわけじゃないから、用心用心」

　すぐ真横に先輩が来てなんだか緊張した。

　おしぼりで手を拭き、さぁ食べようとしたところで新たな問題が浮上する。

　フォークとナイフが一つしかない。飲み物にはそれぞれスプーンがつけられているがそれでパンケーキは食べられない。

　先輩も気がついたようで苦笑い。

「やっぱり姿が見えないって何かと不便だね」

「そうですね。店の人には悪いですけど、もう一つ持ってきてもらいましょう」

「それとも一緒に使う？」

　平然と言ってのける先輩に、不覚にも想像してしまって頰が熱くなる。

「それは色々とまずいですよ」

「まぁ普通ならしないけど、今はこんな有り様だしね。私は気にしないよ」

　言葉どおり先輩は平常心だ────が、さすがにバカップルでもなかなかしないことを小心者の俺にできるはずもなく。

「片方が食べるのを待っている間に冷めてしまうので」と言い訳をして、奥さんに頭を下げてもう一セット持ってきてもらった。理由も聞かずに愛あい想そよく用意してくれるなんてやっぱり良い人だ。

　その後、先輩と味の感想を言い合ったり頼んだ品をシェアしたりして堪たん能のうした。こういう店に男一人では絶対に行こうと思わないのでパンケーキなるものを知れて得した気分だった。……もちろん先輩と一緒に来られたことが何より嬉しかったけど。

　完食した俺は「ふぅ」と満足の息をつく。パンケーキって意外と腹にたまるな。美お味いしいしリピーターになりそう。

　少しして先輩も食べ終わったようで、自前のハンカチで口元を拭いながらテーブルの隅に立て掛けてあるメニュー表に視線を注いでいた。

「他にも何か頼みますか？」

「へっ！　い、いや違うっ。べつに足りなかったわけじゃないよっ」

　顔を赤らめてぶんぶんと大きく手を振る。……そこまでは訊きいてませんよ。

　注文する前も人目を気にしていた様子だから、やはり女性的にはたくさん食べることに抵抗があるようだ。

「遠慮せずにどうぞ。今なら俺が食べたことにできるのでチャンスですよ」

「でも……引かない……？」

「ないです。ここのは特に美お味いしいですからね。他のものを食べたくなるのも分かります」

　俺の同感に考えを決めたようで、メニュー表を開いて指差す。

「えっとじゃあ……これとこれを……」

「え、この二つですか……？」

　小腹のスイーツにちょうどいいカットケーキの類いかと思いきや、つい先程食べたものと大きさの変わらない別のトッピングのパンケーキに、バニラアイスとその周りに果物がふんだんに敷き詰められたパフェだった。

　先輩は勢いよく両手で顔を隠す。

「うぅ……だから言いたくなかったの！　引くよね、こんな大食い女ヤバイって思うよねっ」

「いや誰もそこまでは」

「でも遠とお也やくん、驚いたふうだったじゃん！」

「それは意外だなぁと思っただけです。俺、いっぱい食べる女の人好きですよ」

「気休めはいいよっ」

「じゃあ頼むのやめますか？」

「たべるけどもっ」

　先輩はヤケ気味に呼び鈴を押した。

　追加注文すると、さすがの奥さんも驚きと嬉しさ半々の表情を見せた。さらに先輩の顔が朱しゆに染まる。

　黙ったままだと羞恥心が暴発しかねないので、新しい話題を振ることにした。

「そういえば今更ですけど。先輩のことが見えない人が、食事をする先輩を見たらポルタ─ガイスト的な現象に思うんですかね」

　フォークとナイフが浮いている光景を想像しながら訊たずねると、先輩は息をついて心を落ち着かせてからパタパタと手を振った。

「それはないよ～。だったらいつも服だけがふわふわ浮いてる状態だよ」

「たしかに言われてみればそうですね」

「といっても場合によりけりだから遠とお也やくんの思ったことも間違いじゃないんだけどね。私が直接触ふれている間は……なんて言えばいいのかな、その物が忘れ去られるみたいな」

「意識の範はん疇ちゆうから外れるってことですか？」

「そうそう、そんな感じ」

「でも触れている間ってことは離せば普通に意識できるってことですよね。だったら物を別の場所に移動させて離せば、みんなからすれば勝手に物の位置が変わったことになりますから先輩の存在が伝わりそうじゃないですか？」

　実際、以前に先輩が一年の教室を訪れて橋はし田だの消しゴムを指で弾はじいたとき、橋はし田だとその友達は消しゴムが移動したことに気づいていた。二人は俺の足元に転がったことのほうを一大事と捉えたようだが普通であれば何かしら疑問に思うだろう。

「私もそう思って教室内のあちらこちらの物を移動させてみたことがあるんだけど、遠とお也やくんが最初に言ったようにみんな心霊現象って捉えただけで終わったよ。不安を煽あおるだけだと分かったから、それ以来やってないけどね」

「じゃあ紙に書いて現状を伝えるとかは？」

「もちろんそれも試したけど、私を偽った悪いた戯ずらだとしか思われなかった。現実にはもう一人の私がいるからね。いくら私の字だからってまともに取り合ってくれる人はいなかったよ」

　不可解な現象が先輩の存在を示す引き金になればと考えたのだが、甘い考えだったか。

「そうですか……人に触れた場合はどうなるんです？」

「とくに変化はないね。相手の様子からして何かに触れられたって感じもしないみたい」

　つまり先輩は俺と出会うまでの間、幽霊みたいな状態で学校生活を送っていたわけだ。

　改めて、先輩のおっとりとした外見の裏にある寂しさを垣かい間ま見みた気持ちになる。今までは学校内に留とどまっていたから耐えられたのだろうが、これがもし全ての人に認識されていなかったらとてもじゃないが、ここまで平静を保っていられない。

　しかしそれが現実に起ころうとしている。

　このまま後手に回っていれば、いずれ先輩は────。

　ふたたび暗い思案に陥ろうとしたとき、来店を告げるベルの音と、

「──あ、玲れい奈なだ」

　先輩の声で思考は途切れた。

　出入り口に目を向けると、そこには言葉どおり玲れい奈な先輩がいた。

　出迎えた奥さんと何事か喋っている。気さくな表情や仕草からして、どうやら先輩と同じく顔なじみらしい。

　俺は内心焦あせりはじめる。

　まさかこんな所で鉢合わせするなんて最悪だ。俺のことを嫌っているのは今までの経験で分かりきっている。顔を合わせたら絶対に面倒なことになる。

　どうにか気づかれないようにしねぇとっ！

　顔のまえでメニュー表を広げてやり過ごそうとした矢先、あろうことか奥さんが俺のほうを手のひらで示してきた。……もしかして俺の待ち合わせ人と勘違いしてしまったのか。

　図らずも顔が合う。

　玲れい奈な先輩はほんの一瞬眉を顰ひそめたあと、すぐに表情を戻して店内を見回す。

　奥さんに笑顔で頷うなずいて────こっちに来た!?

　そして無言のまま俺の対面に座る。さっきの笑顔はどこへやら嫌悪感を剝むき出だしにした顔を向けてくる。

「なんか玲れい奈なすごく不機嫌そうに同じ席にきたけど……そもそも遠とお也やくんと知り合いだっけ？」

　先輩が堂々と訊きいてくると同時に、テーブルの下で自身のスマホを手渡してくる。画面を見るとメモアプリが開いていた。

　意図を理解して返答を打ち込む。

『もう一人の先輩に会ったときに顔を合わせて少し喋った程度です』

「そうなんだ。じゃあこの剣けん吞のんな空気は一体……？」

『色々とあって俺のことを毛嫌いしているようで。なぜ相席してきたのかは分かりません』

　しばらく沈黙が続き、さすがに居いた堪たまらなくなってきたので勇気を振り絞って口を開く。

「あの先輩、なんでこの席に……？」

「混んでるからよ。一人でテーブル席を占領したら迷惑がかかるでしょ。まぁ自分のことしか考えないあんたには分からないわよね」

　いきなり喧けん嘩か腰ごしだ。やっぱりめちゃくちゃ嫌われてんな。

「いえ、俺は待ち合わせをしているところなんですよ」

「へー。そのわりには先に食事を終えてるのね。それはそれで最低なんですけど」

「…………」

「ていうか、こんなオシャレなお店で待ち合わせする相手なんてあんたにいるわけないわ。どうせ料理目当てでテキトーに噓をでっち上げたんでしょ」

「…………」

「しかもなんでカトラリーが複数あるのよ、一セットでいいでしょ。金払えば何しても良いいって思ってるわけ？　自己中すぎない？」

　言葉がグサグサと心に突き刺さる。今まで散々陰口を吐かれ続けてきた俺でも、ここまで真正面から全否定されると精神にこたえる。

　隣で先輩が「遠とお也やくんはそんな人じゃないよ！」と誤解であることを伝えようとしてくれているが、悲しくもその声は届かない。

　神経が消耗する中、奥さんが料理を運んできた。

　玲れい奈な先輩が事前に頼んでいたらしいショートケーキとコーヒー。

　加えて、先輩が頼んだパンケーキとパフェも一緒に。

　奥さんが去っていったあと、玲れい奈な先輩は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「あんたどんだけ食うのよ……」

　口元に手を当てたドン引きの仕草に、今それはマズイッ！　と思って隣を見やる。

　先輩がぷしゅーっと湯気が出そうなほど顔を上気させて涙目になっていた。

　すぐに椅子から立ち上がって擁護する。

「べつにいいじゃないですか、女の子がたくさん食べてもっ」

「いやあんた男でしょ。なに熱くなっての、きも」

　俺は静かに席に座り直した。……無理だ。何か言葉を返せば返すだけ心をえぐられる。

　楽しい食事会が一転、先輩と二人並んで顔を俯うつむかせる懺ざん悔げ会に変わってしまった。

「あんた、一昨日あの子に何をした？」

　それは突然の問いかけだった。

　顔を上げると、玲れい奈な先輩が射い貫ぬくような鋭い眼まな差ざしをこちらに向けていた。辛辣な声には怒気が足されている。

「あの子……一昨日……？」

「茜あかねの腕の怪け我がはあんたの仕業かって訊きいてんの」

　腕の怪我ということは、きっと深ふか森もりとともに相談しに行った出来事を言っているのだろう。そのことを虚像本人か他の生徒から聞いたのかは知らないが、どうやら側溝に突っ込んだ際の怪我を俺のせいだと勘違いしているらしい。

　心の中で小さな苛いら立だちが芽生える。

　あんなに酷ひどい怪我をさせるほど暴力を振るう輩やからだと思われているわけか。なんでもかんでも不良の噂と結びつけられてうんざりだ。あと先輩の前で虚像の話を持ち出さないでほしい。

「あれは側溝に落ちていた鍵を拾う際にできた傷で、夕ゆう凪なぎ先輩が自分でしたことです。俺は何もしていません。むしろ危ないって止めましたよ」

「噓をつくな」

「そう思うなら本人に訊きけばいいじゃないですか」

「聞いたわよ。でもあの子は優しいから、何でもない気にしないでって言うばかりで」

「だったら俺の言葉を信じるしかないですね」

　イライラ感から口調がぶっきらぼうになる。

　玲れい奈な先輩は忌いま々いましそうにこちらをキッと睨にらむ。

「大体、茜あかねに相談があったのはその一年の子でしょ。なんであんたがいる必要があるのよ」

「困ってる同級生を助けるのがそんなにおかしいことですかね」

「よく言うわ。どうせ脅して無理やり付いていっただけでしょ」

「すごい妄想力ですね。作家にでもなれるんじゃないですか」

「そうやって図星を突かれて煙けむに巻くの恥ずかしくない？」

「べつに。後輩に無実の罪を被かぶせようとする先輩よりはだいぶマシだと思いますけど」

「減らず口を……そんな態度だから周りから嫌われるのよ」

「……あんたに俺のなにが分かるって言うんだよ」

　こっちの話を聞こうともせずに曖昧な噂だけを信じて俺の全てを知った気になりやがって。そのせいで先輩が独りになってることを知りもしないくせに。

「そもそも腕の怪け我が以前にもっと心配するべきところがあるだろ。毎日自分の時間を削ってまで相談を請け負ってる姿をみて何とも思わないのかよ」

　先輩が今このような状況に陥っているのはみんなの悩みを一人で背負い込んでしまった結果だ。つまりそれは玲れい奈な先輩のサポートが不十分だったことになる。

　どうやらそのことについては多少なりとも感じていたようで、玲れい奈な先輩は一瞬だけ悔しそうな顔をして反論に詰まった。

「……思ってるわよ。でも茜あかねは誰かの力になりたいって一心で行動してるの。アタシはその気持ちを尊重してあげたい」

「その結果が用心棒か。相談を一緒に解決しようとは考えないんだな」

「あの子と違って人のために尽くせない人間がいたところで足手まといにしかならないわよ、そんなことも分からないの。それに自分勝手に行動して茜あかねを困らせるあんたにだけは言われたくない」

　その言葉が先輩を助けられない現状を非難されているように思えて何も言い返せなかった。

　屈辱感から怒りに睨ねめつけるが、玲れい奈な先輩は一瞬も目を逸そらさずに受け止める。

　お互い一歩も譲らない睨にらみ合あいは続──かなかった。

　不意に服を摑つかまれる感覚がしたから。

　隣に視線をやると、先輩が悲哀を抱いた顔で俺のことを見ていた。

　ぎゅっと胸が締めつけられた。

　湧き立つ憤りが急激に冷めていく。

　玲れい奈な先輩から顔を背け、「……俺はただ、先輩のことを思って行動しただけです」と弱めた語調で本心を吐露した。

　玲れい奈な先輩は「…………なによそれ」と訝いぶかしげにつぶやく。何を言っても無駄だと判断したのか、それ以上言葉を続けることはなかった。

　それから険悪な雰囲気の中、玲れい奈な先輩は黙々と食事を終えると自分の伝票を手に取って席を立ち、こちらを見下げる。

「これ以上、茜あかねに関わらないで。あんたみたいな不良に付きまとわれていい迷惑よ」

　そう吐き捨てるように言って会計へと進み、店を出ていった。

　俺は「はぁ……」と深い息をつく。緊張の糸が切れたように椅子の背に凭もたれかかった。

　先輩が申し訳なさそうな顔を向けてくる。

「遠とお也やくん、ごめんなさい」

「先輩が謝ることじゃないですよ。俺のほうこそ売り言葉に買い言葉で雰囲気を悪くしてしまいました。すみません……先輩の友達にあんな煽あおるようなことも言って……」

　柄にもなく熱くなってしまった。先輩を悲しませた自分を殴りたい気分だ。

　先輩は「ううん」とゆっくり首を振る。

「玲れい奈なも言い過ぎだからおあいこさまだよ。……ただ、こんなことを言うと癪しやくに障さわるかもしれないけど、玲れい奈なのこと嫌いにならないでほしいな。玲れい奈ながずっと私を気にかけてくれてるのは本当のことなの。こんな状況になったのは私が噓を吐つき続けてきたことが原因だから」

　どこか寂しそうな声で擁護する。

　気持ちが冷静になった今、そのことは十分に理解していた。

　極悪不良に自らそれも一人で文句を言いに来るなんて無謀な行為ができるのは、友達である先輩を心から大切に想おもいやっていることに外ならない。俺が睨にらみつけて逃げもせず真っ向から返してきたのは玲れい奈な先輩が初めてだ。

　そんな人が相談に明け暮れる先輩を見て心配しないわけがない。先輩が怪現象に吞み込まれたのは玲れい奈な先輩の助けが足らなかったのではなく、先輩自身が友達に気遣わせないようにと気丈に振る舞い続けていたからだろう。

「分かっています。先輩を想おもってるのはすごく伝わりましたから。……とても仲良くはできそうにないですけど」

　先輩は「うん。ありがとう」と安あん堵どしたように微ほほ笑えんだ。

　そのあと気持ちを一新させるように、テーブルに残された料理に向きなおる。

「なんだかお腹なかが減ってきちゃった。遠とお也やくんも一緒に食べよ」

「いいんですか？」

「冷めきる前に食べないともったいないからね」

　そう言ってパンケーキを空いた皿に取り分けはじめる。

「でも安心したかも」

「何がですか？」

「遠とお也やくんもちゃんと怒るんだなぁと思って。これだけ大変な目に遭ってるのに不満の一つも聞いたことがないんだもん」

「あー……まぁそれを呟つぶやいたところで状況は変わりませんから」

「吐き出してすっきりすることもあるよ。遠慮せず私に愚痴ってもいいんだからね」

　先程のことで心が荒すさんでいるせいか、優しい言葉を掛けられると無性に甘えたくなる。

「……先輩。図書館で言っていた、何でも言うことを聞いてくれる話はまだ有効ですか？」

「もちろんだよ」

　少し照れながらもお願いを口にした。

「じゃあその……食事が済んだあと一緒に外を出歩きませんか？」




　食事の代金は先輩が出してくれた。全額出してもらうのは気が引けたのでせめて割り勘にしてもらおうとしたのだが、年上の矜きよう持じでもあったのか頑かたくなに意見を譲らなかったのだ。

　最終的に、「次回は遠とお也やくんが奢おごってね」という言葉が決め手となった。また学校外で会う約束を遠回しにされては引き下がらざるを得ない。今度その機会があったら今日以上に奢おごろうと固く心に誓った。

　それからは、少し歩いた先にあるショッピングモールに行った。

　専門店でオシャレな服を選んでもらったり、雑貨店で今流は行やりの物を教えてもらったり、最後にはゲームセンターに立ち寄ってクレーンゲームをしたり。いつもは素通りする場所でも先輩と巡ったら不思議と興味が湧いた。

　それに喫茶店の大食いでもそうだが、行く先々で先輩の新たな顔を知れた。

　俺に変な組み合わせの服装を着せて悪ふざけする先輩。ネットでも滅多に売られていない雑貨品を見つけてはしゃぐ先輩。クレーンゲームに何度も挑戦する負けず嫌いな先輩。

　それらを俺の前でさらけ出してくれたことが気を許してくれているようで嬉しかった。

　とても有意義な時間は足早に過ぎ去り────。

　俺たちは二人横並びになって夕暮れの帰り道を歩く。

　先輩はクレーンゲームで取った河童かつぱのモフモフぬいぐるみを胸に抱きながら満ち足りたように息をつく。

「はぁー、いろんなお店を見て回ったぁ。お喋りしながらの買い物はやっぱり楽しいね」

「はい。俺もめっちゃ楽しかったです」

「でも本当にお願いはこれでよかったの？　普通に出歩いただけだけど」

「大満足です。前々から誰かと一緒に出かけたいと思っていましたから」

　本音は先輩と一緒にいたかった、だけど。さすがにそれを口にするのは恥ずかしい。

「それならよかった」と先輩は頰を緩ませた。

　会話をしながら歩いていると、やがて道が左右に分かれた丁字路に差しかかる。

「たしか先輩の家の方角って、ここからだと西側むこうでしたよね」

「そっか、遠とお也やくんのお家うちは反対方向なんだね」

　とても名残惜しいがここでお別れのようだ。

　次に会えるのは二日後か。例年であれば短い休日だとぼやくのだが、今は明日にでも学校が始まってほしい気分だ。

　とはいえ、このまま会話したさに引き留めるのはカッコ悪いから、ここは颯さつ爽そうと去ろう。

「今日は勉強を教えてくれたり昼食をご馳ち走そうしてくれたり、色々とありがとうございました。とても充実した一日を過ごせて良い思い出になりましたよ」

「こちらこそだよ。また時間が合ったときは一緒にお出かけしようね」

「はい、ぜひ！　──それじゃあ、また学校で」

「……うん。またね」

　先輩が去っていくのを確認してから、踵きびすを返して歩きはじめる。

　そして十歩も進まないうちだった。

　背後から駆け寄ってくる足音が聞こえたあと、パーカーの裾を引っ張られた。

　振り返ると、当然それは先輩だ。なにか言い忘れたことでもあったのだろうか。

　しかし硬直したように俺の服を摑つかんだままで何も喋ろうとしない。

　俺が「先輩？」と呼びかけると、ようやくハッとした反応を示して裾から手を離した。

「あ、あれ？　なにやってんだろ私……」

　あはは……と苦笑いをして照れる。

　その明らかに不自然な態度が、ふと昨日の学校での先輩を頭に思い浮かばせた。

　そういえばお出かけに夢中で考えが保留になっていたが、結局あの真相は何だったのだろうか。本当に虚像が俺のことを窺うかがいに来ていたのか。だったら今もおかしいこの先輩の様子は何なのか。

「何もないのに呼び止めてごめんね。ほ、ほら何日間か会えないと思うともう少しだけ一緒にいたいなぁって思っちゃって」

　一旦物事を考え始めると、その思わず顔が赤くなりそうなほどの好意的な言葉にさえ違和感を抱いてしまう。

　まるで必死で不安を隠そうとしているかのような……。

　そこで喫茶店の出来事が頭の中で想起する。

　俺は最悪の考えに至った。

「もしかして家でなにか起きたんですか……？」

　すぐに否定してほしかった。そんなことが起こり得てはならない。

　しかし先輩は何も言わず、苦しそうに微ほほ笑えみ返しただけだった。





＊＊＊






　自家のボロアパート。

　俺は玄関のドアを開けて先を促した。

「ど、どうぞ」

「お、お邪魔します」

　お互いぎこちない様子で家の中に入る。家にはリビングなんていう落ち着ける場所はないので仕方なくダイニングに通す。

「少しここで待ってもらえますか。ちょっと自室を片づけてくるので」

「あ、私のことはお構いなく」

「いえ俺が気になるので」

　そう言って自室に向かう。昨日引っ張り出した服を片付けなくては。自堕落なのだと幻滅されたくない。

　それにしても、まさか先輩を家に招くことになろうとは思ってもみなかった。

　帰り道で先輩の異変に気づいたあと。

　あんな顔をされてはとてもその場で別れることができず、何とか了承を得て一緒に先輩の家に向かった。

　着いた場所にあったのは、ブロック塀に囲まれた平屋の古民家。塀の高さは俺の首の辺りで外からでも中の風景を覗のぞけた。

　そして最悪の想像は確信に変わった。

　家の外側に取り付けられたくれ縁で、高齢の男女（きっと祖父母だろう）と寛くつろぎながら談笑する虚像の姿が見えたのだ。

　虚像が家に現れたのは二日前の夜らしく、その他の詳しいことは訊きかなかった。喫茶店の夫婦のことを鑑かんがみれば目の前の光景が何を意味しているのか、そしてその経緯も容易に分かったから。

　見えていないだけで家の中に入れないわけじゃないからと先輩は気丈に言ったが、昨日の様子からそれが強がりなのは明らかだった。きっと家族から認識されなくなって俺も同じようになるのが怖かったから、あのような奇行に出たのだろう。

　事態は深刻だ。学校で心苦しい思いを強いられているときに家庭までもとなれば一日中孤独に苛さいなまれ、今まで保ってきた心の安定を失いかねない。

　何より虚像が近くにいることが心配だ。今まで一度も先輩自身に干渉してきたことはないらしいが、イレギュラーな存在だからいつ何をし始めるか予測できない。

　先輩の身を案じて提案した。

　怪現象が終わるまでは俺の家を使ってください。

　ひとつ屋根の下で先輩と過ごすのは精神面でかなり気を遣うが、状況が状況だ。つまらない感情で躊ちゆう躇ちよしている場合じゃなかった。

　言うまでもなく先輩は迷惑が掛かると遠慮したが、家には俺の他に姉貴しかいないし、その姉貴は久峰高校の教師だ。先輩の姿は見えない。

　そのことを話して説得を続けた結果、ようやく先輩は頷うなずいてくれた。

　一度家から服や日用品を取ってきたあと俺の家に向かい、今に至る。

　俺は自室に入り、散乱した衣服を手早く畳んで元の位置にしまう。押し入れ収納から掃除機を取り出して床にかける。

　他におかしな所がないか最終確認したあと、先輩を呼んだ。

「俺の部屋で申し訳ないですけど好きに使ってください」

「そんなことないよ。ありがと」

　荷物を部屋の隅っこにそっと置く。

　謙虚に床に座ろうとしていたので机の椅子に促して座ってもらった。俺はベッドに腰かける。

『…………』

　置き時計の秒針の音が聞こえるほどの静寂に包まれる。

　──き、気まずい。なにか話題はないか話題はっ。

　今日あれだけ気兼ねなく話せていたのに場所が変わるだけでこうも変に意識してしまうとは。とくに家に来た経緯が重苦しいものだから今口にするべき適した言葉が思いつかない。

　先輩も先輩で部屋の中をキョロキョロと見回してどこか落ち着きがなかった。

　やがて耐たえ難がたい沈黙を破ったのは、えへへと照れたような先輩の笑い声だった。

「男の子の部屋に入るのは初めてだから、なんかソワソワしちゃう」

「そ、そうですよね。俺も今まで人を通す機会がなかったから、なんか不思議な感じです」

　先輩みたいな綺麗な女性が初めての来客になるなんて夢にも思わなかった。まるで自分の部屋ではないような錯覚に陥る。

　変な緊張感からお互いに二の句を継げずにいると、玄関の方からガチャッ、バタンッと乱暴にドアを開け閉めする音が聞こえてきた。

　慌てて時計を見やると、時刻は十八時過ぎ────そうか、今日は部活動指導だから姉や貴つの帰りが早いのか。つい先輩と過ごす時間に気を取られてうっかりしていた。

　急いでベッドから立ち上がる。

「すみません。姉貴が帰ってきたようなので俺ちょっと晩飯を作ってきます」

「へぇ、遠とお也やくんが料理してるんだ」

「じつは俺も間借りさせてもらってる立場で、家賃代や生活費を出してもらう代わりに家事は全部俺がすることになってるんです」

　とはいえ大雑把な姉貴に任せられないというのが本音だ。初めてこのアパートに来たときは服は出しっぱなし使い終わった食器は台所に置きっぱなしの、えらい惨状だったものだ。

「よければ手伝うよ」

「いいんですか？」

「元々そのつもりでエプロンとか持ってきたしね。泊めてもらうんだから当たり前だよ」

「ありがとうございます。それじゃあお言葉に甘えますね」

　先輩とともにキッチンに行くと、冷蔵庫に背を預けてペットボトルの水を直じか飲みしている姉貴の姿があった。野性的に手の甲で口を拭い、「あのクソ主任め……休みの日に面倒な仕事を押し付けやがって……」と据わった目つきで怨えん嗟さの声を吐いている。玄関からダイニングに続く床には脱いだ上着が乱雑に投げ捨てられていた。

　身内のだらしなさが露呈して羞恥を抱きつつ、やはり姉貴に先輩の姿は見えていなかった。

　それから姉貴が風呂に直行したあと、先輩と一緒に晩飯の支度に取りかかった。

　先輩は手て際ぎわがよく、俺の見た目度外視の貧相なものとは違って古い器さえ変えればレストランで出しても違和感がないほど彩いろどり豊かな料理を作ってみせた。同じ食材を使ってこの差はさすが先輩だなと尊敬した。

　いつも休みの日はこのまま姉貴とダイニングで食事にするのだが、三人分がテーブルの上にあっては変に思われてしまうので、今回は勉強しながら食べると噓をついて先輩とともに自室で取ることにした。先輩だけが別室でという手もあったが、なんか仲間外れにしているようで嫌だったからこの案になった。

　食べ終わったあとは先に先輩にお風呂に入ってもらい、俺はその間に食器の後片付けとストレスからのヤケ酒に走ったらしいテーブルで酔いつぶれていた姉貴をベッドに移送した。

　先輩と交代で入浴して髪を乾かしたあと、台所からココアを入れたマグカップ二つを持って自室に行く。

　先輩はベッドのサイドフレームに背を預けてスマホを見ていた。

「何を見ているんですか？」

　マグカップを渡しながら訊きくと、先輩は「わーココアだ。ありがと」と言って受け取る。

「今日、撮った写真を見返してたの」

　そう答えてからトントンと自分の隣を軽く叩たたく。座って、という意味だろう。

　ほんの少し間を開けて隣に腰を下ろすと、すかさず先輩が距離を詰めてきた。

　肩が触れ合う至近距離。お互い風呂上がりだからか服越しでも仄ほのかに体温を感じる。

　画面を一緒に見るためで他意はないのだろうが、こうも近い距離だと照れる。ようやく先輩が家にいることに慣れはじめたのに消え去ったはずの緊張感が舞い戻ってきた気分だ。

「ほら見て見て。我ながら良いい写真を撮ってるでしょ」

　純情な少年の気も知らずにより体を近づけてくる。意識しはじめると思考が羞恥に塗まみれてしまうので、できるだけ写真に集中する。

　見ると、先輩の悪いた戯ずらで上下のコーディネートがちぐはぐな俺に、ソフトクリームを買い食いしたときに頰にクリームをつけた間抜けな俺、クレーンゲームで景品をゲットしてガッツポーズする俺……。

「──って、ほとんど俺の写真ばっかりじゃないですかっ。しかも変なのばっかり……」

　たしかに撮ってもいいと了承したけど、こんなどうでもいい場面も写真に収めていたのか。

「すごく可か愛わいいよ？」

「可か愛わいいって……そんなこと言われたの幼少期以来ですよ。絶対にからかってますよね？」

「ほんとだよ～。ほらこれなんて良いい顔……ふふ」

「やっぱり面白がってるじゃないですか！　まったく……」

　と言いつつ、つられて俺も笑った。

　俺のほうも何枚か撮っていたので、お互いに撮り合ったものを見て一日を振り返る。たった数時間の出来事にもかかわらず、まるで旅行帰りのように思い出話に花を咲かせた。

　すべての写真を見終わると、先輩はスマホを床に置いてマグカップに持ち替える。

　神妙な声音で「遠とお也やくん」と俺の名前を呼んだ。

「今日は私の我わが儘ままに付き合ってくれてありがとう。……それにこうして私のためを思って傍にいてくれて」

　改まって言われるとなんだか照れくさくて頰をかく。

「お礼を言われることはしてませんよ。俺が先輩とその……一緒にいたかっただけですから」

　先輩は微ほほ笑えんだあと、両手に持ったマグカップに視線を落とした。

「本音を言うとね、この三日間は家にいるのがすごく辛つらかったんだ。まさか家族からも見られなくなるなんて思ってもいなかったから」

　先輩の家に行った際のことを思い出すと同時に、自分のことに置き換えて想像してみる。久しぶりに帰った実家に自分と瓜うり二ふたつの人間がいて家族の中に溶け込んでいる光景を。それは身震いするほど恐ろしく胸を締めつけるほど悲しいものだ。

「遠とお也やくんと出会うまではおじいちゃんとおばあちゃんの笑顔が心の支えだったんだ。学校では独りでも、家に帰れば二人がしっかりと私のことを認識して出迎えてくれる。そう思うことで日々の孤独を紛らわせていたの」

　先輩が一人っ子で祖父母と三人暮らしだと以前に聞いた。両親のことは聞いていないが、ずっと祖父母が親代わりをしてきたそうだから何らかの事情があるのだろう。

　二人について話すときの先輩はいつもどこか嬉しそうで、先輩にとって二人がどれだけ大切な存在なのかは分かった。それに虚像と笑い合う姿や先輩の温厚な人柄を見ていれば、とても優しい人たちであることも。

「だから家にもう一人の私が現れて二人がそっちのほうを茜あかねだと呼んだ時はショックだった。本当の私は二人の中から消えてしまったんだって……でもそれは私のことを迷いなく信じてくれている証拠でもあるから、ずっと複雑な気持ちのまま……」

　その一聞すれば矛盾している話に、これまで抱いてきた小さな疑問の答えを得た。

　俺よりも本当の先輩を知っているはずの祖父母や玲れい奈な先輩がどうして虚像を信じるに至ったのか。

　それは先輩を取り巻く噂が良いものだから。

　大好きな家族や、友の功績は称たたえたくなるのが心情というものだ。親交が深ければ深いほど信じたくなる。もしこれが俺のような黒い噂だったのならば結果は違っていただろう。

　愛されているがゆえ、先輩は独りになってしまったのだ。そう考えるとやるせない気持ちになる。

　俺の表情から場の空気を察したのか、先輩は顔を上げて笑みを見せた。

「──って、なんか暗い話になっちゃいそうだね。要するにっ、遠とお也やくんがいなかったら今頃私はこんなに笑って過ごしていられなかったから、すごく感謝してるってことが言いたかったのです」

　その明るい声が空元気なのは分かっていたから。

　俺は「先輩」と語りかけるように呼び掛けた。

　記憶に刻みつけるように、しっかりと先輩を見つめて言葉を続ける。

「俺は今の、今こうして俺と話してる先輩が夕ゆう凪なぎ茜あかねさんだと知っています。誰がなんと言おうと絶対にその考えを変えることはありません。俺は頑固ですから」

　安心させたかった。勇気づけたかった。歯は痒がゆくも今の俺には言葉しか掛けてあげられないが、せめてひとときの安らぎを感じてほしかった。

　先輩は少し驚きに目を瞠みはった。

　すぐに涙を堪こらえるように唇をきゅっと結び、その表情を見られまいと顔を俯うつむける。

「こんな時に、そんな優しい言葉をかけられたら縋すがりたくなっちゃうよ」

「そうしてください。先輩はいつも名演技が過ぎるんです。楽しい嬉しい気持ちだけじゃなくて、辛つらい悲しい気持ちも教えてください」

　先輩は逡しゆん巡じゆんするように沈黙していたが、やがて上目遣いをこちらに向けると恥ずかしそうに口元に手を当てて言う。

「じゃあ少しだけ甘えてもいい……？」

「もちろんです」と快活に返事をしたところ。

　次の瞬間、ゆっくりと俺の胸に顔をうずめてきた。

「せ、先輩……？」

　不意打ちすぎて何が起きたのか理解する間もなく、さらに「頭……撫なでてほしい」とたどたどしい口調で言ってくる。

　思考が追いつかず、言われるがまま柔らかい髪に触れる。家の安物シャンプーとは違う、ふんわりとした良い香りが鼻孔をくすぐる。

「こんな感じでいいですか……？」

　動揺を隠すために訊たずねると、先輩は少しだけ頭を動かして首肯した。

「気持ちが沈んだときによくおばあちゃんがこうしてくれるの。すごく安心するんだ」

「お、俺でも効果がありますかね？」

「ん。遠とお也やくんの手、大きくて温かくて、守られてる感じがして好き」

　蠱こ惑わく的な態度に鼓動が速まって、頰だけでなく体も熱くなる。目を閉じて視覚からの情報をシャットアウトしてみるものの、動どう悸きは一向に治まらない。




「悩んでる人の力になりたかったの」




　どうにか平静を保とうとする中、先輩がそう言った。独り言のように小さな声だった。

「悩みが消えて、明るい表情を取り戻した人をみると、嬉しいと同時に私の義務だと思った。私にできることで誰かが救われるのなら、救ってあげたいと思ったの」

　訥とつ々とつと、思いの丈を語る。

「でも私は願いごとを叶えてあげられる神様なんかじゃなくて。みんなの期待に応えるには知識も経験も、何より時間が全然足りなかった。だから一年生の頃から入ってた演劇部をやめて、休み時間も家での時間も、相談を解決するために充あてた。ただひたすら助けたい一心で」

　蛇口の栓が壊れたように、一度流れ出した感情は止まらない。

「私、頑張ったんだよ。勉学の相談のときは、まず自分が必死に勉強して、放課後付きっきりで教えたり勉強会を開いたりもした。恋愛の相談のときは、経験がないなりに本やネットで調べたり、意中の相手に探りを入れたりした。仲なか違たがいの相談のときは、二人の気持ちを汲くみ取とりながら、少しずつ少しずつ和解に導いた。上級生からの相談のときだって。後輩からの相談のときだって。私なりに努力してすごく頑張った。頑張ったのに……こんな結果になるなんて、あんまりだよっ」

　ぎゅっと俺の上着を摑つかむ。ぽつりぽつりと涙を流して俺の衣服を濡ぬらす。ずっと秘めていたのだろう、負の感情を吐露しながら。

　俺は口を挟むことなく、ただ頭を優しく撫なでながら「……うん」とだけ相あい槌づちを打ち続けた。

　しばらくして激情は小さな嗚お咽えつに変わり、次第にそれすらも聞こえなくなった。

　先輩はゆっくりと俺の胸から離れると、下した瞼まぶたに溜たまった涙とその痕を猫が顔を洗うかのように手の甲で拭った。

　目を閉じ、胸に手を当てて深呼吸を数回する。

　そして、少し赤みを帯びた顔をはにかませた。

「いっぱい甘えちゃった。ごめん、私の涙で服が濡ぬれちゃったね」

「このくらい気にしませんよ。少しは気持ちが軽くなりましたか？」

「少しどころか超スッキリした。家族にもここまで本心を打ち明けたことはなかったからね」

　晴れ晴れとした顔を見て一安心する。元気を取り戻してくれてよかった。やっぱり先輩には笑った顔のほうが似合う。

　先輩はベッドに背を凭もたれさせると、両腕を上げて伸びをした。

「あー、なんか今日は遠とお也やくんに色んな姿を見られてばかりだぁ」

「俺は嬉しかったですよ。先輩の可か愛わいい姿が見られて」

「もう、からかわないで。恥ずかしいんだから」

「写真の時のお返しです」

　重たい空気が霧散して和んできたとき。

　ガタンッ！　と突然何かが落ちる音と振動が隣の部屋からして、先輩が肩を震わせた。

「なに今の……？」

「あー、たぶん姉貴がベッドから落ちたんですね。酔った時はすごく寝相が悪いんですよ」

「床に叩たたきつけたような音だったけど!?　大丈夫かな……？」

「タフさが取り柄みたいなヤツなので平気ですよ」

　とはいえ朝に文句を言われるのは嫌だから、あとで一応ベッドに戻しておくか。

　室内の置き時計を見るともう夜も遅く、いつもの就寝時間を過ぎていた。

　俺の視線を辿たどった先輩はマグカップを持って腰を上げた。

「これを片付けてそろそろ寝よっか」

「ですね」

　俺たちはキッチンに行き、マグカップを洗って乾燥機に入れた。

　歯磨きをしつつ、寝床をどうするか論争が始まる。

「遠とお也やくんは気遣わずにベッドで寝て。私はその辺の床でいいから」

「いやいや。さすがに来客をそこまで無下に扱えませんよ。先輩がベッドを使ってください。俺は家族が来たとき用のマットレスを廊下に敷いて寝ますから」

「それだと朝起きたときに藤ふじ城しろ先生に変に思われちゃうから自室で寝ないとダメだよ。だから遠とお也やくんがベッドで決まりっ」

「でも……」

「それじゃあ二人で使う？」

「え、ベッドをですか？」

「うん。ちょっと狭くなっちゃうけど横になれないスペースじゃないし」

「そ、そう……です………………やっぱり二人だと詰めることになるので遠慮しておきます」

　天然な誘惑に危うく乗っかりそうになったが、わずかに残った理性で抗あらがう。先輩に添い寝なんてされたら朝まで心臓が持たない。

　しばらく押し問答は続き、最終的には先輩がベッド、俺がその隣にマットレスを敷いて寝ることに決まった。

　床に転がっただらしない姉貴をベッドに戻してから自室に戻り、「おやすみなさい」とお互いに就寝の挨拶を交わして電気を消した。

　すぐ近くで先輩が寝ていることに緊張して目が冴さえてくる。背後から微かすかに聞こえてくる寝息がより俺の心を搔き乱す。

　このままでは本当に一睡もできなくなりそうなので思考を逸そらすためにも今日一日にあった出来事を振り返ることにした。

　その大半は先輩の姿が占めている。

　一緒に外を出歩いて心が躍ったし、隠していた真情を聞いて心を痛めた。

　様々な感情を抱きつつも、ただ一つだけ、全てに共通して思ったことがある。

　先輩を助けたい。

　もっと先輩と街中を巡って他愛のないことで笑い合いたい。

　もう先輩に涙を流すほど悲しい思いをさせたくない。

　先輩を助けたい。

　その確固たる意志から湧き起こるのは焦燥感ではなく、勇気だ。今日の出来事を通して解決に向けての熱意がより強まった。

　これから先輩と二人で知恵を出し合えば、きっとこの最悪な状況を打破できる。

　問題解決への意気込みでさらに脳が覚醒する反面、思っていたよりも体のほうは疲れていたようで。

　あれこれと考えているうちに、いつの間にか眠ってしまっていた。
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　夢から覚めた俺は、無意識に右斜め後ろに腕を伸ばす。

　いつまで経たっても置き時計が摑つかめないことをおかしく感じたとき、ようやく今自分が寝ている場所がベッドではなくマットレスの上であったことを思い出した。

　欠伸あくびを一つしてからゆっくりと目を開ける。

　眼前には先輩の顔があった。

「おはよう、遠とお也やくん」

　すぐ真横で正座して俺のことを覗のぞき込こみながら、慈いつくしむような微ほほ笑えみを浮かべている。

「…………──！」

　その途端、微睡まどろんでいた頭がクリアになって飛び起きた。

　ドキドキと胸の高鳴りが治まらない。……まさか起き抜けにあんな女神みたいな表情があるなんて予想外すぎるだろっ。

　先輩は不思議そうに小首をかしげる。

「大丈夫？　怖い夢でも見た？」

「い、いえ。おはようございます…………それであの、どうして俺のことを見て……？」

「ああ。朝食ができたから起こそうと思って来たんだけど、可か愛わいい寝顔だったからつい」

「ついって……そこは普通に起こしてくださいよ…………って朝食できた……今何時!?」

　よく見れば先輩は昨日も着ていたサーモンピンクのエプロン姿で、置き時計の針は朝の八時を指していた。

　早起きは習慣づいていると思ったが、先輩に気を遣って目覚ましを掛けなかったことが裏目に出たか。

「一人でさせちゃってすみません」

「全然全然。作ったって言ってもお味み噌そ汁しるに目玉焼きとウィンナーぐらいの簡単なものだから」

「十分すぎますよ、ありがとうございます。姉貴はまだ寝てますか？」

「藤ふじ城しろ先生なら私よりも早くに起きて、一時間前ぐらいに家を出て行ったよ」

　仕事が休みの日は昼前まで爆睡が常だから部活指導か何かだろう。それなのに昨日あれだけ飲んでいたのか。まったく酒豪は恐ろしい。

　先輩は立ち上がってにこりとする。

「さーて。顔を洗ってすっきりしたあと、一緒に朝ごはんを食べよっか」




　先輩とともにダイニングのテーブルで朝食をとる。

　温かくほんのりと甘い味付けの味み噌そ汁しるが空っぽの胃に染しみ渡わたり、気分をホッとさせる。次第に募ってきた空腹感を、周りはカリッと中の黄身はとろっとした目玉焼きとパリパリジューシーなウィンナーが満たす。

　優しさのこもった朝ごはんに幸せを感じていると、対面の先輩が訊たずねてきた。

「遠とお也やくん、今日は予定とかってある？」

　特にありませんと答えようとして、すぐに考えを改める。

　平和な朝のシーンについ和んでいたが、先輩がここにいる理由はその真逆の深刻なものだ。一刻も早く先輩の日常を取り戻すために使える時間があるのなら迷わず使うべき。

「今日は学校に行きたいと思います」

　過去に先輩が休日返上で相談を行っていたことから虚像も学校にいるはずだ。ふたたび接触して解決の糸口を探る。特に平日は玲れい奈な先輩がそばに居て手出しできないし、尚なおのことこの機会を逃す手はない。

　そう伝えると先輩の顔色が少しだけ曇った。俺が虚像に会いに行くと分かっているのだろう。

「助けてもらってる私がこんなことを言うのは身勝手だけど、できれば行ってほしくない」

「心配しないでください。なにも戦おうってわけじゃなくて情報を集めるだけですから」

「でもやっぱり危険だし……」

「俺を信じてください。絶対に無茶なことはしません、約束します！」

　先輩は料理に視線を落として思い迷う素振りを見せたが、ほどなくして揺るぎない俺の意志が伝わったのか（はたまた説得は無理だと諦めたのか）あからさまな不満を顔に表す。

「あーあ。せっかく今日はお家うちで一緒に映画鑑賞したりゲームしたりして、まったり楽しく過ごそうって考えてたんだけどなぁ」

「え、そうだったんですか！」

「どう？　考え変わった？」

「か、変わりませんよっ」

　その夢にまで見た状況を思い浮かべて危うく誘いに乗っかりそうになる。それを現実にするのは怪現象という障害を取り払った後だ。

「とにかく俺は学校に行ってきますから、先輩は家で寛くつろいでてください」

「それはダメ。私もついていく」

「でもこれ以上先輩の身に何かあったら元も子もないですよ」

「それは逆の立場からも言えます。もし遠とお也やくんに何かあったら私、自責の念に駆られてヤバイこと仕出かすかも……いいの？」

　何かに見立てるように握りしめた箸の先を自身の首に向ける姿からは、これだけは譲れないという気迫を感じた。

　どうやら意見を曲げさせることも無視することもできないようだ。

「……分かりました。一緒に行きましょう」





＊＊＊






　俺と先輩は学校の東側にあるテニスコートを緑色のフェンスの外から眺めていた。中では白とピンクを基調とするテニスウェアを着た虚像と、同じ服装をしたテニス部の主将が練習試合をしている。

　朝食を終えたあと、制服に着替えてから先輩とともに学校に出向いて虚像の姿を捜した。

　すると思ったとおり虚像は登校していて相談の真っ最中だったわけだが、聞いたところによるとその他にも先約が三つもあるとのことだった。

　これまでの観察から他に相談者がいることは分かりきっていたが、まさか休日にもかかわらず頼る生徒がこれほどいるとは虚像の解決者としての力を甘く見ていた。

　割り込むわけにもいかず順番待ちとなってしまい、その間はただ黙って他人の相談風景を見ていることしかできなかった。

　そこから二時間が過ぎ────現在、最後の相談を見学しているところだ。内容はテニスの練習試合をしてほしいというもの。

「すごいな……」

　コート内で激しく繰り広げられる球の返し合いに感想を漏らしたところ。

「あーすごいすごい。もう一人の私はほんとになんでもできてすごいねー。私とは大違いだー」

　隣で同じように見ている先輩が棒読みで返してきた。

　焦あせって「べつにもう一人の先輩を褒めたわけじゃないですよ」とやんわり弁解するものの、先輩の不ふ貞て腐くされた様子は変わらない。

　俺は心の中で溜息をつく。

　虚像と会話をしたあたりからずっとこの調子なのだ。

　さらにここまでにあった二つの相談でも虚像に対して謎の対抗心を燃やしていた。

　まず図書委員からの『図書紹介ポスター制作に関してのアイデアがほしい』という相談のときは、下描き用の紙に構図を描いていく虚像の横で同じように描きはじめ、完成したものを俺に向けてきて「絶対にこっちのほうがいいよね!?」と激しく同意を求めてきたし、続く女子生徒からの『恋人に手作りクッキーを渡したいから上手な作り方を教えてほしい』という相談のときも、余った材料を使って同じものを作り、出来上がったものを俺に試食させてきて「私のほうが美お味いしいでしょ!?」と詰め寄って訊きいてきた。

　おかげで相談者の目には不可思議に物が増えたことになり、ごまかすのに一苦労したものだ。

「私と喋るときとは違ってなんかへらへらしちゃって。遠とお也やくんは私よりも、もう一人の私がいいんだ。まぁあっちの私は言動が大人っぽいもんねー」

　顔の横にかかった髪を指でくるくる弄いじりながら尚なおも拗すねる先輩。

　こう言ってはなんだが、ちょっと可か愛わいく思えてきた。いつもは冷静で頼りがいのあるお姉さん気質だから、子供のようにいじける様は新鮮に見える。

「やっぱりヤキモチですか？」

「ち、が、い、ま、す！　────それよりもっ、このあと遠とお也やくんの番だけど何をしようとしてるのか教えなさい！」

　図星だったようで不自然なほど強引に話題を変えようとする。

　嫉妬心を抱いてくれることに嬉しさを感じつつも、あまりからかうと本気で怒られそうなので素直に答える。

「もう一人の先輩が偽者であることを暴あばきたいと思っています」

「……厳しくない？　私の目から見ても偽者と呼べる要素は限りなくないと思う」

　たしかに虚像が偽者の夕ゆう凪なぎ茜あかねだと主張したところで誰も耳を傾けてくれないだろう。ましてや嫌われた俺の言葉なんてないものとして扱われるだけ。信じてもらうにはそれ相応の根拠が必要だ。

　そしてその根拠を、ここまでの三つの相談で発見した。

　先輩と虚像には能力面で差があることを。

　これまでずっと容姿や性格を見て虚像のコピー性は完全だと思っていたが、それは違った。

　ポスター作りのときもクッキー作りのときも先輩のものは人間らしい欠点が窺うかがえたが、虚像のものは粗探しが難しいほど上出来だった。よく考えてみれば元々先輩は完璧な自分を求めて少女像に祈ったのだから能力が同じなはずがない。

　その相違が、偽者と断定する説得力に繫つながると考えたのだ。

　だが、それをそのまま言うとまたへそを曲げてしまうので言葉を変換して伝える。

「いえ。先輩ともう一人の先輩の間には違和感があります」

「違和感？」

「たとえば今まさに目の前で行われてるテニスの試合。たしか前の雑談で、中学の頃は部長を務めるほどバリバリに活動してたけど高校に進学してからはあまりしていないって言ってましたよね？」

「まともにしたのは高一の授業が最後」

「にもかかわらず、もう一人の先輩は現役選手と渡り合えてる。普通ブランクがあればあそこまで良いい勝負はできませんよね」

「あのくらい余裕だし」

「強がらないでください。素しろ人うとや新入部員相手ならその言い分も通りますけど、主将を務めてる相手にそれは無茶がありますよ」

「ほんとのことだもん」

「……まぁ要するにそれが違和感というわけです。疑問を抱いていない周りの様子からそれで偽者だと証明するのは無理そうですけど、他になにか決定的な違いを見つけられれば解決に近づけるんじゃないかって考えたんです」

「…………」

「そしてそれには先輩の情報が必要です。先輩的にはもう一人の自分と比べられるわけですからきっと嫌な気持ちになると思いますが、ここは協力してほしいです。お願いします」

「…………まぁ私のためにやってくれるんだし。遠とお也やくんを信じる」

　不機嫌な顔は変わらないが、なんとか了承してくれて助かった。

　それからしばらくして試合が終わった。スコアボードを見ると僅差で主将の勝利。

　二人はネットに近寄っていき何事か話をしたあと、テニスコートの出入り口に向かって歩く。

　虚像がフェンス外に出たところで、主将は荒い息遣いのままお礼を言う。

「夕ゆう凪なぎさん、試合してくれてありがとう！　おかげで良いい練習になったよ」

「うん。私も久しぶりに運動できてさっぱりした。またいつでも呼んでね」

「もういっそのこと、テニス部に入らない？」

「お誘いは嬉しいけど、ちょっと時間がないから難しいかな。ごめんね」

「ははは、夕ゆう凪なぎさんは人気者だもんね～」と苦笑いする主将。内心では残念がっていることがありありと窺うかがえた。

　虚像は主将と別れて俺たちの元に来た。少し息が上がっている。

「長い時間待またせちゃってごめんね。相談の内容を聞かせてくれるかな」

　今の今までべつの相談に乗っていたのにあまりにも早すぎる思考の切り替えだ。

「先輩はさっきまで激しい試合をしていたんですから、そこまで慌てなくても大丈夫ですよ。せめて着替えてからにしましょう」

　俺が心配しているのは虚像の体調ではなく、彼女が着ている派手なテニスウェアだ。普段でも目を惹ひく容姿なのに今の姿だと尚なお更さらに目立つ。見かけた生徒が軽はずみに声を掛けてきて相談の邪魔をされるのは避けたい。

「心配してくれてありがとう。でもこう見えて体力あるから大丈夫だよ。それにこれ友達からの借りものだけど、すぐすぐ返さないといけないわけじゃないから。一度着たから洗わないとだしね…………あっ、もしかして汗が臭っちゃうかな!?」

　慌てた様子で自分の脇あたりをくんくんと嗅ぐ仕草に、思わずうなじやら首筋を伝う汗やら煽せん情じよう的な部分に自然と目がいって変に意識してしまう。

「うっ!?」

　不意に脇腹を突かれて隣を振り向くと、気づけば先輩がジト目をこちらに向けていて。

「えっち」

「────ッ！　ちが……」

　続けて出そうになった声を止め、代わりにぶんぶんと首を振る。が、先輩の疑惑の目は変えられない。

「そう、安心したよ～。じゃあこのままで相談に乗るね」

　その間にも俺の動作を勘違いした虚像が相談態勢に入ってしまう。

　この状態ではとても会話に集中できない。空気を変える意味でも一旦場所を移そう。

　辺りを見回すと校舎横のベンチが目に入った。すぐさま「立ち話もなんですし」と誘導する。

　虚像が端っこに腰を下ろして俺も座ろうとしたら、すかさず先輩が虚像の隣を陣取って目を細めてくる。

「なにか問題でも？」

「…………」

　やっぱりさっきのでさらに機嫌を損ねてしまったか。

　しかたなく先輩を真ん中に挟む形で座った。

「それで。相談は何かな？」

　先輩のツーンとした態度に少々気を取られつつも、目的に入る。

「そのまえに先輩のことを知りたいです」

「私のこと？」

「はい。相談があると伝えておいてなんですけど、今さら言うのが恥ずかしくなってきて……もし先輩が自分のことを教えてくれるなら俺も心を開きやすくなるかなと思ってて。雑談程度のことでいいんですけど」

　まずは現状で先輩と虚像の記憶にどれだけの相違があるのかないのかを調べる。

　前に深ふか森もりと行った相談の際に、百相百解の清乙女を信じた者は先輩の姿が見えなくなると同時に虚像が現れた日から現在に至るまでの先輩に関する記憶も消えると踏んだが、先程テニス部主将が虚像の強さに微み塵じんも違和感を抱いてなかったことからそれは間違いで、先輩の記憶が消えただけではなく虚像の噓の記憶にまるっきり書き換わっている可能性も出てきた。

　もしもそうであれば、もはや姿形が同じだけの別人となり、違和感の証明なんてできるはずもなく俺の策は潰ついえたも同然だ。また取り返しのつかなくなるまえに知っておきたい。

　気を悪くした様子のない虚像が首肯したのを確認したのち、質問を始める。

「じゃあベタですけど、先輩の好きな食べ物って何ですか？」

「甘いもの全般好きだよ」

「その中で特にこれっていうものはあります？　あれは毎日食べても飽きないみたいな」

「毎日って言うとそうだなぁ……駅前のシュークリーム専門店の抹茶シューがそれに当たるね」

　意見が同じかどうか確認するため先輩に顔を向ける。

「あれは絶品です。あと苺いちごシューも捨てがたいです」

　顔を合わせず不服そうな敬語口調ながらも、ちゃんと答えてくれてホッとする。

「へぇーそんなところがあるんですね、知らなかったな。いつから好きなんですか？」

「初めて店に寄った時からだから高一の頃だね。部活の人たちと一緒に行ったんだ」

「合ってます。玲れい奈なが教えてくれました。それから私はシューの虜とりこです」

　ここまで細かく合っているとなると、どうやら食べ物に関しては相違なさそうだな。

　会話に不審さが出ないよう、食べ物のことを少しだけ続けてから別の話題に移る。

「次は趣味について聞きたいです」

「趣味かぁ。最近は相談の合間に読書をするぐらいかな」

「俺も好きですよ読書。何のジャンルを読むんですか？」

「今読んでるのはファンタジー小説だよ。異世界の生活とか風景とかに憧れるんだ」

「ファンタジー……ですか？　ミステリーじゃなくて？」

「ミステリーは読んだことないなぁ。どうしても暗いイメージや難しいイメージがあってなかなか手に取れないんだよね」

　ここで明確な違いが表れた。その系統は先輩との雑談で聞き覚えがない。

　先輩に真相を確かめると。

「ファンタジー小説はミステリーにハマる前によく読んでて、たしかにミステリーついてはその考えでしたが、旧校舎に行きはじめてその物もの憂うげな雰囲気とマッチしそうという理由でジャンル開拓したのち好きになりました」

　つまり虚像の記憶は少女像に祈る前の先輩と同じというわけか。

　そのあともいくつか質問を続けていった結果、ここ二週間に関しての思考の違いはあったものの、それより以前については相違が見られなかった。

　記憶が書き換わるという憶測が杞き憂ゆうで済んで一安心したが、新たな疑問も出てくる。

　どうしてテニス部主将はあんなに平然と虚像の強さを受け入れたのか。過去の記憶が同じならば虚像にブランクがあり技術が衰えていると思うのが普通のはずだ。

　きっと何か理由があるに違いない。

　その方向の話題を振ってみる。

「そういえばさっきのテニスの試合めちゃくちゃ凄すごかったですけど、経験があるんですか？」

「うん。中学三年間やってたよ」

「高校に入ってからは？」

「えーと…………たぶん二年前に授業でやったぐらいだね」

「それなのに現役選手と渡り合えるなんて凄すぎますよ」

「今日の練習試合の相談は前々から受けてたから、お家うちの庭で少し練習をして勘を取り戻したの。教わったフォームとか意外に体が覚えてるものなんだって自分でも驚いたよ」

　なるほど、練習したときたか。

　たった数日で昔の力量が復活するなんて信じがたいが、それなら主将が疑問に思わないのも変ではない……か…………。

「…………」

「なにか気になったことでもあるのかな？」

「あ、いえ。やっぱり先輩は凄いなぁと思っただけです」

　少し腑ふに落ちないものの、先輩と虚像の記憶が同じだということは分かった。

　先輩のつまらなそうな態度が濃くなってきたし、お喋りはここまでにして相談に入ろう。

「雑談に付き合ってくれてありがとうございました。先輩と話してたらなんだか恥ずかしい気持ちが和らいできましたよ」

「それはよかった。相談の内容を話せそうかな？」

「はい。……その俺、何をやってもダメダメな人間で最近自信が失くなってるんです。勉強もできるほうではないし、友達付き合いも上う手まくいかなくて……」

　ここからが本題だ。

　俺が考えた先輩と虚像の相違を証明する方法。

　先輩の苦手なことを虚像にやらせるのだ。

　自分が不得意なことを人に教えるのはまず不可能。しかし深ふか森もりの件から、虚像はどんな手を使ってでも相談を解決することが分かった。加えて他人の手を借りないことも承知済み。

　だから次はそれを逆に利用して、解決できたこと自体が変であると証明する。本人が苦手なのにどうやって解決してあげたのか、と周りの人間が違和感に気づけばこちらの勝ちだ。それに解決できなければできないで百相百解の清乙女が噓となる。

　俺は相談を続ける。

「だから苦手なことを克服できれば自信が持てると思うんです。でも一人じゃ難しいから先輩の力を借りたい。お願いできますか？」

「もちろんだよ。だったら君が自信を持てたと思ったら解決でいい？」

「はい」

「それじゃあ早速、君の苦手なことを教えてくれるかな？」

「多々あるんですけど、一番は────音痴です」

　そう答えた瞬間、ずっと顔を合わせてくれなかった先輩がバッとこちらを振り向き、顔を真っ赤にして睨にらんでくる。────嫌なことを思い出させてすみません……。

　以前の話だ。深ふか森もりの件で放課後会えないことを事前に伝えようと朝の時間に旧校舎に行ったとき、暇つぶしだったのだろう教室の中で先輩が歌を熱唱していた。

　お世辞にも上う手まいと言えないほど音程がバラバラの歌唱力で。

　そのあと密ひそかに聴いているのがバレて一ひと悶もん着ちやくあったのだが、それは措おいておくとして。

　あの状態で人に教えることは不可能だから、また異次元の力を使ってクリアしてくるはずだ。

　そのおかしな状況が虚像を偽者だと暴あばく糸口になればいい。

　虚像はベンチから立ち上がる。

「了解したよ。歌は積み重ねが大事だからまずは練習方法を覚えることから始めよう」

　気後れした様子がないから、やはり先輩のように音痴ではなさそうだ。

　なんにせよ、この場で始められるのは不都合だ。目的を遂行するためには深ふか森もりを証人として連れていったようにその場面を誰かに見られる必要がある。

　より違和感に気づいてもらうためには音楽関係に詳しい人が適任だ。吹奏楽部あたりなら部活で学校にいるだろう。

「すみません。練習風景を人に聴かれるのは恥ずかしいので、できれば人目のないところ……欲を言えば防音のある部屋でやりたいです」

「ああそうだよねっ、配慮が足りなくてごめんね！　……音楽室が使えないか一緒に頼みに行ってみようか」

「お願いします」

　事が順調に進んでいって安あん堵どしつつ、虚像が昇降口に向かった隙を見て不満たっぷりの視線を向け続けてくる先輩に頭を下げた。
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　三人で音楽室がある特別棟の三階に行くと、教室に近づくにつれてピアノやフルート、トランペットなど様々な楽器の音色が聞こえてくる。

　防音の壁を無視した壮大さからして合奏中のようだ。

　演奏が終わるまでひととき待ったあと。

「顧問の先生を呼んでくるから少し待っててね」

　俺が頷うなずくと、虚像はドアを開けて教室の中に入っていく。

　そして二十秒も経たたないうちに戻ってきたものの、伴っていたのは三年生の女子生徒だった。どうやら顧問は出払っているらしい。

　隣にいる先輩が「部長の紗さや香かだよ」と教えてくれる。二つ結びにして肩まで垂らした黒髪に、愛あい嬌きようのある垂れ目が印象的だ。体育系の部活顔かお負まけなほどバリバリ活動している吹奏楽部にしては大人しそうな部長だな。

「紗さや香か、部活中にお邪魔してごめんね。ちょっと紗さや香かにお願いがあって来たの」

「大丈夫だよ。ちょうど合わせが終わって今からは休憩にしようとしてたところだから。茜あかねがお願いしてくるってことは相談関係？」

「うん。今この子の相談中なんだ」

　部長は俺の姿を捉えた瞬間、驚きからの警戒に顔色を変えた。

　すぐに虚像の腕を引いて俺に背を向ける。

「茜あかね、たしかあの子って不良でしょ。大丈夫なの？」

　押し殺した声だが通る美声も相まってこの距離だと筒抜けだ。今やこの流れも慣れっこなのでどうとも思わないが、やはり面倒くさい。

　しかしさすが百相百解の清乙女。部長の心配を物ともせず一片も明るい表情を崩さない。

「何も問題ないよ。悩んでる人がいて私に出来ることなら力になってあげないとだからね」

「……茜あかねがそう言うならいいんだけどさ…………」

「それでね、彼ちょっと歌唱に不安があるみたいだから歌声が上達する練習法を教えたいと思ってるんだ。機材部屋あたりを貸してくれると助かるんだけど、どうかな？」

「休憩明けにパート練習しようと思ってるから、それまでなら全然自由に使ってもらっていいけど……」

「ほんと！　ありがとう」

「その練習法って茜あかね直々に教えるの？　動画を見せるとかじゃなくて？」

「そうだよ」

　逡しゆん巡じゆんする素振りすら見せない虚像に部長は若干困惑した様子だ。どうやら先輩が音痴であることは知ってそうだな。

　その練習法とやらは先輩も知っているのか、こそっと本人に確認してみる。

「先輩。もう一人の先輩はああ言ってますけど、先輩もその練習法は知ってるんですか？」

「逆に聞くけど、私が知ってると思う？」

「……すみませんでした」

　確実に失言だった。

　部長は悩んだ様子でチラチラと不信の視線を俺に向けたあと。

「ねぇ茜あかね、私も一緒に居ていい？」

「一緒に？　見学したいってこと？」

「まぁそうかな。ほら、もしかしたら力になれることがあるかもしれないし」

「それはありがたいけど……でも…………」

「あ、俺のことは気にしないでください。一人ぐらいなら見られても大丈夫です」

「そう？　分かった。じゃあ紗さや香かも一緒に居てもらおうかな。もし私が間違ってることを言ったときは正してもらえると助かるよ」

「うん、任せて……」

　協力したい気持ちは本心だろうが、それよりも虚像と俺を二人きりにすることのほうが心配なのだろう。とことん信用性がないな。

　だがこの展開は好都合だ。部長を務めるほど音楽に詳しい人なら偽者の違和感が伝わるはず。

　話がまとまったところで機材部屋に移動する。音楽室を経由しないと入れないため休憩していた部員たちからのジロジロとした視線が痛かった。

　音楽室同様に穴の空いた吸音材の壁に囲まれた機材部屋は、色々な種類の楽器があることはもちろん、びっしりと楽譜の詰まった資料棚やスピーカーなどの音響機器も置かれている。

　そんな雑多な部屋の様相に感想を漏らすことなく虚像は俺のほうを振り向く。

「よしっ。時間が限られてるから、早速練習法を教え……」

「すみません。その前に先輩にしてほしいことがあります」

　ただ練習法を話すだけでは『以前に調べた』という一言で違和感は払ふつ拭しよくされてしまう。

　それよりももっと明確におかしいと断定できる手っ取り早い方法がある。

「先輩の生歌を聴いてみたいです。校歌の一番だけでいいのでお願いできませんか？」

　ここまでの虚像の余裕な態度からして音痴でない可能性が非常に高い。

　そのことを部長の目の前で暴あばく。

「ちょっと君ね、いきなり伴奏なしで歌えってのは厳しい……」

「紗さや香か、私は平気だよ」

「え、でも茜あかねってほら……」

「心配しないで。それに教える立場が恥ずかしがってたら習うほうも戸惑っちゃうからね」

　そう言って気持ちを整えるように目を閉じて深呼吸をしたあと、肩幅に足を開いて歌う姿勢に入る。

　ふぅーっと長い息をついてから遠くのほうを見つめるように視線を上げた。

　そして声を出す。

「────！」

　そのアカペラは、まるでコンサート会場にいるみたいに部屋全体に響き渡る明瞭さで、とても堅苦しい校歌だとは思えないぐらい澄んでいる。どんなに音楽への興味がない人でも一聴しただけで上う手まいことが分かるほどに。

　一分強で歌い終わり、虚像は少しだけ照れた表情をする。

「どうだったかな？　何かの参考になれたのなら嬉しいけど」

「あ……はい」

　思わず聴き入ってしまっていた。まさかここまで歌唱力があるとは嬉しい誤算だ。

　横目で他の人の様子を窺うかがうと、先輩はぶすーっと不満そうな表情を浮かべており、部長は口をぱっくり開けて明らかに驚きよう愕がくしている。

　部長はすぐに虚像に詰め寄った。

「茜あかねっ、一体どうしたの!?　去年の合唱コンクールの時とは大違いじゃない！」

　やはり先輩の音痴は周知の事実だったらしい。

　思惑通りの流れで密ひそかに拳を握る。──よしっ、違和感は与えられた。これだけで虚像が偽者だと思われるまでには至らないだろうが、この一件が部長を通して他に伝わっていけば何いずれ誰かが虚像の人外的な部分に怪しさを抱いてくれるだろう。

「あのとき恥をかいて以来、毎日お家うちで練習してるの」

　──はっ、安直な回答だ。家での練習だけであんな綺麗な歌声を出せるわけがない。ましてや独学でなんてとても。もっとマシな噓をつくんだな。

　そう心の中で嘲あざ笑わらったが、しかし。

「へぇーそうだったの！　やっぱり茜あかねはすごいなぁ」

　なんということか、部長が示したのは称賛と納得だった。

　しかもそれだけでは終わらず、「初めは色々と心配でそばにいたけど、まさか茜あかねがこんなに上う手まくなってたなんて。茜あかねのいう練習法って一体どんなものなの？　もしかしたら演奏する上で活いかせるかもしれないから知りたいっ」と教えまで請こいはじめる。

　期待していた疑念を抱く展開とは違って焦あせり、咄とつ嗟さに二人の話に割り込んだ。

「ま、まさか冗談でしょう。本当は何か専門的な場所で習ってるんじゃないんですか？」

　これで実はそうなんだと答えれば、どこにそんな時間があるのかという違和感になるが。

「ううん。私がしてるのはお家うちでも簡単にできる練習だけだよ」

「……またまた～。先輩みたいなプロ級の歌声を出すには不十分でしょう」

「最初は信じられないかもしれないけど、これが本当のことなの。特殊なことは必要なくて毎日の積み重ねが何よりも大切なんだよ」

「でもさすがに……」

　あれこれと疑問を投げかけるが、虚像は意地でも認めないどころか反対に諭してくる。

　ああ言えばこう言う姿勢にとうとう我慢ならず────

「たかがそれだけの練習であの酷さが改善するわけがねぇだろっ！」

　本心が口から出た。

　数瞬後、目を剝むいて驚く虚像と部長をみて自分が放った言葉に気づき、おそるおそる隣を向く。

「……ごめんね……下手くそでごめんね……」

　先輩が羞恥を抱いた涙目でふるふると震えていた。

　──や、やっちまった……！

　そういう意味で言ったわけじゃないとすぐに否定したいが、そばに二人がいて声を出せない。

「君が茜あかねの何を知ってるの？　努力した人を疑うなんて最低だよ」

　取り乱している間にも、部長が顔に嫌悪感を滲にじませてくる。……まずい。これでは深ふか森もりの時と同じで俺のほうの一方的な悪で終わってしまう。

　すぐに「すみません。あまりにも美しい歌声だったのでつい疑ってしまいました」と謝るも遅く、剣けん吞のんな空気は変えられなかった。

　虚像が「私は気にしてないから大丈夫だよ」と宥なだめたものの部長の俺に対する態度は変わらず、そのあとは重い空気の中で虚像の指導を受ける羽目になった。

　腹式呼吸から始まり、長く息を吐き続けるロングブレス法や母音の口の形を繰り返し行う表情筋トレーニングからの、早口言葉を繰り返し発音することで口の中の筋肉をアップさせる滑舌・発音トレーニングもやらされた。

　無益な時間を費やされることに俺が憮ぶ然ぜんとした気持ちでいる中、

「赤巻紙青巻紙黄巻紙赤巻紙青みゃき…………うぅ……やっぱりまずはゆっくりしよう……赤巻紙、青巻紙、黄巻紙……」

　隣にいる先輩はメモを取りながら至極マジメに取り組んでいた。




「ふっ……ふっ……」

　晴天下の中、グラウンドを疾走する。

　五十メートルの距離をゴールまで一直線に駆け抜けた。

　両膝に手を当てて乱れた呼吸を整えていると、ゴール付近でストップウォッチを片手に持った虚像が早歩きで近寄ってきて快活に褒めてくる。

「またタイムが縮まったよ！　君は吞み込みが早いね」

「ありがとうございます……」

　笑みを返すが、嬉しい感情はまったく湧いていない。

　制服にじっとりと汗が染しみ込こむ。こんなことになるなら体操服を持ってくればよかった。

　やっと音痴克服の練習法を一通り学び終わって音楽室の機材部屋を去ったあと、虚像は相談が解決したかどうかを確認してきた。

　しかし当然、あんな失敗に終わったまま引き下がることなんてできず、まだ他にも苦手項目があると相談を続けることにした。先輩に訊きいたところ短距離走も苦手らしく、先ほど陸上部が練習しているのを視認していたこともあって今度はそれで挑戦しようと思い立ったのだ。

　現在、グラウンドの余ったレーン端を借りて虚像の指導を受けている。

　そしてまたもや経験歴があるみたいに、正しいフォームや腕の振り方の細かな部分のアドバイスをしてきた。さらにお手本と称して走ってもらっても一切乱れのないフォームでタイムも男子顔負けなほど速い。明らかに違和感だらけだ。

　俺の目的は足が速くなることではないからバカ正直に付き合う必要はないのだが、証人となってくれる陸上部員たちは顧問の指導でこちらに関わる暇がなさそうなのだ。

　しかし何人かがチラチラとこちらを見ている感じ虚像の違和感には気づいていそうだから、休憩などの自由な時間が訪れるまでこうやって虚像の言うとおりに動いている。

「この調子でもう一本行ってみよっか！」

「はい……がんばります……」

　スタート位置に戻ろうとしたとき、遅れて先輩がゴールしてきた。

　荒々しい息をつきながらよろよろとした足取りだ。苦手なことだし制服姿なので、てっきり今度は見守るだけだと思っていたが、なぜか歌の件と同じで真面目に参加している。

　虚像にバレないようこそっと声をかけた。

「大丈夫ですか？　先輩まで無理をする必要はありませんよ」

「……いいの……苦手なことをそのままにしておくのは恥ずかしいから……」

「……えーとさっきも説明しましたけど、音楽室で言ったことは先輩を貶けなそうとしたわけじゃなくてですね……」

「……いいの……分かってる……私がやりたいだけだから……」

　虚うつろな目をしてそう言う。完全に根に持っている。変な闘争心を刺激してしまって申し訳ない気持ちで一杯だ。

　それから先輩とともに何本か走ったあと、ようやく陸上部が小休憩に入った。

　そして思ったとおり、すぐに三年生と思おぼしき複数人が虚像に近寄っていき、驚いた様子で口々に先程の走りについて訊ききはじめるが。

「お家うちで走る姿勢を一から見直したら上達したの。あとは毎日の登下校でランニングする癖をつけてるぐらいかな」

　その言葉に対するみんなの反応は、またしても称賛だった。

　負け惜しみとばかりに先程の規格外のタイムを正確に伝えて違和感を煽あおったが、より賛美の声が増すばかりで結局のところ音楽室の状況と変わらなかった。




　場所は変わってダンス部の部室。

「はっ……はっ……」

　部員たちの中に交じって、陽気な音楽とともにダンシングする。走った疲労の中では体力的にきつい。

　そして何より精神的にも。

　結論から言うとまたダメだった。

　初しよっ端ぱなみんなの前で虚像にダンスを披露してもらったが、元気ハツラツと踊るさまはどこかのアイドルかと思うほど可か愛わいく且かつ洗練されていた。

　それを見たみんなの反応は拍手喝采だった。

　目的が早々に絶たれたが、部活中にお願いしておきながら止やめるなんて真ま似ねはできず、俺は何のために……と自問自答しながら黙々とダンスを続けている状態だ。

　先輩は体力の限界が訪れたようで、終始部屋の隅っこで体育座りをしながら手拍子だけを繰り返していた。
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　夕方五時。廊下の窓からは焦燥感を駆り立てるような憂鬱な夕日が差し込んでいる。

「はぁー、抹茶とお菓子美お味いしかったな～。やっぱり礼儀作法をしっかりすると美お味いしさも格段に違うものになるよね」

「そ、そうですね……」

　茶道部を出てすぐ、疲労で壁に凭もたれかかる俺をせせら笑うかのように虚像は平然としている。

　偽者だと分かってもらえるような決定的なものは未いまだ摑つかめない。

　もはや先輩が苦手以前にやったことのないものにまで手を出した。卓球や弓道、書道の様々な部活にお邪魔したが、虚像はどれも上級者レベルの実力を見せた。

　俺の目からみれば明らかに常人のそれではないが、みんなは（最初こそは驚くものの）あの百相百解の清乙女である夕ゆう凪なぎ茜あかねだから当然というふうに納得する。違和感を違和感として受け取らず、すべてが称賛に変わった。

　虚像は天井に向かって大きく両腕を上げて背伸びする。

「んー、色々とチャレンジしたね。どうかな？　自信はついた？」

「……いえ、まだ────」

「遠とお也やくん、もう今日は止やめよう。これ以上続けてたら本当に倒れちゃうよ」

　不安視する先輩に、少しだけ口角を上げて『大丈夫です』の意思を示す。

　まだ寄っていない部活は多々ある。虚像と一対一で行動できるこの貴重な時間を無駄にしたくない。

　さて次はどこに行こうか……と考えはじめたときだった。

「遠とお也や」

　不意に背後から名前を呼ぶ声が聞こえて振り返る。

　そこには仁王立ちしている姉貴の姿があった。

　思わず「げ……」と顔が歪ゆがんだ。見つかると厄介だからバスケ部が練習する体育館や職員室近くは避けていたのだが、こんな関係のない所で鉢合わせするとはなんと運が悪い。

　姉貴は虚像に向く。

「夕ゆう凪なぎさん。松まつ野の先生が用事あるみたいだから職員室に行ってもらえる？」

「あとでも大丈夫ですか？　今は彼の相談の最中なので」

　姉貴は俺に視線を戻して顔をしかめた。

「何を相談してるのかは知らないけど、もういいでしょ。夕ゆう凪なぎさんは用事があるの」

「べつに急用ってわけじゃないんだろ。もう少しで終わるから邪魔すん……」

　言葉を言い終えないうちに、姉貴がそばまで寄ってきて次の瞬間。

　パァンッと自分の左頰から鋭い音が鳴った。

　遅れてやってきたヒリヒリした痛みとともに苛いら立だちが湧き立つ。

「いきなり何すん──」

　突然の暴行を非難しようとしたが、姉貴の顔をみて自然と声が止まった。

　いつもの冗談半分の怒りとは違う、本気で怒りを感じているときの教師の顔だったから。

　思わず言葉に詰まってしまうと、虚像が慌てた様子で間に入ってくる。

「先生っ、彼を責めないでください。彼は一生懸命に自分の悩みと向き合っていただけで！」

「夕ゆう凪なぎさんが気にする必要はないわ。相談はもう大丈夫だから自分のことを優先して」

「でも……」

「そうでしょ、遠とお也や」

「人の意見を勝手に決めつけ──」

　答える途中で、先輩が俺の腕にしがみついてきた。

　色濃い心配が表れた顔で見上げ、哀願するように何度も横に振る。

「…………っ」

　気遣わせてしまった自責が俺の中の反発心を奪った。

　苦々しくも小さく頷うなずくと、虚像がどこか言い出しにくそうに訊きいてくる。

「じゃあ相談は解決したってことでいいかな？」

「はい……ありがとうございました……」

「私は迷惑とか全然思ってないから気に病まないで。また何かあったら相談してね」

　虚像が俺だけに聞こえる声でそう言って階段を下りていったあと、姉貴は腕組みをして怒りを露あらわにする。

「夕ゆう凪なぎさんを連れ回して部活の邪魔をしてるって苦情がたくさん来てる。何か弁解はある？」

「……俺はただ相談に乗ってもらってただけでそんな意図はない」

「あんたはそうでも周りの捉え方は違うの。前にも言ったけど自分の立場を自覚しなさい。でないとずっと孤立したまま惨みじめな学校生活を送る羽目になるわよ」

　言い返したかったが、したところで押し問答が続くだけで状況はもう覆せない。

　それに本当に俺のためを思って𠮟しつ咤たしているのが分かるからこそ余計に聞き入れるしかなかった。入学式の日の件だって姉貴が必死に庇かばってくれたから停学の日数が縮まったのだ。とても忠告を撥はねつける権利なんてない。

　悔しくも目を伏せて「悪かった……次からは気をつける」と反省すると、姉貴は黙って俺のことを見続けていたが、しばらくして小さく息をついた。

「もう今日はこのまま帰りなさい。罰として晩飯は豪勢なものを用意しとけ」

　最後にくしゃくしゃと乱暴に俺の頭を撫なでていってから廊下を去っていった。

「遠とお也やくん……」

「……あはは、怒られちゃいました」

　気丈に振る舞うが、俺の下手な虚栄心では先輩の気持ちを騙だますことはできず、居心地の悪い沈黙が流れてしまう。

　やがて先輩はどこか寂しそうな笑みを浮かべた。

「帰り道でちょっとだけ寄りたいところがあるの。一緒に行ってくれるかな？」
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　先輩に連れられるまま市民公園にやってきた。

「わぁ、綺麗だね」

　大きな池の真ん中を通っている観覧用の木道を渡りながら先輩が声を上げた。

　辺りには何十万本という数の花はな菖しよう蒲ぶが咲き誇っている。日が傾きはじめた薄闇の中、白や紫などの多種多様の花弁が点在する置きライトの光で淡く輝き、まるで御お伽とぎの世界みたいな幻想的な風景を醸かもし出だしている。

「去年もおじいちゃんたちと一緒に観みに来たんだ。やっぱり今の時季が見頃だね」

　俺たち以外にもちらほらと人の姿があった。よりライトアップの効果が鮮明になる夜になればもっと多くなるだろう。

　そんな益やく体たいもないことを考えていたら、先を行く先輩が申し訳なさそうに言う。

「無理に連れてきちゃってごめんね。今は花を観みて楽しむ気分じゃないよね」

　しまった。つい雑念に囚とらわれて返答できていなかった。

「そんなことないですよっ。姉貴に怒られるなんてしょっちゅうですから全然落ち込んでいません！　……ただ自分の作戦が失敗に終わっていじけてるだけです」

　前回に引き続き、先輩の状況を変えるその糸口でさえ見み出いだせなかった。昨日の夜に抱いた決意を踏みにじられたように、思考はまた解決という出口の見えない迷宮を彷徨さまよう。

「あれだけ協力してもらったのに不ふ甲が斐いない結果になってしまってすみません…………でもおかげで新たに分かったこともありましたし、次に試したいことも思いつきました。今度こそは解決してみせます！」

　焦あせりや迷いを悟られないよう、なるだけ明るく力強い声を意識する。これ以上無用な不安を抱かせたくない。

　しかし先輩はどこか悲しみが見える微ほほ笑えみを浮かべたあと、背を向けて。

「遠とお也やくん、もう諦めよう」

「え……」

　その唐突な一言は、周りの景色と人声を忘れさせてしまうほどに衝撃的だった。何のことか分かっているくせに「諦めようって何を……？」と聞き返せずにはいられなかった。
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　そんな俺の心を見透かしていたのか、独り言のように続ける。

「これ以上はいたずらに遠とお也やくんの時間を奪うばかりじゃなくて、立場までも悪化させることになる。そんなこと私は耐えられない」

「待ってください！　本当に今日のことはなんとも思っていません、先輩が俺の身を案じる必要はないですから！」

「それだけが理由じゃないの。今日、もう一人の私を見ていて感じたんだ。彼女は未熟な私に代わって一生懸命動いてるだけなんだって。みんなの笑顔や感謝する言葉は本物で、とても彼女が悪には見えなかった」

「それは……」

　認めたくはないが、先輩の言いたいことは理解できてしまった。虚像が誰かを不幸にしたり貶おとしめたりしているわけではなく、意地悪な俺の相談に耳を傾けるほど真摯に相談に乗っているだけだと。

「元々は私がみんなの悩みを解決したくて始めたことだから今の状況は喜ばしいことでもあるんだよ。遠とお也やくんが敵対する必要も、そのことで深く思い詰める必要もなしっ」

「でもだからって……！　先輩が消えていい理由なんてどこにもありません！」

「これは私が自分で招いた結果だからしょうがないよ」

「そんな簡単な言葉で済ませないでください！　先輩は悪くないっ、ただ悩みを打ち明けただけでこんな状況になるなんてあまりにも理不尽です！」

「でもね、そのおかげで遠とお也やくんと出会えたわけだし、悪いことばかりじゃないよ」

「話を逸そらさないでください！　俺は納得できな────」

　言葉の途中で、先輩は振り返りざまこちらに歩み寄ってくるとそのまま俺を胸に抱きしめた。

「ありがとう遠とお也やくん。いつも私のことを大切に想おもってくれて」

　頭上から聞こえてくる、穏やかな声音。柔らかい胸の感触や仄ほのかな体温が心に募った悔しい感情を上書きしてくれることはなかった。

「お礼なんて言われる道理はないです！　俺はまだ何一つとして力になれてな……」

「ううん、それは違うよ。遠とお也やくんがそばに寄り添ってくれたことが私の沈んだ気持ちをどれだけ変えてくれたか…………遠とお也やくんの姿を目にするたびにね、心に安らぎや勇気が湧いてくるんだ。ああ私はひとりじゃないんだって、ちゃんと私のことを見てくれる人がいるんだって。世界にひとり取り残されたような寂しさは胸を躍らせるほどの期待に変わったんだ」

　感じ入るように、背中に回された手がより俺の体を抱き寄せる。

「放課後に会いに来てお喋りしてくれて、こんな現実味のない話を信じて問題解決に一生懸命動いてくれて、そして私のことを夕ゆう凪なぎ茜あかねだって言ってくれてすごく嬉しかった。これまでに遠とお也やくんがくれた温かい想おもいがあったからこそ、心に巣くっていた孤独感は消えて今の前向きな気持ちを取り戻せたの。旧校舎で出会ったあの日から私はもう十分に救われてるんだよ」

　温かい手のひらがふわりと優しく俺の頭を撫なでる。

「だからね、もう私のことで思い詰めてほしくない。今私が願うとすればそれは、遠とお也やくんが自分の時間を生きて普通の学校生活を送れるようになることです」

「…………っ……」

　すかさず口を開いたが、何の声も紡ぎだせない。

　説得する言葉が見つからなかった。気概だけ示しても先輩の意見を変えられるわけがない。むしろもっと止める気持ちを強固にさせてしまうだろう。

　今の俺には納得させられるだけの解決策も、自身の意志を押し通すだけの勇気もないから。

　しばらく抱かれたまま無言の間が流れてしまう。

　やがて先輩は気を取り直すように「よしっ」と元気よく言って俺から離れると、手を握ってくる。

「お腹なかも空すいてきたし暗くなる前に帰ろう。藤ふじ城しろ先生に怒られないよう腕によりをかけるね」

　そのままゆっくりと歩きはじめ、俺はただ手を引かれるままその場をあとにした。

　無理してでも引き止めなかったことを激しく後悔することになるとも知らずに。




　それから先輩との二度目の夜を過ごし────

　そして次の日、俺の前から先輩の姿が消えた。
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　体育館と校舎をつなぐ渡り廊下の途中で、俺は立ち止まった。

「はぁ……はぁ……」

　鉄骨の柱に片手をつき、体を折って荒い息を整える。ずっと走っていたせいで肺が破裂しそうだ。額から滲しみ出だした汗が首筋まで伝って気持ち悪い。

　校舎のほうからやって来たユニフォーム姿の生徒たちが気味悪がるような視線を浴びせてきて、無法者に関わり合いたくないというように早歩きで体育館に入っていく。

　俺はよろよろと歩みを再開させた。

　すでに旧校舎含め学校内の隅々までは見回った。あと確認していないのは外の一部だけ。

　空は鉛のような暗雲に覆われ、地面が泥濘ぬかるむほどの雨が降っている。望みはかなり薄いが、行かないという選択肢は俺の中にない。

　朝目覚めたら先輩の姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

　最初は（靴が無かったことから）外に出掛けたのだろうと軽い気持ちだったが、少しして、昨日の夜までは確かにあった衣服や歯ブラシの生活必需品が入った先輩のバッグが丸ごと無くなっていることに気づいた。

　それだけはなく、先輩が読みかけていた本に栞が挟まっていなかったり、夕食に使った食器が一セットだけ乾燥機に無かったりと、この二日間の先輩が過ごしていた形跡も消え去っていた。

　まるで全ては夢物語だったように。

　予期せぬ事態に心と体が焦燥に取りつかれ、家を飛び出すまま先輩の姿を捜した。

　これまで学校だけでなく先輩の自宅にも行ってみたが、帰っている痕跡は見られなかった。

　自宅にいないとなると、もう学校を捜すしか道は残されていなかった。そしてその僅かな希望も絶たれようとしている。

　下げ駄た箱ばこで靴に履き替え、傘も差さずに雨の中を闇雲に突っ走る。

「先輩！　どこにいるんですか!?　先輩っ!!」

　辺りに向けて大声を張るが、ザァザァと煩うるさく降る雨音に搔かき消けされるばかりで返答はない。

　どこにも先輩の姿がない状況に、家を出たときから思考の片隅にあったある一つの憶測が主張しはじめ、胸のうちに恐怖を広げていく。

　先輩が姿を消したんじゃない。

　俺の目に先輩の姿が認識できなくなったんじゃないか。

　昨日の公園で話して以降、俺は何もしなかった。虚像や怪現象に関する話は一つもせず、解決に向けての行動もしなかった。ただただ先輩の気遣いを受け取るままに過ごしていた。

　俺は心のどこかで諦めていたのかもしれない。実際に先輩の言葉に反論できず、虚像は悪でないと一度でも感じたのだから。

　言い換えればその虚像の行いを良しとした思いが、結果として百相百解の清乙女を信じたことになり、俺の目に先輩の姿が映らなくなってしまった。

　まだ先輩の記憶は残っているが、もしかしたら記憶の消失には俺の知らない段階があって、直じきに俺も……っ。

　グラウンドに入る。水みず溜たまりに足を取られて無様に転んだが気にしちゃいられない。

「先輩っ！　もし近くにいるなら何か示してください！　────そうだ、そこに落ちているサッカーボールを蹴って証明してください！」

　しかし、いつまで待ってもボールは動かない。

「先輩…………っ……」

　グラウンドをあとにして校舎のほうに走った。

　疾駆によるものではない動どう悸きがだんだんと激しくなる。

　怖い。

　先輩のことを忘れることが怖い。

　先輩との輝かしい記憶が頭を過よぎるたびに失う恐怖が全身を流れて震えさせる。

　それから校舎の周囲を捜したが、先輩どころか生徒ひとりもいなかった。

　当たり前だ。こんな大雨の中、外に出ている物好きなんて俺くらいのものだろう。

　だんだんと偶然に縋すがる自分がバカバカしく思えてきた。惨みじめにも程がある。

　体にかかる雨粒とともに精気が抜け落ちていく。

　亡霊のように途方もなく彷徨うろついていたとき、少女の祈り像の近くに来ていることに気づいて自然と足は山林の中へ向いた。

　いるわけがない。学校に着いて真っ先に確認したのだから。

　冷たく暗い林の中を進んで開ひらけた場所に着き、そのまま中心に居座る少女像に近づいた。

「……なぁ、もういいだろ。先輩を解放してくれよ」

　まるで俺のことを憐あわれむように瞳を閉じる少女に向かって言葉を漏らす。

「先輩はただ悩める人を救いたかっただけなんだ。すごく優しい人だから、弱い自分を責めてしまっただけなんだよ」

　期待に応えてあげられないことを全部自分のせいにして強い自分に変わりたいと願っただけなのに、その結果が本人を除のけ者ものにするだなんて誤認も甚だしい。

　少女像は何も反応しない。

　我慢ならずに像に向かって拳を打ちつけた。

「ふざけんなっ！　何が願いを叶えてくれる裏七不思議だ、純粋な少女の願い一つ満足に叶えてやれないくせに気取ってんじゃねぇっ」

　打ち付けた衝撃で皮膚が裂けて血が滴したたり落ちたが、一向に気にしない。

「ちゃんと先輩を見ろよ！　こんなことを望んでいないのは分かりきってるだろうがっ」

　俺に泣きすがる先輩の姿が脳裏に浮かんで心が激しく揺れる。

「……頼むから、これ以上先輩を独りにさせないでくれよ」

　みっともない八つ当たりなのは分かっている。分かってはいたが、腹の底から迫せり上あがってくる激情の矛先をどこに向けていいのか判断がつかなかった。

　叫んでも睨にらみつけても少女像はその様相を変えない。

　何も応えてくれないというのなら俺の手で破壊してでも────。

　そのとき、雨音に混じってパシャパシャという地面の水みず溜たまりを踏む音が微かすかに聞こえてきた。

　振り返ると、そこには傘を差した女子生徒がいた。長い赤髪の、よく見覚えのある顔。

「せんぱ──」

　しかし一瞬にして希望は閉ざされた。

　左腕に巻かれた包帯が目に入ったから。

　虚像は早歩きで近寄ってくると、すぐさま傘の下に俺を入れた。

「君、こんな所でどうしたの？　──手を怪け我がして!?」

「触るなっ！」

　擦り傷に触れようとしてくる手を払い退けた。虚像の手から傘が離れて地面に落ちる。

「優しい言葉を掛けるな！　先輩と同じ姿で同じ振りをするな！　お前のせいで、お前たちのせいで、今も先輩は孤独に苛さいなまれてんだぞっ」

　認めない。認めねぇっ。絶対に先輩との記憶だけは手放さねぇっ。

　だが虚像は欠片かけらも動揺することなく、あろうことか慈愛の眼まな差ざしを向けてきた。

「落ち着いて。大丈夫、なにか悩みがあるなら私が解決してあげるから」

　感情表現を搭載させたロボットのように、いつでも虚像の受け答えは変わらない。

　相談解決相談解決、もういい加減先輩を苦しめるその言葉は聞きたくない。

「だったら消えてくれよ」

　ぶっきらぼうに言い放った。

「何でも解決してくれるんだろ？　だったら今すぐに消えろよ」

「うん、分かった」

　二つ返事で承諾すると、ずいっと顔を近づけてくる。

「だけど消えろって具体的にどういうことかな？　この場から立ち去れってこと？　単に手品みたいに瞬間移動しろってこと？　それとも死ねってことかな？　ねぇどれかな？」

　以前の相談の時と同じで、何者かの意思に突き動かされたように瞳は狂気に彩いろどられる。

　その悍おぞましさに一瞬は気け圧おされたが、退ひけない気持ちがドス黒い感情を後押しした。

「決まってんだろ。この世界からきえ────」

　しかし俺の言葉は、先程よりも激しい水を撥はねる音に搔かき消けされた。

　虚像の背後に目を向けると複数人の生徒が走ってきている光景が見えた。

　そのうちの一人が逸いち早はやく傍そばまでくると、間髪入れずに強い力で俺の体を押した。

　突然のことで受け身が取れずに派手に尻もちをつく。

　見上げると、玲れい奈な先輩が目を吊り上げて激げつ昂こうしていた。

「たまたま外にいる茜あかねを見つけて、どこに行くのか心配になって来てみれば……あんた、茜あかねに何する気よっ!?」

　虚像を庇かばって抱き、声を荒らげて非難する。

　遅れて到着した面々は俺の姿を見た途端、すべての経緯を悟ったと言わんばかりに憎ぞう悪おを剝むき出だしにして無言でこちらを睨にらむ。

　その中には戸惑った表情のリョウの姿もあった。どうやら部活動の途中で駆けつけてきたようだ。

「……はは」

　悪者扱いされた絶望的な状況の中、俺の口からは乾いた笑いが漏れた。

　たまたま見つけた、か。答える選択肢を間違えたら都合よくお仲間が現れて有う耶や無む耶やになるわけだ。

　こんなもの、どうしたって敵かなわないじゃないか。

　まるで野に解き放たれた凶暴動物を遠巻きに眺めるように、皆一様に俺を危険視する。

　その中で唯ゆい一いつ顔色を変えずに平然としていた虚像がやがて声を出した。

「私は大丈夫だからみんな一旦校舎に戻ろ。ずっとここにいると風邪を引いちゃうよ」

　傘を拾い上げて玲れい奈な先輩に渡すと、俺の目の前にきて膝を折り曲げ、

「君も」

　微ほほ笑えみを浮かべて手を差し伸べてきた。

　その細くて綺麗な手を呆ぼう然ぜんと見る。

　今この手を取って謝れば、俺に囁ささやかれた不当な悪評は晴れるのだろうか。先輩が望んだ俺の幸せは得られるだろうか。

　諦観した心から迷いが生じる。

　ゆっくりと虚像の手に触れようとした──────寸前で、拳を握りしめた。

　まだ心しん奥おうに消えないで残っていた意地がそうさせた。

　無視して自力で立ち上がり、何も言わずにみんなの横を通り過ぎていく。

　それは誰の目から見ても情けない敗走だった。
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　あれから先輩と行ったことのある場所をすべて巡ったが、結局見つからずに次の日を迎えた。

　先輩のことを忘れてしまう恐怖から一睡もできずにふらふらとした足取りで学校に行くと、校門を通り過ぎたあたりで男女三人のグループの会話が聞こえてくる。

「おい、聞いたか。あいつ、また揉もめごとを起こしたらしいよ」

「聞いた聞いた。夕ゆう凪なぎ先輩を雨が降る中呼よび出だして、なんか難癖つけてたらしいぜ」

「なにそれ、めっちゃ怖。不良の考えることは意味不明だな」

「どうせ腹いせかなんかでしょ。マジで頭おかしすぎ」

「てかなんで学校に来てるわけ？　普通は停学もんだろ」

「それが夕ゆう凪なぎ先輩が庇かばってお咎とがめは一切なしだって。被害者だってのにな。やっぱ百相百解の清乙女は人間ができてるわ」

「ガチで悪あしき者ものにも手を差し伸べる聖人じゃん。オレも相談しに行こうかな」

　見渡せば他の生徒たちもこちらを見て何事かを囁ささやいていた。きっと似たようなことだろう。

　気にしていないといえば噓になるが、取り立てて憤るほどのことでもない。いつもより少しだけ耳みみ障ざわりになるぐらいだ。自分の感情任せな行動が引き金だし罰として甘んじるしかない。

「…………」

　それにしても、さすがは噂だ。あることないこと虚像に良いように解釈されている。元々俺と虚像では内容に天と地ほどの差があったから当然の帰結か。

　奇異の目に晒さらされながら昇降口に行き、下駄箱を開けると何やら中に紙が入っていたようでばらりと床に落ちた。

　紙には『消えろ』や『学校に来るな』など、その他にも人が吐いたとは思えない罵ば詈り雑ぞう言ごんが強い筆圧で書かれていた。おまけにスリッパにはその辺の床を掃いて投げ入れたようにゴミが被かぶせられている。

「……ガキのいじめかよ、くだらねぇ」

　それからも悪意は止やまず、非常に居心地の悪い生活を過ごす羽目になった。

　一時は緩んでいた教室内の偏見の目も停学明け直後に逆戻り。隣の席の橋はし田だも俺と関わりたくないようで、ずっとそっぽを向いていた。

　まるで負の感情が黒煙と化して室内に立ち込めたように息がしづらかった。

　そしてその噂が耳に飛び込んできたのは午前の授業が終わった辺りだった。

　そこら中で広がる俺への陰言に混じって聞こえてきた話。

「ねぇ知ってる？　夕ゆう凪なぎ先輩、相談部を立ち上げるんだって」

「────!?」

　信じられない内容に耳を疑い、会話をしている女子二人組に視線を向ける。

　二人は俺と目が合った瞬間、幽霊でも見たかのように顔を青ざめさせ、そのまま一緒に立ち去っていってしまった。

　肝心な経緯が聞けずに苛いら立だちと焦あせりばかりが募る。

　──虚像が相談部を立ち上げるだと。今まで個人的に活動していたものを大々的に始めれば噂のイメージは完全に定着してしまう。

　そうなればもう二度と先輩は……っ。

　事態を危ぶみ、確実な情報を求めてリョウに連絡を取ることにした。

　放課後に屋上で会いたい旨むねを書いたメモ用紙を、教室のロッカーに入れられたカバンの上に置いた。
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　ひとり屋上で待っていると、防火扉がゆっくりと開いてリョウが姿を現した。

　無視されなかったことにまずは一安心する。急な呼び出しもそうだが、リョウには昨日の無様な姿を直接見られている。俺に対して良い感情は抱いていないだろうから。

「来てくれて助かった。どうしても知りたいことがあるんだ」

　リョウは不満をつぶやくこともせず、神妙な態度で「なんだよ」と話の続きを促す。

「夕ゆう凪なぎ先輩が相談部を立ち上げるってのは本当か？」

　先輩の名前を出すと、リョウの眉が一瞬ひくついた。

「ああ。明日あした、全校集会があるだろ。そのときに壇上で宣言するらしい」

「……っ」

　俺はギリッと奥歯を嚙かみしめる。

　女子生徒の勘違いであってほしかった。しかも全員の前で宣言するなんて、それはもう噂の領域ではない。虚像の活動は周知の事実となり今以上に相談が寄せられるだろう。より学校外にも虚像の存在が広がりやすくなる。

「……そうか。部を立ち上げる訳とかって知ってるか？」

「人づてに聞いた話だけど一応。なんでも、完璧な私になりたいからって夕ゆう凪なぎ先輩が言ってたらしいぞ。もっと円滑に相談に乗れるようにじゃないか」

　完璧な私。虚像は本格的に先輩の祈りどおりの人間に成ろうとしているのか。

　なにか早く手を打たなければ取り返しのつかない状況になってしまう。

　どうすればいい？　俺に何ができる？　虚像の考えを捻ねじ曲まげることは不可能だ。どうにかして全校集会を開かせずに虚像の行動を遅延させるしか────。

「他に訊ききたいことは？」

　その問いかけで思考が中断された。

「……あ、いや大丈夫だ。助かっ……」

「じゃあ次はこっちの番だ。昨日のアレを説明しろ」

　リョウは腕を組み、ようやくいつもの不服を顔に浮かべた。

　アレが示すことは言われずとも分かったが、答えるのに躊ちゆう躇ちよする。オカルト的な話を信じてくれる保証は限りなく低いし、現場を見られているため上う手まくごまかすこともできない。

　だがリョウの問いただすような目つきには話すまで帰さないという意志が宿っていた。

　迷いに迷った挙げ句、ありのままを話すことにした。いや、話すしかなかった。もう今の俺にできることと言ったら誰かの力を借りる外ない。

　一から十までの経緯を口にしていて、改めて己の不ふ甲が斐いなさを痛感する。

　先輩にあれだけなんとかすると格好いい台詞せりふを吐いておきながら最終的には人気者の力を当てにしようとしているのだから、とんだお笑い草だ。

　しかし今は我が身可か愛わいさを気にしている場合じゃない。

　藁わらにも縋すがる思いで話し終えた。

　リョウは何と言葉を返していいか答えあぐねるように難しい顔をする。当然だ。もし立場が逆だとすれば俺は一笑に付しただろう。

「荒唐無稽な話なのは重々承知だ。だけど本当のことなんだ。頼む、信じてくれっ」

「と言われてもなぁ」

「──そうだ、これを見てくれ」

　証拠となるものが手持ちにあったことに思い当たり、すぐさまポケットからスマホを取り出してアルバムアプリを開く。

　そこにあるのは五日前に先輩とデパートを巡った時の写真だ。

　その中からツーショットで撮ったものを選んで画面に表示させ、リョウに見せる。

　昨日の状況や噂からして俺と虚像が友人関係であるわけがない一方で、直近の写真には笑顔で同じ画角に写っている。その齟そ齬ごが、先輩が二人存在することの裏付けになるはずだ。

　しかしリョウは眉根を寄せた。

「お前の写真を見せられても反応に困るんだけど」

　慌てていて別のものと間違えたかと確認するが、画面にはしっかりと先輩が写っている。

「なに言ってんだよ。ここに写ってるだろ」

「お前こそ何を言ってるんだ。どう見てもただの自撮りじゃないか」

　先輩を指差して訴えても、依然リョウは理解を示さない。この状況で茶化すはずがないから本当に見えていないようだ。

　失意にスマホを握り締める。まさか写真すらも認識されなくなるとは思っていなかった。これでは信憑性に欠けたまま俺の妄言で終わってしまう。

　他にリョウを納得させるすべを探すが、そんなものあればとっくの昔に事情を打ち明けている。百相百解の清乙女の噂を信じているかぎり、俺の言葉は届かない。

　押し黙った俺に、リョウは目を伏せて嘆息をもらした。

「百歩譲って遠とお也やの話が本当だとして。お前は何をやってんだよ？」

「……どういう意味だ？」

「夕ゆう凪なぎ先輩（本物のほうな）はお前の現状を憂慮してたんだろ。なのにお前がやってることは自らの悪評を助長することばかりじゃないか」

「それは……」

　リョウの言い分はもっともだ。俺の行動は先輩の厚意を無下にするどころか、さらに先輩を悲しませるだけで結局は未練がましい意固地でしかない。

　リョウは決まりが悪そうに頭を搔かく。

「……オレも悪かったよ。保身に走ってお前のことを無視したりして……でもこれからは遠とお也やの汚名を晴らすのに協力する。それにオレだけじゃない、深ふか森もりさんだってお前の味方だ」

「深ふか森もりが？」

　この間の一件で俺のことを嫌ったはずだが。

「ああ。昨日部活が終わったあと教室に寄ったときに、お前の机で何かをしてる深森さんを見つけて。気になって見たら、その……机に落書きがしてあって、深ふか森もりさんはそれを自前の布巾で拭ってたんだ。必死にな」

　学校全体に広がった悪意が下駄箱だけで収まるわけがない。我関せずを貫いていると思っていたが、知らないところで力になってくれていたのか。

「だからさ。一緒に夕ゆう凪なぎ先輩の想おもいを果たそうぜ。人気者のこのオレがついてるんだ。きっと上う手まくいくって」

　俺の両肩に手を置いて冗談めかしく励ましてくる。

　たしかに二人が手助けしてくれるのは心強い。

　これまでは常に一人きりの近寄りがたい雰囲気が不良の噂を助長していたが、他の人間と接することで無害性の証明になる。現に深ふか森もりが話しかけてきてくれた日は明らかにクラスのみんなの警戒心が弱まって興味に変わっていたほどだ。

　時間は掛かるだろうが、いずれ俺の噂は廃すたれてずっと求めていた普通の学校生活を手に入れることができる────────だけど。

　リョウの手を摑つかみ、ゆっくりと自分の肩から離した。

「さっきの話は忘れてくれ」

　だけど、そこに先輩の姿がないんだったら意味がない。

　それは俺の望んだ幸せじゃない。

　リョウの顔が一転して曇ったが、俺は何も言わずに屋上の出入り口に向けて歩きだす。

「おい、遠とお也やっ！」と背後からの声にも振り返らず、そのまま屋上をあとにした。




　一階まで下りた足は昇降口に進み、まるで日課のように旧校舎へと向かう。

　今さら先輩がいるなんて希望は持っていないが、ただじっとしていられなかった。

　リョウの情報で虚像が相談部を立ち上げるのは確定した。全校集会は明日の朝だ。最後の頼みの綱が切れた今俺一人でどうにかするしかない。

　焦あせりと不安が綯ない交まぜになった心境で旧校舎に足を踏み入れると、ちょうど奥の廊下から誰かがやってきた。

　それは今一番会いたくない人物だった。

「なんだ、誰かと思えば不良くんじゃん」

　俺の噂の元凶であるキノコ頭──彼かな塚づか真ま尋ひろが不敵な笑みを浮かべた。

　マッシュヘアの黒髪に、右目の泣きぼくろが気弱そうな印象を醸かもし出だしている。どことなく優等生然とした形なりだが、俺はこいつの本性が真逆であることを嫌というほど知っている。

　彼かな塚づかはこちらをジロジロと見ながら、にやっと口角を上げる。人を蔑むときの顔だ。

「なんだよ？」

「いや。居場所がこんな寂れた場所しかなくてかわいそーだなと思っただけ」

「誰のせいでこうなってると……」

「おいおい、責任の擦なすりつけはよくないなぁ。今流れてる噂は不良くんが自分で起こしたものだろ。僕は何もやってない」

　悪びれる様子もなく、ただただ孤独な俺の現状を面白がる。

　心の中で舌打ちを打つ。

　こいつと喋っていると教師や生徒から理不尽に咎とがめられた日々が思い返されて苛いら々いらするが、怒りを募らせたところで余計にからかわれるのは目に見えている。関わるだけ時間の無駄だ。

　無視して階段のほうに向かおうとすると、すれ違いざまに肩を摑つかまれる。

「おーい、どこに行くんだ？　そっちには何もないぞ」

「うるさい。お前と話してる暇はないん────ぐぁッ!?」

　振り返った瞬間、鳩みぞ尾おちに強い衝撃が走った。

　体から力が抜けて床に片膝をつく。喉奥に込み上げてきた胃液は吐く寸前でなんとか止めたが、じわじわと鈍痛が腹部全体に広がってきて堪たまらず呻うめき声が漏れた。

　膝蹴りを食らったと遅れて気づき、痛みで歪ゆがむ顔を上げて彼かな塚づかを睨にらむ。

「てめぇ、なにすん……くっ」

　俺の髪を鷲わし摑づかみにして引っ張り上げ、脅すように面つらを近づけてくる。

「入学式のあの日、不良くんがカッコいい正義感を発揮しちゃったからさ、こっちはずーっと大人しくする羽目になっちゃってストレスが溜たまりまくってるんだよね。適度にガス抜きするために物に当たってみたんだけど、これが思いのほかスッキリしないんだよ」

　足元にあったガラスの破片をガシャッと踏みつぶす。

「やっぱり反応がないとね。だからさ、代わりのサンドバッグになってよ」

「こんなことしてタダで済むと……」

「思ってるよ。例えば、こうやって──」

「ぐっ……！」

「──頰を殴るじゃん。んで、普通は傷や痣あざが残って後々面倒ごとになるんだけど、不良くんの場合は誰も問題視しないんだよね。また喧けん嘩かか何かやったのかって呆あきれられるだけ」

「そんなこと……」

「あるでしょ。もし今の状況を第三者に目撃されたとしても、一あヶの月と前きと同じで僕は自分の無実を証明する自信があるよ」

　彼かな塚づかはその小動物めいた顔に似合わない禍まが々まがしい笑みを貼りつける。

「今の不良くんは孤立してるんだから、何を言ってもだーれも信じないよ」

　その貶けなしで憎ぞう悪おが胸のうちで膨れ上がり、気力で手を持ち上げた。

　彼かな塚づかの手首を押しつぶす勢いで握り、髪を拘束する鬱うつ陶とうしい手を空中に放る。間髪入れずに胸ぐらを摑つかんだ。

　しかし彼かな塚づかは余裕の笑みを崩さない。

「あれ、怒っちゃった？　いいよいいよ。その感情のまま僕に拳を振りなよ」

「……っ」

「あはっ、できないよねぇ！　二度も同じ生徒に手を出したとあったら今度は停学どころじゃ済まないからねぇ」

　ひとしきり下げ卑びた笑い声を上げたあと、俺の手を荒々しく払い退け、土足で体を踏みつけて見下す。

「いい加減気きづけよ雑ざ魚こが。僕とお前じゃ住む世界が違うんだ」

　嬉々とした態度は消え、怒りに形相が変わる。

「なのにさぁ、僕の邪魔をしやがって……！　クソがクソがクソがぁっ！」

　癇かん癪しやくを起こした子供がおもちゃに当たるみたいに、何度も何度も手足で体を甚いた振ぶってくる。

　しかし俺は抵抗しなかった。

　もうどうでもよかった。

　体を揺さぶる暴力も、投げかけられる暴言も、すべてが他ひ人と事ごとに感じられた。

　荒事は数分に亘わたって続いた。

　彼かな塚づかは乱れた呼吸を鎮しずめると、冷めた目でこちらを見る。

「これじゃあ無機物と同じでつまらないなぁ。疲れたし用事もあるから、やーめた」

　俺から離れると、パッと顔つきを明るいものに変えた。

「バイバイ不良くん。これからも楽しい学校生活を送ってね」

　手をひらひらと振ってこちらに背を向ける。

　旧校舎から去っていく彼かな塚づかの姿をしばし呆ぼう然ぜんと見たあと、建物の壁に手をついてゆっくりと立つ。散々打ちのめされた骨が悲鳴を上げるように軋きしみ、足元がふらつく。

　シャツについた泥を気にする余裕もなく、壁伝いによろよろと歩きはじめる。

　しかし、もう何のために歩いているのか分からない。

　心は完全に折れていた。

　何も言い返せなかった。すべて本当のことだったから。

　ずっと先輩を助けられると信じて疑わなかった。何が起きようとも先輩を想おもうこの心があるかぎり、いずれ怪現象を解決に導けると。そう自身に言い聞かせてきた自負心がただの強がりであったことを認知させられてしまった。

　これまで俺が先輩にしてあげられたことは何か一つでもあっただろうか。

　講じた策は裏目に出るばかりで、反対に不安を抱かせただけじゃないか。

　これから俺が先輩にしてあげられることは何か一つでもあるだろうか。

　虚像の相談部立ち上げを止めるために全校集会を開ひらけないようにして、その後はどうする。俺の言葉を信用してくれる人間はいない。騒いだところでオオカミ少年にしかならない。その状況下で一体何を成し遂げられるというのか。

　自問自答を繰り返すたびに変えられない現実が立ちはだかり、己の無力さを突きつけられた。

　気づけば三階に着いていた。

　そのまま教室に行くと、一人の女子生徒がいた。窓辺に立って外を眺めている。

　俺は驚かなかった。その感情を抱くだけの気力はもう残っていない。

　虚像は俺の姿を認めるとこちらに歩み寄る。挨拶の一言も口にせずに、懐ふところから取り出した白のハンカチを手にして包帯を巻いた右腕を伸ばす。

　口元に触れたとき、チクリと痛みがして条件反射で振り払う。

　その瞬間、虚像は俺を抱きしめた。

「ごめんね……私のせいだよね」

　後悔が滲にじんだ謝罪に、怒りは湧いてこなかった。

　偽者の体は柔らかく温ぬくもりに満ちていて、その体温が弱り切った心を侵食していく。

　微睡まどろむみたいに朧おぼろげになった思考が勝手に口を動かす。

「相談してもいいですか？」

　少しの間のあと、虚像は「うん」と静かに返事をした。

「助けたい人がいるんです」

　敵とか味方とか関係なしに答えを知りたかった。

「助けたくて、恩返ししたくて、ずっと足りない頭で一生懸命考えた。でも俺は何もしてあげることができなくて……こんな俺じゃ力になれないことに気づいて…………俺はどうすればいいですか？」

　灰色に染まった心では、進むべき道が隠れて見つけられないから。

　要領を得ない相談に、虚像は幼子に語りかけるように穏やかな声で言う。

「君にとってその人は大切な人なんだね」

「はい、とても……」

　先輩は出会った時からずっと俺の理解者でいてくれた。それがどれだけ鬱屈した毎日を変えたか。先輩の存在は俺にとって孤独の底から掬すくい上あげてくれた救済者であり、ふたたび沈まないようにずっと手を繫つないでくれる希望だ。

「なら難しいことじゃないよ。君がその人を想おもっているようにきっとその人も君を想ってる。その人が今の君をみて思うことは何かな？」

　このぼろぼろの姿を見たら、きっと先輩は悲しむだろう。

　そして言うんだ。私のことは気にしないで、って。

「君がすべきことは、自分を犠牲にしてまで助けることでも自分を責めてまで助けることでもなくて、その人の気持ちを肯定してあげることなんじゃないかな」

　先輩の気持ち。願い。俺が自分の時間を生きて普通の学校生活を送ること。今までそれを肯定するということは先輩を見捨てるも同じだと思っていた。

　しかしそれは俺の独りよがりだったのかもしれない。

　考えれば世界中の全員が先輩の姿を見れないわけじゃない。先輩の優しい人柄ならここではないどこかですぐに新しい友達ができて輝かしい日々を送れるだろう。そのことに思いつかず一方的に先輩の将来を悲観し決めつけて、ただ自分で自分を追い詰めていた。俺のしていることはかえって先輩の心残りを助長させて新しい友と過ごす時間の弊害になりかねないのに。とんだお節介野郎だ。

　なんにせよ、今さら気づいても手遅れだ。もうその願いを叶えることはできない。

「君ならできるよ」

　心を見透かしたように囁ささやく。具体的根拠のない言葉は不思議と気休めには聞こえなかった。

「君は本当に一人なの？」

　問われて、三人の姿が頭に浮かんだ。

　𠮟しつ咤たしてまで俺のことを憂慮してくれた姉貴と、俺の悪評を晴らすと言ってくれたリョウ、陰ながら気遣ってくれていた深ふか森もり。

　どうして三人は俺のことを嫌わないでいてくれるのだろうか。これだけ騒ぎを起こしたうえに、三人とも俺の失態を目まの当あたりにしているのに。

「どうして俺の噂に……」という疑問の呟つぶやきに、虚像は確信に満ちた声音で答える。

「それは君が、君の大切な人を信じることと同じだよ」

　俺が先輩を信じる理由。

　嫌われた俺のことを受け入れてくれたから？　温和な人柄を知っているから？　しかしそれはみんなが虚像に対して思っている気持ちと同じだ。

　じゃあ少女像に祈った経緯を聞いたから？　いやこれは信じたあとの話だ。

　なんで俺はこんなにも先輩のことを信頼しているんだ？

　霞かすみがかった思考では深く物事を見据えられない。

　虚像がふわりと優しく頭を撫なでてくる。

「君は頑張った。だからもう無理に思い詰めなくていいんだよ」

　許しの言葉が空っぽの心にじんわりと溶け込んでいく。

　もう諦めてもいいだろうか。辛つらいことも悲しいことも忘れて、この慈愛にずっと身を委ねても。

「やり直せるかな」

「大丈夫。君の良さは本物だから──」

　勇気づけるように、そっと俺の手を握って。




「噂に負けるな少年」
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　その言葉に顔を上げたとき、虚像と目が合った。

　彼女がまっすぐに向けてくる。

　まるで暗闇を照らすお日様のような温かさに溢あふれた純粋な笑みを。

「────」

　その瞬間、失っていたはずの感情が激しく揺れた。

　静寂を貫いていた鼓動が動き始め、人形のように冷たかった体に一気に熱が戻っていく。

　脳裏では、この場所で初めて先輩と出会った時のことが走馬灯のように駆け巡った。

　誰もいない教室で二人向かい合って話した記憶の中で、自身が抱いていた想おもいが鮮明に蘇よみがえる。

　その気持ちが何なのか、俺は知っている。

　そうだ。先輩を信じたのは単純で、でもだからこそ偽りのない俺の────。

　俺はゆっくりと目を閉じる。

　この心を突き動かす感情を薄れさせないよう身を任せながら、先輩と過ごした日々を反はん芻すうする。映像を巻き戻しするように、今この時から夕ゆう凪なぎ茜あかねという人物を知った始まりの日まで。

　そうして自分が為なすべきことを悟った。

　俺は彼女の体から離れて、こそばゆい笑みを浮かべる。

「ありがとうございました。胸に支つかえていたものが取れて気持ちが楽になりました」

　彼女は微ほほ笑えんだまま、安あん堵どするように胸元に手を重ねた。

「君の力になれてよかったよ。……じゃあ相談は解決ってことでいいかな？」

「はい。百相百解の清乙女って呼ばれるのも伊だ達てじゃないなって思いました」

　明るく返事をして称賛するが、彼女は嬉しがるどころか顔色を困惑に変えた。すかさず「本当にそう思ってる？」と疑念を抱く。

　予想どおりの反応で少し可お笑かしくなった。

「もちろんです。おかげで自分の進むべき道が見つかりました」

「君の進むべき道って……？」

　決まっている。俺の想おもいは初めから変わらない。

「俺はあなたの敵になります」

　もしこれが一冊の本の物語だとしたら、俺はヒロインである先輩の騎士にはなれない。適任者は他にいる。今の自分になれる役があるとすればそれは悪役しかない。

「それはどういうことかな？」

「明日あしたになれば分かります」

　それだけを口にして彼女に背を向けた。ここにいれば決心が揺らいでしまうから。

　教室を出ていくまえに振り返り、いつもと同じように別れの挨拶をした。

「先輩。また明日あした」







[image: ]

　迎えた全校集会の日。

　朝のホームルームもそこそこに体育館へ集団移動する。

　各学年クラスごとに整列し、体育座りで壇上を向く。

　全生徒が集まったところで生徒会執行部の司会のもと集会が開かれた。

　校長の道徳的な長話から始まり、三年主任による来週に控えた中間試験の取り組み方の講話や部活動の表彰が粛々と行われていった。

　俺は顔を上げて集会の風景を見ながらも、その内容のほとんどを聞いていなかった。

　話が進行していくにつれて心臓の鼓動が速くなる。まだ春の程よい気候だというのに茹うだるみたいに額から汗が滴したたり、悴かじかむみたいに手足が震える。

　今ならまだ引き返せるぞ、と弱気な心が囁ささやきかけてくる。その自己保身に体を支配されないよう自分自身に言い聞かせる。

　ここで怖おじ気けづいて踏ふみ止とどまれば何も変えられない。俺がやらなくて誰がやるんだ。

　後悔をしたくなければ逃げるな。身を滅ぼしてでも立ち向かえ。

　そして、その時はやってきた。

「続きまして。三年の夕ゆう凪なぎ茜あかねさんよりお話があります。夕ゆう凪なぎ茜あかねさん、よろしくお願いします」

　司会の紹介で、表彰された部活動生と同じ一番端の列で待機していた虚像が立ち上がった。

　少しも臆した動作はなく、つややかな光沢を放つ赤髪を揺らせて登壇する。

　凜りんとした佇たたずまいで演台のまえに立ち、一礼。

　ふたたび上げた顔は、快晴の朝に相応ふさわしい清すが々すがしい笑みを湛たたえていた。

「皆さん、おはようございます。三年の夕ゆう凪なぎ茜あかねです」

　その瞬間、生徒たちの雰囲気が一変した。

　定例行事を億おつ劫くうに思うつまらなそうな態度は身を前に倒すほどの好奇になり、眠気を帯びた目は期待の眼まな差ざしに取って代わる。それは虚像に対する人望の篤さを表していた。

　虚像は「まず私事にもかかわらず、このような場を設けていただき感謝します」と教師含めお礼を伝えたあと、本題に入った。

「皆さんご存じかとは思いますが、私は去年の春頃から友人を始め、多くの人の相談に乗ってきました。

　その中で思ったんです。

　今の個人的な活動では全ての悩みを聞き届けることができないと。

　これまでの相談場所は主に３Ａの教室でした。相談者が訪ねてきて私の席を挟み、向かい合って話し合う。一見すれば問題ないように思えますが……。

　しかし悩みの数だけ相談内容は様々です。学業や部活動、恋愛に家庭不和など、これまで解決してきたものだけでも多岐に亘わたります。

　そして中には人に見聞きされたくない悩みを抱える人たちも当然いるでしょう。実際に私の元へいらしたものの、周りの目が気になって口を開くのを躊躇ためらう人も沢山いました。

　その時は場所を移すように配慮しましたが、校舎内で長時間二人きりになれる場はそうそうありません。そうなれば円滑に話せなくなるのはおろか、相談者の心の負担を大きくさせて本心を隠してしまうことに繫つながるでしょう。

　それでは本当の意味で相談を解決したと言えません。

　その現状を受け止め、相談者が気兼ねなく心中を開ひらける専用の場が必要との思いから担任の先生に掛け合い幾度の話し合いを交え、この度お話をさせてもらうに至りました」

　そこで一息の間を開け、まるで祈るように胸元のまえで両手を握る。

「もっと皆さんの相談を真に解決したい。百相百解の清乙女の名に恥じないように」

　みんなが羨せん望ぼうを向ける中、俺だけは睨にらみ据すえる。

　ぎゅっと湿る手を固く握りしめた。

「私はここに相談部を立ち上げることをせんげ────」

　虚像が言葉を言い終えることはなかった。

　その直前で俺が遮ったから。




「異議あああぁりぃぃぃぃぃっ!!」




　その場で勢いよく立ち上がり、ビシッと右手を天高く伸ばして声を張り上げた。

　近くにいた生徒は突然の大だい音おん声じように耳を押さえ、体育館にいる全員の目が俺に釘くぎ付づけになる。

　全身から冷や汗が噴き出そうになるほど羞恥を抱くが、これから自分が為なすべきことだけに思考を向けて精神を保つ。

　シーンと静まり返ったところで、次は冷静な声で言う。

「異議ありだ」

　驚きよう愕がくに吞のまれていた空気は束つかの間まだった。厳粛な場を乱す奇人が噂の不良だと分かった生徒たちが各おの々おのに喋りはじめ、体育館内がざわつく。

「待ってください」

　その一言でピタッとみんなの声が止まった。

　虚像は泰然とした様子で提案する。

「まずはお話をしましょう」

　その言葉に誰一人として反論しない。了承か、それとも不服だが同調圧力で言えないだけか。

　どちらにせよ思い描いていた展開になり、内心胸を撫なでおろす。

　虚像は人格者だ。自身の意見に賛同しない者がいても、たとえそれが学校を騒がせる噂の不良だとしても、頭ごなしに否定することはせず話し合いに持ち込むことは容易に想像できた。

　もちろんその考えに生徒たちが従うことも織り込み済みだったが、懸け念ねんは教師たちだ。

　いくら信頼を寄せた虚像の言葉だといっても、集会を妨害する輩やからが現れれば対処に移るのが普通だ。介入されれば俺の企たくらみは破綻する。

　しかし現状はどうか。教師陣はその場を一歩たりとも動かないどころか隣にいる別の教師と会話しようとする素振りさえない。まるでこうなることを予期していたかのように。

　そう、教師たちからすれば俺の奇行は想定内の出来事なのだ。

　虚像と差し向かいで話すこの状況を作るため、俺は前もって手を打っておいた。昨日の夜、姉貴に噓を伝えたのだ。

　俺の嫌われた立場を救うため夕ゆう凪なぎ先輩が力を貸してくれることになった。明日の全校集会で相談部を立ち上げることを伝える際に二人で一芝居を打つ。その中で生徒たちに混乱が起きるかもしれないけど最後まで見届けてほしい。他の先生たちも。

　姉貴がこんな大掛かりなことを許してくれる以前にそもそも話を聞いてくれるかどうか不安だったが、前に俺と虚像が一緒にいる場面と俺が何かしらの相談をしていたことを知っていたため突発的な報告にもかかわらず耳を傾けてくれた。そこから説得には長い時間が掛かったものの、最終的には了承をもらった。そして俺の願いどおり、その旨むねを他の先生たちにも伝えてくれたようだ。

　正直思いつきで穴だらけの作戦がここまで上う手まくいくと思っていなかったから虚像を人ひと質じちに取って無理やりにでも会話に持ち込むことも考えていたが、穏便に済んで何よりだ。

　俺は歩き出し、ステージ階段を踏みしめて壇上に行く。

　そこからは全員の姿が見渡せた。

　硬い表情で静観する教師たちと、嫌悪感を募らせる生徒たち。その中にはハラハラとした心配顔の姉貴や固唾を吞のんで見守るリョウと深ふか森もりもいた。

　三人に向けて心の中で謝り、悪意の圧に押し負けないよう目の前の敵だけに意識を傾ける。

　俺と相対しても虚像の笑みは途絶えない。

「私が相談部を立ち上げることに反対なんだよね。それはどういった理由か聞かせてもらえるかな？」

　俺は不良の虚像かめんを被かぶった。

「────黙って聞いてれば、みんなの悩みを解決したいだの胸の内を開ひらける場所が必要だの勝手なことを口にしてるが、人のアイデアをパクるのは止やめてくれませんかね」

「つまりどういう意味かな？」

「元々相談部は俺が立ち上げる予定だったってことですよ」

　誰がどう見ても明瞭な難癖をつける。どこからか「はぁ？」と小馬鹿にしたような声が聞こえてきて見ずとも蔑まれているのが分かった。

　それでも虚像は一つも嫌な顔をしない。

「なるほど、そうだったんだね。その話は具体的にどこまで進んでるのかな？」

「まったく。まだ誰にも言ってませんから」

「君はいつそのことに思い立ったの？」

「ずーっと前からです。別におかしなことでもないでしょう。俺は部活に入ってないですし」

「ということは、中学生の頃にそういう活動をしていた時期があったのかな？」

「ええ、よく困ってる人に手を差し伸べていましたよ。そもそも人を助けたいという思いに理由が入りますか？」

「もちろん理由はいらないよ。人を思いやる気持ちはとても立派なことだから。でもね、人の心に寄り添うには気持ちだけじゃ足りない時だっていくらでもあるの」

「なら尚なお更さら、俺は適任ですよ。弱者に寄り添えるのは同じ弱者だけですから」

「確かにそういう考え方もあるね。ただ、それで意気投合して物事が良いい方向に進むこともあれば、反対に悪い感情が助長されて最悪の選択を許してしまうこともないとは言い切れないんだよ」

「それは単なる憶測でしょう？　実際に愚痴を言い合ってスッキリすることもある──」

　話していて、まるで大人と子供の会話だと思った。理論で説得する虚像おとなと、感情論の屁へ理り屈くつを並べて反抗する俺こども。当の本人がそう感じるのだ。第三者の目からすれば茶番にしか見えないだろう。

　だがそれでいい。

　もとより口下手な俺が、常に理路整然とした虚像に口論で勝てるとは思っていない。今はただ不毛な言い合いを続けることに意義がある。

　完全に説き伏せられて会話が強制終了されてしまう前に、話をすり替える。

「大体さぁ。この状況自体がズルいんだよなぁ」

「ずるい？　一体何の話かな？」

「だってそうだろ。片やみんなから敬われた優等生、片やみんなから嫌われた不良生。俺が真実を話したところで誰もまともに取り合っちゃくれない。噓つき呼ばわりされて終しまいだ。こんな出来レース、ズルいと言わずに何て言えっていうんだ？」

　敬語口調を止やめて不平不満を募らせる。

「そもそも俺の噂は全部誤解だってのに、どいつもこいつもバカ正直に信じるんだもんなぁ。あーマジで不平等。きっとこの目つきが悪わりぃんだろうなぁ」

　そう言ったあと虚像の容姿をじろじろと見やる。

「それに比べてあんたは良いいよな。めっちゃ可か愛わいいし、スタイル抜群だし、性格も良いいときた。まさに非の打ち所がないってやつ。俺とは真逆だね」

「結論を言ってもらっていいかな？」

「分からねぇか？　結局はあんたの名声も外そと面づらのまやかしに過ぎないって話だよ」

　噂を侮辱したとき。

　───お前と一緒にするな。

　そう、誰かがポツリと言った。

　その出所不明の呟つぶやきが呼び水となり、静寂を壊す。

「──そうだ、勝手なこと言ってんじゃねえぞ！」

「夕ゆう凪なぎ先輩に助けてもらった人は沢山いるのよ！」

「変な言いがかりつけて夕ゆう凪なぎ先輩を困らせるな！　みっともねぇんだよ！」

　ここまで大人しかった生徒たちが次々と批判を口にしはじめた。我慢の限界とばかりに怒りに血相を変えて声を滾たぎらせる。視界内にこの状況を面白がっている者は見当たらず、皆一様に俺への義憤に駆られている。

　次第に高まっていく熱気に、しかし虚像は傍観しているばかりで先程のような場を鎮しずめる気配を見せない。

　どうやらタイムリミットのようだ。生徒たちの憎ぞう悪おに任せて俺を退場させる気だろう。

「遠とお也やくん、もうやめてっ！」

　そのとき、数々の怒号に混じって馴な染じみのある声が聞こえた。

　向かいの舞台袖に目をやると、そこには先輩の姿があった。

　今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめ、心の痛みに耐えるかのように制服に皺しわが広がるほど胸元を力強く握りしめている。

　虚像にも野次にも構うことなく切羽詰まった様子で壇上を駆けて俺の元まで来ると、懇願するように俺の腕を摑つかみ、諭すような口調で言葉を投げかけ続ける。

「もう私のことはいいからっ。それ以上自分を貶おとしめないでっ」

「さっさと引っ込め不良野郎っ！」

「私は平気だからっ、大丈夫だからっ」

「誰もお前の我わが儘ままに付き合ってる暇はないんだよ！」

「ね、もうやめよ。今ならまだ間に合うから、こんな誰のためにもならないことはやめて……」

　目の前からも横からもワーワーと騒ぎ立てて、耳みみ障ざわりったらありゃしない。




「──うるせぇっ!!」




　腹の底から力を振り絞って大声を出した。

　ジーンと耳をつくほどの暴言は体育館内に反響し、全ての音を搔かき消けした。

　場が鎮静したところで、俺は先輩の手を少し強引に振り払い、ビシッと伸ばした人差し指を〝先輩〟に突きつける。

「うるせぇんだよ！　私は大丈夫平気心配しないで……いい加減もう聞き飽きたんだ、その台詞せりふはっ！　俺がなんとかするって言ってんだから黙って頼れ！」

　心の内で堰せき止とめていた理性の壁が決壊し、今まで溜め込んだ鬱憤の波が流れ出す。

「やっと本音を語ってくれたかと思えば書き置きの一つも残さずに姿を消しやがって……俺が仕方ないな諦めようとでも言うと思ってんのか！　全っ然なにも解決してねぇんだよ、むしろ要らない問題が増えたわっ。ちっとは校内を駆けずり回ったこっちの身にもなれってんだ！」

　いつも自分の犠牲を厭いとわずに他人のことばかりを優先するその気遣いが一番辛つらくて苦しかったんだ。

　先輩は反論されたことが意外というように驚いた顔をしたが、すぐにムッとさせる。

「な……！　私は遠とお也やくんのことを考えて必死に悩んでるのにそんな言い方はないでしょ！」

「それが余計なお世話だって言ってんだ！　そんなに俺のことが信用ならねぇのか!?」

「私だって信用したいよ！　けど遠とお也やくんがいつも独りで突っ走って心に傷を負うからこんなことになってるんじゃん！」

「たかが一つや二つの失敗ごときで考えが過保護すぎんだよ！　偽者のフリまでして俺を諦めさせようとすんな！」

　どうせ俺の新たな噂をどこかで聞いて心配になったから、昨日の放課後、旧校舎で待ち受けていたのだろう。そして虚像に成り済まし、百相百解の清乙女が真実であることを説き伏せようとしたのだ。これ以上俺が思い悩まないよう俺の記憶から自分の存在を消すために。

「に、偽者って何のことだかさっぱり……」

「今更しらばっくれんな！　それにせめて完コピしてから言えっ」

「か、完コピ？　……っ」

　すぐ隣で佇たたずんでいる虚像と自分を何度か見比べてハッとする。

　包帯を巻く腕が逆であることにやっと気づいたようで、「こ、これは急いでたから……」と自分の失態を恥ずかしがって目を逸そらす。

　途端に威勢の無くなった先輩を見て、俺は嘆息をもらした。

　昂たかぶる感情が静まり、体の火ほ照てりが消えていく。

「一人で何もかも背負い込みすぎなんです。俺の幸せを勝手に決めつけないでください」

　そう結論づけて辺りに視線を移すと、案の定みんなは突然始まった俺の一人芝居に啞あ然ぜんとしていた。

　一切構わず、虚像との話を続ける。

「どうも埒らちが明かねぇようだから証拠を見せろよ」

「証拠？」

「今から言う俺の相談を解決しろ。あんたの噂が本物と分かれば、すっぱりと部の立ち上げを諦めてやる。……それとも嫌われた不良生徒の相談は受付の範囲外か？」

　煽あおると、虚像の瞳にギラリとした怪しい輝きが灯ともったような気がした。

「それは絶対にあり得ない。私は誰からの相談でも受ける」

「二言はねぇな？　この場で俺の相談を絶対に解決してみせると」

「うん。約束するよ」

　言げん質ちが取れたところで、俺は不安の色を湛たたえた先輩を見た。

　そして先輩にだけ聞こえる小声で言う。

「先輩。──すみません」

　本当ならこんなところでこの想おもいを吐露したくなかった。

　もっと他に適した時と場所があるのに、今口にしなければいけないことが悔しい。それも伝えたいはずの人がこんなにも近くにいるのに面と向かって伝えられないなんて、本当に最低だ。

　だけど俺は馬鹿だから。こんな方法でしかこの怪現象を止めることができないから。

　俺は脳裏に次々と溢あふれてくる葛藤を無理やり振り払い、虚像に向き直る。

　自身の想おもいが届かないかもしれない恐れや、このあと自分がしようとしていることが先輩を悲しませてしまうかもしれない憂慮から、自然と固く閉じる口をなんとか気力でこじ開けた。

　そうして、あの日────先輩と旧校舎で初めて出会ったあの時に抱いた想おもいを告げる。







　俺は夕ゆう凪なぎ茜あかねさんのことが好きです。







　情熱の欠片かけらもないシンプルな告白は、ムードのない沈黙の中に浮いて響いた。

　一拍の間のあと、先輩は時が止まったかのようにただただ面めん喰くらっていた。

　唐突に場違いなことを口にした申し訳なさから顔を逸そらして競技場のほうを見ると、みんなは白けていた。まるでつまらない演劇に飽きてしまったかのように誰も声ひとつ発そうとしない。絶句するほど呆れ果てられているのは明らかだ。

　虚像だけはそのどちらにも属せずに超然としていた。

　俺の想おもいの丈を先輩がどう受け取ったのか不安が募るが、今はただ先輩をこの理不尽な状況から救うことだけに意識を向けてふたたび気持ちを奮い立たせた。

「俺の相談は以上だ。賢いあんたなら今ので理解できただろ？」

「うん。つまり恋愛相談ってことだね。だったら君との親交を深めれば解決ってことでいいかな？」

　その消極的な解決基準を聞いてこれみよがしに重い溜ため息いきを吐つく。

「見当違いも大概にしてほしいな。こっちは大勢の人間が見てる中、勇気を振り絞って告白したんだ。解決の合否は、両りよう想おもいの恋が成じよう就じゆするか否か。あんたが答えらえるのは、〝はい〟か〝いいえ〟かの二択だ」

「それは難しいかな。恋愛には順序があるの。まずはお互いのことを知るところから始まってそこから長い時間をかけて恋を育んでいくんだよ。想おもい人同士になるっていうのは終着地点であって、この場で簡単に決められることじゃない」

「はぐらかそうとすんな。付き合ってから分かることだって沢山あるだろ。それに何も一生恋人でいろと言ってるわけじゃねぇ。何日間か付き合ってみて馬が合わないと思えば関係を解消してもいい。それも一つの恋愛の形だからな」

「…………」

　ここまで熟考の間さえ見せなかった虚像が初めて口を噤つぐむ。ほとんど表情は変わらないが、瞳は動揺に少し揺れている。

　その答えに窮きゆうする様子に手応えを感じた。きっと正答がないことに気づいたのだろう。

　俺が弄した策は、百相百解の清乙女の矛盾を突いた質問だ。

　全ての相談を解決する純真な女性は、不良からの相談と称した告白を受け入れられるか？

　この場合、虚像が俺の相談を解決するためには〝はい〟と答えるしかない。

　しかし相手はこの不お良れだ。立て続けに問題行動ばかりを起こす男の恋人は、はたして純真と言えるだろうか。

　言えるわけがない。本来関わりを持たない俺の噂でさえ、ここまで拡大して尾ひれがついているのだ。誰もが好意を寄せる人間の恋愛事情となれば、あることないことを勘繰るのが普通だ。特にその相手が善人とは真逆に位置する人間とあらば、どうしても穢けがされたという邪念は付きまとう。

〝はい〟と承認すれば純真の意を冠した『清乙女』が成り立たず、〝いいえ〟と拒否すれば全ての相談を解決する意を冠した『百相百解』が成り立たない。

　どちらを答えても噂を保てない噓つきのパラドックス。さらにこの場で解決するという言げん質ちを取っているため、鍵捜しの時や一昨日のように超能力を使って有う耶や無む耶やにはできない。

　八方塞がり────だが。

　虚像は顔だけをみんなのほうに向けた。

　一人一人の気持ちを覗のぞいて確かめるように順繰りに見渡したあと、目を伏せる。

　次に開いたとき、瞳には威厳の光が戻っていた。

「時間を掛けてごめんね。初めて告白されたから動じちゃった。じゃあ君の告白を受け入れれば解決ってことでいいかな？」

「……ああ」

「分かった。君の気持ちはとっても嬉しいよ。だから私の答えは──」

　そして満面の笑みを形作り、

「〝はい〟」

　すんなりと答えを口にした。

「…………」

　俺は無言で辺りの様子を窺うかがう。

　虚像に変わった様相はなく、みんなに先輩の姿が見えている気配もない。

　その光景が意味するのは俺の策が失敗に終わった事実だけだった。

　しかし俺は驚かなかった。こうなることはあらかじめ分かっていたから。

　元々俺の策には欠陥がある。

　それは百相百解の清乙女が生徒たちのイメージによって創られたものということだ。

『百相百解』が明確な言葉の意味を示している一方で『清乙女』のほうは曖昧だ。純真は穢けがれなき心の意だが、何を以もつてそうだと判断するのか。

　例えば、誰かの為ためにやむを得ず悪事に手を染めた人の心が穢けがれているかどうかは理由や見方によって異なるように、今の場合も虚像が場を鎮しずめるために仕方なく不良の戯たわ言ごとに付き合ってあげているという認識に落ち着けば清乙女の名に傷はつかず、むしろ補強されるだろう。善悪の線引きがはっきりしない以上気き持もちの匙さじ加か減げんでどのようにも解釈されてしまう。

　なら、もっと悪に対する怒りの心を刺激してやればいい。

　みんなの想像どおりの不お良れを演じる。

「マジか！　あの夕ゆう凪なぎ茜あかねが恋人になるなんて勇気を出した甲か斐いがあったな！」

　冷ややかな視線が一手に集中する中、高らかに声を上げて有頂天になる。

　その誰しもが軽蔑する幼稚な姿さえ虚像は意に介さず、笑みを絶やさない。

「これで私の噂が本物である証明になったかな？」

「ああ、認めてやるよ。あんたは最高の解決者だ」

「ありがとう。それじゃあ相談部の立ち上げについても承諾ってことで話を進めるね」

「もちろん、約束だからな。──あ、やっぱちょっと待て。その前に一つお願いがあるんだ」

「それは相談かな？」

「相談じゃねぇよ。両りよう想おもい同士にそんな畏かしこまった真ま似ねは必要ねぇだろ。だからこれは愛する彼女へのお願いだ。俺さ、恋人ができたらしたいことがあったんだ」

　虚像に向けて両手を広げる。

「キスしようぜ」

　その瞬間、ひゅっと息を吞のむ音が方々から聞こえた。生徒たちから、そして心配そうな表情で事の成り行きを見守っている先輩からも。

「やっぱ言葉だけじゃ足りねぇから愛情表現が欲しくてさ。恋人の定番だし、いいだろ？」

　虚像は了承の代わりとばかりに柔らかく微ほほ笑えみ、俺のほうに一歩を踏み出す。

　しかし。

「──気持ち悪い」

「さすがにそれはないわ」

「調子に乗りすぎ」

　そんなドン引きの声がそこら中から上がった。

　同時に、ピタリと虚像の動きが止まる。

　俺は心の中でニヤリとした。

「どうした？　早くしようぜ」

　虚像は片足を前に出した状態のまま動かない。瞳は焦点を失い、顔色は青ざめている。

「おいおい、まさかできねぇって言うんじゃないだろうな。俺たち好き合ってるんだよな？　両りよう想おもいの恋人になる相談は解決したんだよな？」

　その疑問が場に嘲笑をもたらす。「あいつ、まだ夢見てるよ」「もう寸劇は終わりだぞー」などと生徒たちは口々に揶や揄ゆしはじめる。

　だが、その声に反応を示したのは俺ではなく。

「──やめてッ!!」

　虚像は叫ぶ。

「それ以上はダメ……」

　眼めを見開き、顔半分を手で押さえながら体をくの字に曲げて悶もだえる。

　なぜか虚像が苦しみ始めたことに、生徒たちは驚きに目を剝むいて狼ろう狽ばいする。

　予期したとおりの展開だ。

　これまで虚像が相談において噓をついたことはない。解決にごまかしがあってはみんなの力に応える完璧な自分になりたいという先輩の想おもいに反するからだ。

　つまり先程の俺の相こく談はくも虚像の中では本気だった。

　対して生徒たちはどうか。不良のお遊びに付き合ってあげている程度にしか考えず、虚像の行動を善と判断して看過した。

　しかし俺がキスという行為に及ぼうとしたことで許容の一線を越え、呆あきれは怒りに変わった。阻止すべく真実を明るみに出だそうとした。両りよう想おもいは偽りだったと。

　言い換えれば、それは俺の相談が未解決であると証明しているようなものだ。再びパラドックスは引き起こされる。

　今、生徒たちとの認識の齟そ齬ごに虚像は苦しめられているのだ。

　当然そのことが理解できない生徒たちの矛先は俺に向けられる。

　これまでよりも激しい非難を浴びせられる中、虚像を見た。

　必死に答えを探して苦く悶もんするその姿は先輩の心を映しているように思えた。

　俺はずっと間違えていた。

　怪現象ばかりに気を取られて、先輩が苦悩した本来の理由を見失っていた。

　そもそも始まりは何だったのか。なぜ先輩は裏七不思議という根も葉もない怪談話を信じてまで少女の祈り像に縋すがるに至ったのか。

　それは虚像が現れたからでも、自分の姿が認識されなくなったからでもない。

　本当の悩みの種は、過剰な期待から次々にやってくる生徒たちの相談だ。

　俺はそんな当たり前のことを忘れて、これまで見当違いの方向に舵かじを切っていた。

　百相百解の清乙女の噂が噓であることを証明する？　万物を操る虚像を相手には無謀な挑みだ。たとえ今のように答えられない状況を作り出しても相談内容が卑ひ怯きようである時点で噓の証明にはならない。

　虚像が偽者であることを暴あばく？　本物と偽者の間にある違いを公表したところでどうすれば本物の夕ゆう凪なぎ茜あかねはべつにいるなんて発想にたどり着けるというのか。嫌われ者の俺でなくとも理解を得るのは土台無理な話だ。

　そして仮にその二つを達成して先輩を取り戻せたとしても、根本的な問題である先輩が相談の適任者だという見方は変わらない。解決者として相応ふさわしくない対応を悔やんでいた先輩の卑下した思いはどうであれ、今まで相談を解決してきた実績がある以上、何をしてもその事実は捻じ曲がらない。

　それでは相談の連鎖を断ち切ることはできず、先輩の悩みは終わらない。少し形を変えただけの新たな噂が立つのも時間の問題だろう。

　本当に重視すべきは、先輩を神格化したみんなの認識を変えることだったんだ。

　過去の自分と重ねるように沈痛な面おも持もちで虚像を見る先輩に誓う。

　今後こそ助ける。この押し付けがましい善意を取り払ってやる。

　俺は鳴りやまない非難に対抗するように、

「──ハハハハハハハハハハハッ!!」

　悪人らしく下げ卑びた笑い声を目いっぱい上げた。

　この場の空気を支配するため、正気を失ったように一ひと頻しきり腹を抱えて笑いつづける。徐々に俺の狂気に吞のまれていった生徒たちが言葉を無くしていく。

　やがて全員の口が閉じたのを確認してから笑いを収め、わざとらしく涙を拭く仕草をする。

「はぁ。あまりにも責任転てん嫁かが激しくて、つい笑いを堪こらえきれなかった」

　反はん駁ばくを受けるまえに捲まくし立たてる。

「あれ、分からねぇ？　今虚像こいつを追い詰めてるのが自分たちであることが」

　それでも生徒たちは虚像が苦しむ理由に気づけない。また不良が訳の分からないことを……とでも言いたげに、総じて表情に不快感を表すだけ。

　俺は嘲あざける態度を保ちながらも、腹の中は沸々と込み上げる怒りと悔しさで一杯だった。脳裏では四日前の夜に先輩が涙ながらに吐き出した真情がその姿とともによみがえる。

「お前らが勝手に広めて信じた噂……百相なんちゃらだっけ？　すべての相談を解決するってやつ。こいつはそれを守ろうと足りない頭で必死に考えてんのに、お前らときたら、さっきの相談が夢物語みたいに言って解決を無かったことにしようとしてんだもんなぁ。本当にこいつを助けたいなら俺を批判するんじゃなくて、黙って俺たちがキスをするところを見てればいいんだよ」

　分からないというなら貶けなす。貶して気づかせてやる。

「お前らマジで阿あ呆ほだよなぁ。ただのバカ正直なだけのこいつをまるで神様みたいに崇あがめてるんだから。現実を見てみろよ、俺一つの言葉で頭を抱えるほど悩んでるんだぜ。これのどこがすべてを解決してくれる神様なんだか」

　先輩がどれほどの覚悟で相談に乗ってきたのか、どれほどの苦悩を背負ってきたのかを。

「こいつはそんな大層な人間じゃねえよ。俺やお前らと変わらない普通の高校生。いやむしろ誇張された噂を否定せず、みんなに嫌われることを恐れて外見を取り繕おうとした臆病者だ。なのにお前らは偽者の姿に踊らされているとも知らずに祭り上げてさ。ほんと傑作だよ」

　先輩の実直な想おもいを知ろうともせず実績ばかりを称たたえてきた自分たちの過あやまちを。

「かわいそーに、こんなに震えるほど考え込んじゃって。でも噂どおりの凄すげぇやつになるには仕方ねぇよな。みんなの期待を踏みにじるわけにはいかねぇもんな」

　ここまで冒ぼう瀆とくされても生徒たちは罵倒の一つ発さずに、ただ無言で俺を睨にらみつけるばかり。

　ようやく悟ったのだろう、自分たちの言葉が却かえって噂を傷つけていることに。そして虚像の噂を遵守する想おもいの強さに。

　俺は焦じれったさに奥歯を嚙かみしめた。

　──だったら一つしか道はねぇだろうがっ。言えよ、早く言ってやれよ！　その身勝手な理想から解放してやれよ！

「どいつか俺に向かってまだ夢見てるとか吐ぬかしてたよな。逆に言ってやるよ」

　この場にいる全員を見下す。

「さっさと虚像から覚めろ、能無しども」

　そのとき────ダンッと体育館の床を思いっきり踏みつける音がした。

　みんなの目が、立ち上がった者に集中する。

「茜あかねのことを知りもしないあんたが勝手なことを口にするな」

　玲れい奈な先輩は芯のある声音でそう言った。俺の姿を捉える瞳には以前と変わらない固い意志が宿っている。

　勇敢な反論者の登場に、俺は安心感から思わず口元が綻ほころびそうになった。

　自分は悪役にしかなれないから。代わりに先輩を守る騎士役が必要だったから。悪の戯ざれ言ごとに真正面から立ち向かえるだけの、先輩を想おもう強い気持ちを持つ人が。

「茜あかねはあんたが思うような人間なんかじゃない！　真っ先に人のためを思って行動できる心根の優しい子なのよ！　ここにいる大半の生徒がどれだけ茜あかねに救われてきたか知りもしないくせに勝手な想像でその子のことを語らないで！」

　周りからの視線を物ともせず、ただひたすら真まっ直すぐに自身の想おもいを吐き出す。

「どんなに小さな悩みでも真摯に受け入れて……自分の時間を犠牲にしてまで…………本当は止やめてしまいたいほど辛つらいはずなのに、一つも弱音を吐かずにアタシにも周りの人にも気遣って平気な顔して……っ」

　罪を告白するみたいに辛苦に染まった顔を俯うつむけ、俺にだけではなくこの場にいる全員に言い聞かせるように声を張り上げる。

「これ以上くだらない相談で苦しめるなっ！　純粋な心を利用するなっ！　一人に全部を押し付けるなっ！」

　そして虚像と先輩がいる壇上に顔を向けて、その言葉を口にする。




「茜あかね。もう無理して相談なんて解決しなくていいよ」




　二人は顔を上げた。

　どちらも目を瞠みはって表情を歪ゆがめる。見た目は同じながら真逆の感情に。
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　胸のうちに熱が込み上げてくる。

　俺はずっとその言葉──意志を待っていた。

　虚像の存在意義を否定する意志を。

　先輩の自己犠牲を否定する意志を。

　自ら抱いた意志は他人の言葉──噂なんかに屈したりはしないから。

　そのことに気づかされたのはリョウたちの存在だ。

　三人が俺の失態を目にしても新たな噂に惑わされなかったのは、家族としての、幼馴染としての、趣味仲間としての俺を信じた強い意志を抱いていたからだ。

　そして、それはみんなが虚像に抱いているものと同じ。相談部を立ち上げる云うん々ぬんではなく、噂はすでに真実としてみんなの心に固定化されてしまっている。

　何も変えられないわけだ。説得しようとしたところで無意味だったんだ。

　自身の強い意志を変えられるのは自身以外にありはしないのだから。

　玲れい奈な先輩の声が一石となり、静止を強いられていた水面に投じられ波紋を広げていく。

「──そうだ！　そんなことでオレたちを気遣って思い詰めなくてもいいんだ！」

「そんなことしなくても、夕ゆう凪なぎさんの想おもいを疑う人はいないよ！」

「夕ゆう凪なぎ先輩から貰もらった優しさはそんなことでは変わりません！」

　──だからもう相談は解決しなくていい。

　一人、また一人と立ち上がり、賛同の声は募っていく。

　それは俺が待ち望んでいた光景だった。

　他人の意志を他人の力で完全に変えることはできないと気づいて、俺は自身の不良うわさを利用することにした。わざと怒りを焚たきつけるように立ち回り、反発心を逆手に取った。

　すべては、百相百解の清乙女を信じる強い意志を自らの意志で断ち切らせるために。

　先輩は嗚お咽えつを堪こらえるように口元を押さえて泣いていた。ずっと胸中に隠していた自己否定が涙と化したように瞳から止めどなく溢あふれ、流れていく。

　先輩の心を揺るがすみんなの気持ちは次第に大きくなり、体育館内を温かさで満たし続けた。

　やがて。

「……あれ？　夕ゆう凪なぎ先輩さっきまで演台に居なかったか？」

「本当だ。……それに右腕に包帯を巻いてたっけ？」

　幾人かの生徒が違和感に気づき始めたようで、そこかしこで小さな混乱が生まれる。

　先輩は自分が見られている事実に遅れて気づき、慌てた仕草で顔を濡ぬらした涙を手のひらで拭う。まだ状況を把握できていないのか、すぐに問うような顔を俺に向ける。

　みんなにバレないようこっそりと小さく笑うと、それで怪現象の終わりを悟ったようで昂たかぶる気持ちを抑えるようにスカートをぎゅっと握りながら泣き笑いを浮かべた。

　程なくして先輩の視線は演台のほうを向く。

　そこには誰もいない。俺の目にはもう虚像の姿は映らない。

　百相百解は生徒たちの意志によって否定された。もう彼女の存在を必要とする人はいない。

　先輩はゆっくりと演台のそばまで行くと、何もない空間を優しく抱きしめた。

　そして囁ささやくように言う。

「ごめんね……私が自分の心に噓をついて祈ったばかりに、あなたに辛つらい思いをさせて。あなたのおかげで私は自分に正直になれる」

　──私はもう大丈夫だよ。

　瞬間、先輩の両腕の間から淡い光の砂粒が現れた。

　幻想的で不思議な煌きらめきは、しばらく空中を漂ったあと溶けていくように消えていった。

　先輩はその残ざん滓しに浸るように目を閉じたあと、決心を宿した面おも持もちで演台に立ち、みんなを見る。

「私は弱い人間です」

　言葉とは裏腹に、意志の漲みなぎった声だった。

「これまで誰かの力になりたい一心で相談に乗ってきました。悩みを抱えた人が明るい笑顔を取り戻したとき、私も同じように嬉しくなったから。

　そしていつしかその満足感は使命感に変わりました。誰かが求めてくるなら期待に応えないといけないって……。

　だけど私はすべての物事に解決を見み出いだせるほど完璧じゃなくて、使命感に駆られた思考と本来の私の間に誤差が生じて、迷い苦しみ、だんだんと心は疲弊していきました。

　それでも私は打ち明けることをせずに、自身に対してもみんなに対しても偽り続けた。本当のことを話したとき、またみんなの顔が悲しみに沈むのが怖かったから。

　私はみんなが称たたえる噂のような人間ではありません。

　自身の心にすら素直になれない弱い人間です」

　先輩は頭を下げた。




　──ずっと噓をついてきてごめんなさい。




　純粋な謝罪が、静けさの中に響き渡った。

　その先輩の本心に対するみんなの答えは言うまでもない。

　瞬またたく間まに、体育館内は励ましや感謝の言葉で埋め尽くされた。

　たとえ先輩の言うとおりだとしても、助けられた事実や助けられたという感情は本物だ。その記憶があるかぎり、今さら先輩の優しい人柄に疑念を抱く生徒はいない。

　百相百解の清乙女の夕ゆう凪なぎ茜あかねではなく、ただ人ひと想おもいの夕ゆう凪なぎ茜あかねがみんなに承認された。

「……ありがとう……みんな……」と声を詰まらせながら感極まる先輩を見て、俺は今にも体が脱力して床に倒れてしまいそうなほど安あん堵どした。

　やっと助けられた。

　やっと心に巣くう悲しみを取り払うことができた。

　ここまで紆う余よ曲きよく折せつあったけど、歩みを止めないで本当によかった。もうこれで先輩が苛さいなまれることも孤独になることもない。

　あとは悪役を貫き通すだけだ。

　嬉うれしさと達成感からくる感無量な気持ちを一旦押おし止とどめ、みんなの声が止やもうとした頃合いを見計らって「おい無視すんな！」と大声で割り込んだ。

「なんかイイ感じで話を終わらせようとしてんじゃねぇよ。俺の相談はどうなったんだ？」

　感動の雰囲気も話の流れも読めない不良に、生徒たちはうんざりしたように肩を竦すくめたり、やれやれと頭を振ったりする。

　話を蒸し返したところで今の先輩になら断ることができるのは俺だって分かっている。ただあそこまで敵対していた俺がみんなの様子に心を打たれて自ら引き下がるというのは不自然だ。演技だと露見されることは万に一つもないが、後腐れない終わりにするためにも全校生徒の前で見事に振られる無様な不良を演じたほうがいい。

　先輩はすぐに俺の意を汲くんでくれたようで、こちらのほうに体を向けてはっきりと言う。

「私は百相百解の清乙女じゃないから、その相談に応えることはできません」

　当然の流れに誰も疑問を挟まず、むしろ俺の次なる反応を楽しんでいる節さえある。

　ご期待どおりに取り乱して暴れまわってやろうか。そうすればさすがに教師たちも黙ってはいないだろう。強制退場させられて幕引きだ。

　そう自身の行動を決めたときだった。

「だからこれは、ただの夕ゆう凪なぎ茜あかねとしての答えです」

　不意に先輩が言葉を続けた。

　何を言って……と疑問に思う間もなく、先輩は俺の目の前まで歩み寄ってくると、少し爪先を立たせて顔を近づけてきて。

　そっと唇に何かが触れた。柔らかいそれは仄ほのかな温かさを帯びていた。

　先輩はゆっくりと俺から顔を離すと、




「〝はい〟。よろしくお願いします」




　照れるようにイタズラな笑みを浮かべた。

　俺は何が起こったのか理解できずに固まる。

　少しの間のあと、俺の心を代弁するかのように体育館内は阿あ鼻び叫きよう喚かんとなった。
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　中間試験も終わりを迎え、また通常の学校生活に戻ったが、相変わらず俺の扱いは変わらなかった。

　歩けば避けられ、こうやって自分の席に座っていれば遠巻きにひそひそ話をされる。内容も聞き飽きたほどに同じものだ。

　もうあれから結構な日にちが経たったというのに話題の勢いが落ちる気配はない。まだ暫しばらくは尾を引きそうだ。

　まぁあんな事件の後じゃ仕方ないよな。

　俺は机に顔を突っ伏す。今思い出すだけでも顔から火が出そうだ。あの柔らかい感触が脳裏に張りついて離れない。

　二週間前の全校集会。

　先輩のキ……突発的な行動のあと、俺含め生徒たちは混迷を極めた。教師たちが動いても事態の収拾がつかず、集会は強制的にお開きになった。俺と先輩は職員室に呼ばれ、生徒指導の先生からお𠮟りを受けた。家に帰れば姉貴からやり過ぎだとガチのトーンで説教され、リョウからは電話で激しく説明を求められた。

　翌日の学校では色々な憶測が飛び交っていた。

　憐あわれな不良に情けを掛けたんじゃないか、裏で脅されているんじゃないか、など否定的なものばかり。テスト週間が始まっても邪推は止やむことなく、そのせいかは分からないが全体の平均点がガクンと落ち込んだらしい。

　そんなこんなで、騒動を起こした男の末路に相応ふさわしい日々を過ごしている。

　だが元々覚悟していたことなので、そこまで深刻には受け止めていない。

　一応は先輩の恋人という立ち位置にいるため手が出しづらいのか一時期あったいじめのような被害は今のところないし、真っ先に殴り込みに来そうな玲れい奈な先輩は廊下ですれ違った時にガンを飛ばしてくるだけに留とどまっている。きっと先輩に何か言われて止められているのだろう。

　それに、変わらず俺の味方でいてくれる人もいるから。

　リョウは全校集会での俺の奇行には一切触ふれず、普段の調子で「夕ゆう凪なぎ先輩はオレが密ひそかに狙ってたのに……！」などと先輩と付き合ったことばかりを冗談交じりに詰なじってきただけだった。

　あと（表立って関わり合わない姿勢は変わらないものの）友達との会話で俺に対しての悪態が出ると巧妙な話術で遠回しに否定してくれているみたいだ。

　そして深ふか森もりも。

　机の落書きの件についてまだお礼を言えてなかったので周りに人がいない時に面と向かって伝えたところ、報酬としてニャンボスを強ね請だられた。渡すと、どうやら深ふか森もりの中ではそれで仲直り？　になったらしく前みたいに趣味のことで声を掛けてくれるようになった。

　はじめは今の状況で俺に関わったら悪意が飛び火すると憂慮したのだが、「周りの目よりも今はゲーム」と依存者みたいな言葉を返されてはそれ以上何も言えず、素直に厚意を受け取ることにした。

　そんな二人の思いやりもあって悪い噂にめげずに学校生活を送れている。

　唯一、俺が悩んでいることがあるとすれば……。

　四限目の授業がチャイムを越えて遅く終わり、やっと昼食休憩に入る。

　急いで晩飯の残りを詰め込んだ自作弁当をカバンから取り出し席を立つが間に合わず、廊下側の席の男子生徒が恐々とした様子で俺のことを呼んできた。

「ふ、藤ふじ城しろくん。夕ゆう凪なぎ先輩が……」

　教室の開いたドアのところにはランチバッグを手にした先輩がいた。

　俺の姿を見ると、にこっと笑って小さく手を振ってくる。

　話題の渦か中ちゆうにある人物の登場に、当然みんなの視線は集まる。

　まったく周りの目を気にした素振りのない先輩に、俺は疲れたように溜ため息いきをついた。




　案の定、屋上に人影はなかった。

「屋上で昼食をとるのは何気に初めてかも。こんなにも快晴の日だと気持ちいいね」

　先輩は市街を眺望するようにフェンスのほうに歩み寄り、暢のん気きにそう言う。

「…………」

「ん？　そんなに難しい顔してどうしたの？」

「……先輩、一緒に昼食をとるのはこれっきりにしませんか？」

　言いにくいことを切り出すと、先輩はしゅんとする。

「そっか……遠とお也やくんは私と食べたくないんだ……」

「俺の言いたいこと分かってるくせに、そのあからさまな演技はやめてください」

「ふふ、バレたか。でもそれを言うなら遠とお也やくんだって私の気持ちは分かってるでしょ」

　もちろん理解している。仲なか睦むつまじい姿をアピールすれば俺たちの恋人関係に対するみんなの疑惑を払ふつ拭しよくできると考えているのだろう。

　だが、そのことが真実になるにつれて先輩の清き印象が薄れてしまうのは避けられない。昨日教室で一緒に昼食をとった（突然の来訪に対処ができなかった）だけで今日にはもう学校中の話題に追加されており、その中には先輩に失望する声も少なからずあった。これまで培つちかってきた信頼があるため俺のように孤立はしないと思うが、それでも前よりか人気が落ちるのは確実だ。

　何より大切な人が悪く言われるのは我慢ならない。それが俺のせいとなれば尚なお更さら。

　しかし説明しても先輩はどこ吹く風だ。

「遠とお也やくんはいつも私のことになると考えすぎるんだから。まぁそれはそれで愛されてる感が出てて彼女としては幸せだけどね」

「またそうやってはぐらかす……こっちは真剣なんですよ」

「だったらその真剣さで、私の気持ちを汲み取ってくれたほうがより嬉しいです」

「……その返しはズルいです」

「できるだけ一緒にいたいってのは本当のことだからね。気にせず堂々と見せつけてこう！」

「堂々というか悪目立ちの域を超えてるんですよ……やっぱり少し控えたほうがいいです」

「でもそれが私たちの仲を示す早道だしなぁ。……あ、それともまたみんなの前で愛情表現してみる？」

「え!?」

　こちらに少し顔を近づけ、血色のいい唇に人差し指を当てながらニヤニヤする。

　からかわれていると分かっていても、あの超絶に恥ずかしい記憶が再びフラッシュバックして何も言い返せなくなる。やっぱり話し合いでは先輩が一枚上手みたいだ。

　羞恥心から沈黙する俺を見て、先輩は一度だけクスッと笑いをこぼしたあと、

「そもそも過大評価された私には今の環境が正しいんだよ。……もう自分に噓をついて噂に振り回されるのはこりごりだしね」

　どこか物悲しそうに微ほほ笑えむ。

　その言葉にあることを思い、俺は北の方角を望んだ。

　ここからでは改修工事が始まった旧校舎に視界を阻はばまれて、山林は見えない。

　全校集会があって以来、百相百解の清乙女を口にする者はいなくなった。

　先輩を取り巻く一連の事件が落着したところで次に考えたことは、虚像が生まれるに至った元凶である少女の祈り像の処置についてだった。

　先輩と話し合った結論から言うと、そのままにしておくことにした。

　本来であればまた怪現象が起こらないとも限らないから何かしらの対処をすべきだが、先輩の話を聞いて考えを改めた。

『遠とお也やくんたちには見えてなかったと思うけど、もう一人の私は消えるまえに優しく微ほほ笑えんでいたんだ。まるで使命を果たして人心地つくみたいにね』

『彼女は違う道を歩んだ未来の私だったんだなって思ったの。自分の心を偽り続けた結果を示して危ぶんでくれたんじゃないかって』

『もちろん結果論だけどね。遠とお也やくんがいなかったら私は今も孤独の中にいたわけだし。でも同時に、今回の件がなかったらとも考えちゃうんだ』

　先輩の言いたいことはよく分かったし、思い当たる節もあった。

　虚像は人外の力を使ってまで相談を解決に導いていたが、今考えてみれば回りくどい気がした。個々の悩みに乗るよりも、その力を使って人心を洗脳し信じ込ませれば済む話だ。それが先輩の祈りに反するという理由なら卑ひ怯きような力に頼っている時点で矛盾になる。

　そもそも願いどおりであれば虚像が現れること自体おかしい。噂通りの完璧な人間になりたかったのは先輩自身なのだから偽者を用意しては本末転倒だ。

　しかし実際に虚像は現れ、相談者の意に沿う解決に拘こだわった。まるで百相百解の清乙女のデモンストレーションをして見せたかのように。

　虚像が消えた今、真実を知るすべはない。

　すべて憶測の域を出ない話だが、もし少女の祈り像がなければ先輩が今でも真情を隠したまま相談者の絶えない悲惨な毎日を過ごしていたのは事実だ。

　そんな経緯から、少女の祈り像は悩みを抱えた人の心の拠より所どころとして残しておき、もし誰かが怪現象に悩まされた時は力になろうと二人で決めたのだ。

　先輩は優しげな目を俺に向けると、「それに」と言葉を付け足し、

「噂じゃない本当の遠とお也やくんが好きだから」

　照れたように、はにかんだ。
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